
　(１)　図面及び特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築　

　　　工事標準仕様書（電気設備工事編）平成 31 年版」（以下、「標仕」という。）及び国土交通省大　

　　　臣官房官庁営繕部設備・環境課監修「公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）平成 31 年版」　

　　　（以下「標準図」という）による。

　(２)　各工事において、関連のある事項はそれぞれの「公共建築工事標準仕様書（建築工事編、機械設　

　　　備工事編）平成 31 年版」及び「公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）平成 31 年版」によ　

　　　る。また改修工事が発生する場合「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）平成 31 年版」

　　　を適用する。

　(３)　その他の適用図書類は下記による。

　　　電気設備工事監理指針 令和 元 年版（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）

　　　機械設備工事監理指針 令和 元 年版（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）

　　　日本建築学会建築工事標準仕様書・同解説（JASS）

　　　営繕工事写真撮影要領(令和 3 年版)・同解説 工事写真の撮り方　建築設備編（国土交通省大臣官　

　　　房官庁営繕部監修）

　　　建築材料・設備機材等品質性能評価事業 建築材料等評価名簿（令和 2 年版）

　　　営繕工事電子納品要領 平成 30 年版（国土交通省大臣官房官庁営繕部）

　　　建設工事に伴う騒音振動対策技術指針(建設省大臣官房技術参事官通達昭和 62.3 改正)

　　　建築設備耐震設計・施工指針 2014 年版

　　　官庁施設の総合耐震基準および同解説（建設大臣官房官庁営繕部監修）

　　　建築設備設計基準（国土交通大臣官房官庁営繕部設備課監修）令和3年版

　　　建築設備設計・施工上の運用指示（国土交通大臣住宅局建築指導課監修）

適用法令は下記による。

　　建築基準法

　　消防法

　　火災予防条例 （宮崎市）

　　危険物の規制に関する政令

　　水道法

　　下水道法

　　浄化槽法

　　水質汚濁防止法

　　ガス事業法

　　液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律

　　高圧ガス保安法

　　電気事業法

　　電気設備技術基準

　　電気用品安全法

　　騒音規制法

　　振動規制法

　　悪臭防止法

　　大気汚染防止法

　　エネルギーの使用の合理化に関する法律（省エネ法）

　　建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律（建築物省エネ法）

　　建築物環境計画書制度

　　建築物環境配慮制度（CASBEE）

　　建築物における衛生的環境の確保に関する法律（ビル管法）

　　建築工事に係る資材の再資源化等に関する法律

　　廃棄物の処理及び清掃に関する法律

　　計量法

　　駐車場法

　　航空法

　　高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律（バリアフリー法）

　　労働安全衛生法

　　宅品質確保法

　　その他本工事に関わる関連法規及び規格

　(１)　項目または番号に ● 印の付いたものを適用する。 ○ 印のついたものは適用しない。

　(２)　特記事項に記載の項目番号（章、節、項番）は、標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

　(３)　本特記仕様書の項目、特記事項欄に記載のある【追加】、【追記】、【置換】は次による。

　　　　・【追加】：標仕に定めのない、本工事において追加した項目を示す。

　　　　・【追記】：標仕に規定されている章・節・項に、規定を追加し適用することを示す。　　　　　

　　　　・【置換】：標仕に規定されている一部もしくはすべてを置き換えて適用することを示す。

　(１)　階高

　　　　　○ 　建物のそれぞれの階の階高は下表 4-1 による。

　建物のそれぞれの階の階高は設計図による。

　(２)　地震力

　　(ア)　局部震度法による設備機器の地震力

　　　　設計用水平地震力Ｆ H（設計用鉛直地震力Ｆ ｖ）は設計用標準水平震度Ｋ S、地域係数Ｚおよ　

　　　　び 設備機器総重量Ｗ（kN）を用いて次のように計算する。

　　　　　Ｆ H  ＝ＫH ･Ｗ（kN） Ｆ V＝Ｋ V･Ｗ（kN）

　　　　　　　　　ここに、Ｋ H：設計用水平震度、Ｋ V：設計用鉛直震度

　　　　　Ｋ H  ＝ＫS･Ｚ　　　   ＫV＝1/2・Ｋ Ｈ

　　　　　　　　　ここに、Ｋ S：設計用水平震度

　　　　地域係数Ｚは、（ 1.0 ）とする。

　　　　設計用標準水平震度Ｋ Sは下表 4-2-1 によるものとする。

　　　　なお、設計用水平地震力F Hと設計用鉛直地震力Ｆ Vは同時に作用するものとする。

　上層階・中間階の定義は次による。

　　２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、１０～１２階建の場合は上層３階、

　　１３階建以上の場合は上層４層とする。中間階とは地下階、１階を除く各階で上層階に該当し　

　　ないもの （平屋建ての場合は無し）。

　耐震クラス（Ｓ･Ａ･Ｂ）の定義は「国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究　

　所監修の建築設備耐震設計・施工指針 2014 年版」による。

　　(イ)　建築物の時刻歴応答解析が行われている場合の地震力

　　　　設計用水平地震力Ｆ H（設計用鉛直地震力Ｆ V ）は、「建築設備耐震設計・施工指針 2019 　

　　　　年版・指針本文 2.3 節」に基づき、下表 4-2-2 による各階の応答加速度値Ｇ ｆ（cm/s
２

）を　

　　　　用いて計算する。ただし、免震構造の建築物の設計用鉛直震度が特に解析されていない場　

　　　　合には、局部震度法による設計用鉛直震度Ｋ Vを用いる。

　　(ウ)　重要機器

　　　　重要機器は次のものを示す。

〇  防災センター(同様な部屋を含む)内設置機器

〇  配電盤　　　　　 〇  発電装置 　　　　 〇  直流電源装置 　　　 〇  交流無停電電源装置

〇  交換機　　　　　 ●  火災受信機 　　　 〇  分電盤　　　　　　 〇  動力制御盤

〇  ＩＴＶ設備　　　 〇  中央監視設備　 　 〇  入退室管理設備 　　 〇  ケーブルラック

　(３)　設備機器および設備部材の固定支持

　　　設備機器および設備部材の固定や支持等は、すべて「国土交通省国土技術政策総合研究所・

　　　独立行政法人建築研究所監修の建築設備耐震設計・施工指針 2019年版」により行う。

　(４)　構造躯体の層間変形角

 必要構造性能概要書による。

○  下表 4-4 による。

４.建物条件

表 4-1 階高リスト

表 4-2-1 設計用標準水平震度Ｋ S

表 4-2-2 各階の応答加速度値Ｇ ｆ（cm/s
２
 ）

表 4-4 中地震動時および大地震動時の層間変形角

３.特記仕様

２.適用法令

１.共通仕様

Ⅱ 電気設備工事仕様Ⅰ．工事概要

１.工事概要

工事名称

建築主

住所

着工及び竣工年月日

確認申請　確認日

確認番号

地名地番

住居表示

防火指定

その他の区域、地区等

工事種別

屋外型トレーニングセンター建設工事

宮崎県

宮崎市山崎町浜山415-87　415-116

新築

２.建物概要

（●印の付いたものを適用する。○印のついたものは適用しない。）

３.工事項目

設備項目（● 印の付いたものを適用する。 ○ 印のついたものは適用しない。）

建物別及び屋外

電気設備工事

工　事　項　目

４.関連する別途工事

対象範囲

設　置　場　所 機　器　種　別 重要機器

耐震クラスＳ

　特定の施設

一般機器

耐震クラスＡ

● 　一般の施設

耐震クラスＢ

上層階、屋上

及び塔屋

水槽類

防振支持の機器

上記以外の機器

水槽類

防振支持の機器

上記以外の機器

中間階

地下・１階

水槽類

防振支持の機器

上記以外の機器

2.0

2.0

2.0

1.5

1.5

1.5

1.5

1.0

1.0

1.5

2.0

1.5

1.0

1.5

1.0

1.0

1.0

0.6

1.5

2.0

1.5

1.0

1.5

1.0

1.0

1.0

0.6

1.0

1.5

1.0

0.6

1.0

0.6

0.6

0.6

0.4

階

地震動

レベル
中地震動時

Ｘ方向 Ｙ方向

大地震動時
備考

階

　(５)　免震構造変位量

　　　　免震層最大変位　 　　　  mm　　 　　クリアランス　 　　　  mm

　(６)　積雪荷重 　　　　

〇 必要構造性能概要書による。 　　　　

○ 以下による。

　　　　　１）垂直積雪量　　　（cm） 　　　　　

　　　　　２）積雪の単位荷重　（Ｎ/cm/㎡） 　　　　　

　　　　　３）積雪荷重　　　　（Ｎ/㎡） 　　　　　

　　　　　４）多雪地域指定の有無　　　 ○  あり　　　　　 ○  なし 　　　　　

　　　　　５）雪下ろしの必要の有無 　　 ○  あり（最大許容積雪量　 　　　   （cm) ） 　 ○  なし

　(７)　騒音振動規制

 　　　(ア)　敷地境界線における騒音規制値は以下による。

 　　　　　昼間（  65  ）dB(A) 　　　　朝夕（  65  ）dB(A)　　　　夜間（  50  ） dB(A)

   (８)　水防レベル

●   水位の指定なし ○  設計水位： GL+（　　　　 ）mm

対象範囲

対象範囲

重要機器 一般機器

Ｘ方向 Ｙ方向

中地震動時

Ｘ方向 Ｙ方向

大地震動時

Ｘ方向 Ｙ方向

上層階①

（　～　）

中間階①

（　～　）

１階

上層階②

（　～　）

中間階②

（　～　）

　上層階・中間階の定義は、設計用標準震度と同様とする。

備考

〇

〇

〇

○

電灯設備

動力設備

電熱設備

雷保護設備

航空障害灯等設備

電気自動車充電設備

受変電設備

電力貯蔵設備

発電設備

構内情報通信網設備

構内交換設備

情報表示設備

映像・音響設備

拡声設備

誘導支援設備

テレビ共同受信設備

テレビ電波障害防除設備

監視カメラ設備

駐車場管制設備

火災報知設備

防犯・入退室管理設備

中央監視制御設備

構内配電線路

構内通信線路

撤去工事

防火地域指定なし

－

用途地域 市街化調整区域

都市計画区域の内外の別等 都市計画区域外

宮崎市山崎町浜山415-87　415-116

－

－

建物

〇

－

－

〇

地震動

レベル

〇

○

　　　　　●

●

●

●

〇

〇

●

●

●

●

●

〇

〇

〇

●

〇

〇

●

●

〇

建築工事、機械設備工事

特記仕様書（１）

1/N.S 1/N.S

図面番号 区分

2022年4月
年月日

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所

東京都知事登録 第 35509号

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所　九州支店

福岡県知事登録 第1-11482号

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

秋吉　賢一　 

山元　徹也 伊藤　翔治

伊藤　裕也

号

217159

272676

266089

号

鈴木　耕造号 号353942

号383653

担当 特記

管理番号

工事名 図面名

縮尺
A1: A3:

長浜　愛美

1LU122YD1

屋外型トレーニングセンター建設工事
電気01-1E -



    補助金申請対象

官公署その他 へ

の届出手続等

設計図書等の

取扱い

別契約の関連

工事

疑義に対する協

議等

書類の電子情報

化

補助金申請業務

への協力

監理者の承諾・

検査・試験等

● 1.1.17【追加】

● 1.1.18【追加】

● 1.2.1

実施工程表

第２節 工事関係図書

【置換】

● 1.2.2

   施工計画書

【置換】

【追記】

● 1.2.3

   施工図等

【追記】

● 1.2.4

   工事の記録

【追記】

● 1.3.1

   施工管理

第３節 工事現場管理

【追記】

● 1.3.3

   施工条件

【置換】

● 1.3.9 【置換】

● 1.3.10

   養生

● 1.3.11

   後片付け

【追記】

　　本工事作業を要因とする汚損部分については、速やかに原型に復旧する。

【追記】

● 1.3.12【追加】

用語の定義

編 項　目 特 記 事 項

第１章 一般共通事項

第１節 一般事項

【置換】● 1.1.2

【追記】

● 1.1.3 【追記】

〇 1.1.6 【追記】

届　出　先 届　出　書　類

消防用設備等着工届出書・設備等設置届出書

消防用設備等特例承認申請書・除外届出書

緊急離着陸場等設計届出書・設置届出書

消防防災システム評価申請書

防災センター評価（東京のみ）

消防

消防（危険物）

経済産業省

労働基準監督署

電力会社

通信会社

行政

地下タンク貯蔵所設置許可申請

一般取扱所設置許可申請

主任技術者選任届・保安規定届

工事計画届出書

使用前安全管理審査申請書

自家用電気工作物使用開始届

機械等設置・移転・変更届（油タンク関連）

受電申込

系統連系に関わる手続き

航空局 航空障害灯及び昼間障害標識の設置届出

引込申込

エネルギーの使用の合理化等に関する法律 （省エネ法）

に基づく届出（変更）

特定施設設置届

【追記】

● 1.1.8 【置換】

● 1.1.11

特許権等

【置換】

● 1.1.14【追加】

設計変更等

● 1.1.15【追加】

工事に付帯する

作業・材料

● 1.1.16【追加】

   指示・承諾・

　 協議の手続き

● 1.1.7

第

１

編

一

般

共

通

事

項

項　目 申　請　先

【追記】

　(ウ)　発注者が、特定の工事業者若しくはメーカー（以下、「特定業者」という。）

を下請業者として指定した場合、受注者は特定業者と下請契約を締結しなければ

● 1.1.19【追加】

火災保険等

　(ア)　「監理者」とは、この契約とは別に発注者・監理者間で締結された監理業務に

関する委託契約書に記載された監理者またはその委任を受けて監理者の業務を代

理して行うものを言う。標準仕様書及び改修工事標準仕様書に記載のある「監督

職員」は「監理者」に 読み替える。ただし、監理者が、この工事の管理業務を

行う場合には、公共工事における監督職員の業務範囲としての会計法、地方自治

体法、各種条例等に定める義務をすべて追うものではない。

　(ケ)　「監理者に提出」とは、受注者等が監理者に対し、工事にかかわる書面又はそ

の他の資料に日付を明記し、受注者押印のうえ説明し、差し出すことをいう。

　(ツ)　「工事検査」とは、契約書に基づく工事の完成の確認、部分払いの請求に係る

出来形部分等の確認及び部分引き渡しの指定部分に係る工事の完成の確認をする

ために発注者又は検査職員が行う検査をいう。なお、現場管理組織の監理者によ

る「竣工検査」と監理者の本社などの検査要員による「完成検査」からなる。

　(ネ)　「材料」とは、工事に使用する機器・材料・製品を総称していう。

　(ノ)　「受注者の検査」とは、工事の各段階で、材料または施工などについて受注者

等自らが設計図書等との適否を判断することをいう。

　(ハ)　「事業者」とは、受注者と工事請負契約を締結した発注者をいう。

　(４)　工事の各段階に必要な官公署その他への各種申請または届出の種別・手続き・

時期などをあらかじめ調査したうえで、一覧表を作成して監理者に提出する。

　(５)　本工事に必要な関係公官庁の申請手続きは受注者が行い、その検査に関わる費

用は申請費用を含み全て受注者の負担とする。

　(６)　監理者の指示により、検査に必要な書類作成に協力すること。

　(７)　検査前に検査対象工事の自主検査を事前に行い、各種法規に適合していること

を確認のうえ監理者へ報告すること。

　(８)　確認申請などの変更に伴う、計算書・図面の作成支援を行うこと。

　(９)　主要な届出手続きを下記に示す。

　(３)　受注者は、発注者が本工事の見積り依頼にあたり開示した資料・情報等知り得

た内容に関しては、発注者の承諾がある場合を除き、第三者に漏洩してはならな

い。契約終了後といえども同様の義務 を負うものとする。

　(４)　工事監理用図書として、工事着手後速やかに設計図（契約図）の縮小原図（A3

サイズ）を作成すると共に、A3 サイズの青焼きまたは白焼き製本を（  5  ）部

提出する。

　(５)　施工図、完成図等を作成するために設計図のCADデータを利用する場合は、監

理者に申し出て、株式会社NTTファシリティーズとの貸与についての契約を別途

取り交わすこと。設計図のCADデータの著作権は株式会社NTTファシリティーズ

に帰属し、これを目的以外に利用してはならない。

　(６)　施工図、製作図の著作権は発注者に移譲する。

　(ア)　別に定めのない限り、関連工事の受注者に対し、次のものについて供与する。

　 　　　これらに関する費用の負担は、工事費に含むものとする。

 　　　(a)　関連工事を行う場所への出入り及び安全管理等にかかわる費用

 　　　(b)　足場・運搬設備・楊重設備・工事用電力・工事用給排水の利用

 　　　(c)　障害となる仮設物を除き、貫通孔などの設置、ボルト、インサートなどの

　  取り付け

 　　　(d)　関連工事用の機器、材料の取組みに必要な搬入口・通路などの設置・確保

　(イ)　施工図・施工計画書などの作成に際し、関連工事との取り合い・ 納まりなどに

ついて総合図を作成し、十分に調整を行う。テナント内装等本工事の工期内に行

う別途工事は、相互間に協力し、官公署等の検査を受検できるよう建築工事受注

者が運営管理の統括責任を負う。ただし、建築工事受注者がいない場合は本工事

受注者が統括責任を負う。

　(１)　機器・材料・施工・工事についての施工図等・見本等に対する監理者の承諾は、

次による。

　　　(ア)　受注者による品質管理・確認の適正さを確認するために行われる。

　　　(イ)　受注者から提出された施工図等・見本等に示される範囲の内容に対してな

される。

　　　(ウ)　施工に用いられた、又は工事目的物に組み込まれた製品についての施工図

等・見本品等に対する監理者の承諾は、その外観と提出される書面による情

報に基づいてなされる。

　(２)　機器・材料・施工・工事に対する監理者の検査又は試験は、次による。

(ア)　工事請負契約書及び設計図書に基づいて、受注者等による品質管理・確

認・自主検査の適正さを確認するために行うものである。

　　　(イ)　監理者の検査は、立ち合いにより、又は受注者等の自主検査記録・工事写

真その他の審査等の合法的方法により行う。なお、監理者の立合い検査は原

則として抽出により行う。

　(３)　前号(1) 、(2)にかかわらず、機器・材料・施工・工事が工事請負契約書、設計

図書に適合しない場合、その責は受注者にあり、それらについての施工図・工

作図・製作図・見本などに対する監理者の承諾、あるいはそれらに対する監理

者の検査又は試験は、受注者の責任を軽減するものではない。

　(４)　前号(1) 、(2)にかかわらず、施工に用いられた、又は工事目的物に組み込まれ

た製品の欠陥又はこれに類する原因による品質・性能・安全上の不具合がある

場合は、その修補等の責は受注者が負う。

　(１)　本工事を完成させるにあたり本工事に付帯して当然必要と認められる軽微な工

事、機器、材料などは、設計図書等に記載がない場合でも本工事に含む。

　(２)　本工事を完成させるために必要な次の工事及び費用は請負契約に含む。

　　　(ア)　施工・材料 および製品検査・試験（支給材料、貸与品の検査・ 試験は除

　 　　　　　く）、見本品等の制作、検査に関する費用

　　　(イ)　敷地周辺における本工事の障害となるものの移設及び復旧

　　　(ウ)　工事期間中の官公署その他関係機関の手続き及びその費用(負担金は除く)

　　　(エ)　工事用機器、材料等の搬入に必要な搬入口及び通路の設置とそれに伴う補

強、復旧、後片付け

　(１)　1.1.8 (1) ただし書きにかかわる工事は監理者の指示により行う。この場合、請

負金額の増減は行わない。

　(２)　標仕 1.1.8(2) において請負代金額の変更が必要な場合は、そのつど施工に着手

する前に請負代金の増減を明示した請負代金増減内訳書（以下、「増減内訳書」

という。）を提出し、監理者の承諾を受ける。このときに変更内容を明記した図

面を合わせて提出する。

　(３)　請負代金額を変更するときの工事単価は、原則として請負契約時の単価とする。

ただし、急激な物価変動に係るものについては別途協議する。

　(４)　本工事着工後、発注者から受注者に対してコストダウン方策についての要請が

有った場合、受注者はその旨を理解し協力すること。

　(５)　受注者都合による工法変更、設備方式の変更、見積り落し及び突貫工事等の工

事費の増額は認めない。

　(２)　本工事に使用する材料に関わる特許権、実用新案権、意匠権、商標権等の権利

における必要な手続きは受注者の責任において行うこと。工事中、竣工後に限ら

ず第三者からの疑義、費用請求等があった場合は受注者の責任により対応を行う

こと。

　(１)　設計図書に定められた内容に疑義が生じた場合又は現場の納まり、取り合い等

の関係で設計図書によることが困難もしくは不都合が生じた場合は、書面をもって

監理者を通じて設計者に通知し、設計者の指示を受ける。ただし、材料の仕様、取

り付け位置、取り付け方法等の変更または取り付け数量を多少変更するなどの軽微

な変更は監理者の指示による。

　(２)　前(１)号において設計図書の訂正又は変更を行う場合の措置は、1.1.14 による。

　(１)　本工事において、新たに特許、実用新案、意匠権等を出願する場合はあらかじ

め監視者と協議を行うこと。

　　　ならない。特定業者に関する責任は全て受注者が負う。ただし、受注者は特定業

者の工事管理・品質確保等に課題があると判断した場合は、発注者の特定業者指

定依頼を拒否することができる。その場合、拒否の理由を発注者に書面をもって

説明しなければならない。

　(１)　工事の着手に先立ち、または着手後速やかに実施工程表を作成し、監理者に提

出する。監理者は実施工程表に問題があると認められる場合は、発注者及び受注

者等にその旨を報告・通知する。

　　　　実施工程表は、着手から完成に至る工事全般の手順と日程の計画を表したもの

で、本工事の工程のほか、次の内容を記載する。

　　　　(ア)　主要な総合図・施工図・施工計画書等の作成・提出・承諾の日程

　　　　(イ)　建築主事・所轄消防署による中間検査など関係法令に基づく官公署の諸

　   検査の日程

　　　　(ウ)　部分使用・部分引渡しの日程及び関係する検査の日程

　　　　(エ)　官公署への届出等手続きの日程

　　　　(オ)　完成時の諸検査の日程

　　　　(カ)　出来高目標

　　　　(キ)　関連工事の主要な日程

　　　　(ク)　その他、工事の進行に関係する重要事項（引渡し、受電、主要な材料の

　   見本決定など）

　物（分離発注に於いては、引き渡しが最終となる工事目的物）の引き渡し翌日までと

する。保険契約の締結後、その証券の写しを監理者に速やかに提出する。

　(３)　実施工程表に変更の必要が生じた場合は、関連工事と調整のうえ、速やかに修

正実施工程表を作成し、監理者に提出する。監理者は修正実施工程表に問題があ

ると認められる場合は、発注者及び受注者等にその旨を報告・通知する。

　(１)　工事の着手に先立ち、工事の総合的な計画をまとめた施工計画書（総合施工計

画書）を作成し、監理者の承諾を受ける。内容は次による他、監理者の指示によ

る。

　　　　(ア)　工事概要、施工管理体制、現場運営形態、工程計画・工程管理、品質管

　   理計画、総合仮設計画、近隣対策、安全衛生管理計画　等

　　　　(イ)　計画書、施工図の一覧表を作成し、提出スケジュールを監理者と協議す

　   る。

　(６)　総合施工計画書は工事全体を通じて受注者等が行う工事組織の構成と運営、工

事環境の整備と維持、工事請負契約に基づく監理者への対応などについて、本工

事の特有の条件に適応した最適な方針を定めたものとする。また、監理者が監理

方針書を示した場合は、それに基づいたものとする。

　(７)　工種別の施工計画書を作成し、監理者に提出する。このうち設計図書に定める

もの、あるいは監理者が指示するものについては、監理者の承諾を受ける。

　(４)　受注者は、施工図などの作成に先立ち総合プロット図（壁床、天井）を作成し

承諾を受ける。また総合プロット図を基に総合図を作成し、監理者に提出する。

尚、総合図とは、建築工事施工者による各平面詳細図、展開図、天井伏図等を元

図とし、建築、構造、空調衛生設備、電気設備及び関連工事をすべての納まり調

整のうえ同一図面（平面 図、断面図、立面図）に記載したものとする。作成に

あたっては、スリーブ等構造躯体に 関わる部分に影響のない時期とする。

　(５)　受注者は、施工図・工作図・製作図などは総合図に基づき作成するものとする。

  (６)　監理者の指示する原寸図・型板などは、施工に先立つ適切な時期に作成し、監

理者の承諾を受ける。

　(７)　模型・モックアップ・モデルルームなどの作製、見本施工は次による。これら

は、施工に先立つ適切な時期に実施し、監理者の承諾を受ける。

　　　　(ア)　模型の作製　　　 ●　しない　　〇 する （　　　　　　　　　　)

　　　　(イ)　見本施工　　　　 ●　しない　　〇 する （　　　　　　　　　　)

　　　　(ウ)　モックアップの作製　　　　　    〇 する （　　　　　　　　　　)

　　　　(エ)　モデルルームの作製　　　　　    〇 する （　　　　　　　　　　)

　　　　(オ)　機器の機能確認　　　　　　  　  ● する （仕様書、試験による　)

　(８)　発注者よりテナントリーシングに必要な図面等の作成依頼があった場合は、受

注者は作成に協力し、監理者に提出する。

　　　　(ア)　テナントリーシングに必要な白図の作成

● しない　 〇 する （　　　　　　　　　)

　　　　(イ)　テナントリーシングに必要な貸方基準の作成補助

● しない　 〇 する （　　　　　　　　　)

　(６)　検査、試験又は設計図書に定められた確認などを行った場合は、終了後速やかに記

録を作成し監理者に提出する。

　(７)　施工・試験などに対し監理者の立会いを受けた場合は、終了後速やかに記録を作成

し監理者に提出する。

　(８)　書類などの監理者による審査を受けた場合は、終了後速やかに記録を作成し監理者

に提出する。

　(９)　工事写真の納品は「建築編営繕工事電子納品要領（平成 30 年版）｣による。

　(３)　監理者が監理方針を示した場合は、それに基づいて工事運営及び 施工管理を行

うものとし、本特記仕様書より優先されるものとする。

(４)　本工事の品質・工程・予算管理については、受注者による自主管理を原則と

するが、発注者が管理方法、提出書類の書式、使用するソフトウェア等につい

て指定する場合は、これに従うものとする。

　(１)　監理者に提出する書類（図面を除く）のうち、監理者の指示するものは、監理

者と協議のうえ指定のコンピュータソフトにより作成し、ＣＤ-Ｒなどの電子媒

体による電子データを添えて提出する。

　(１)　当該建物に関し、発注者が補助金申請を行う場合、受注者は図面作成、見積内

訳書作成、現地監査対応等に関し、発注者に協力すること。それに伴う費用は

○ 本工事に含む　　 ○ 本工事に含まない　　●協議により決定

　　火災保険、建設工事保険、組立保険又は土木工事保険等のうち 1 以上に加入する。

契約期間の始期は、材料（仮設、型枠材を除く）購入時以前とし、終期は、工事目的

　(１)　監理者の指示は、監理者の押印のある書面でこれを受け、控えに受注者等が押

印のうえ監理者に提出する。監理者の指示が口頭による場合は、その内容を記録

して監理者に提出し、控えに監理者の押印を受ける。

　(２)　監理者の承諾を受ける必要のある書類・図面・見本等は、監理者に提出し受領

印を受ける。

　　工事の完成に際しては、工事検査までに次に示す部位について、十分に清掃を行う

とともに現状どおりに復旧する。

　　　・工事に伴い汚損が生じた既存の施設、工作物、樹木など

　　　・工事目的物の施設又は設備の一部を工事用に使用した部分（設計図書の定める

条件のとおりに復旧する）

　(２)（オ）

　　　(a)　(ア)、 (イ)及び（ウ）に示す発生材は次による。

　　　　・ 発注者に引渡しを要するもの　　　 〇 有（　　　　　　　）　 ● 無

　　　　・ 特別管理産業廃棄物　　　　　　　 〇 有（　　　　　　　）　 ● 無

　　　　・ 再利用及び再資源化を図るもの　　 〇 有（　　　　　　　）　 ● 無

　　　(b)　工事により発生した建設廃材は、その収集から最終処理までを産業廃棄物

処理法に基づき適切に処理すること。

　　　(c)　撤去品の一部に PCB（ポリ塩化ビフェニル）が含まれている場合には、監

理者と協議のうえ別途指示する場所に返納する。

　　　(d)　撤去品の一部にアスベストが含まれていた場合には、監理者に報告し、対

応方法を協議すること。調査費、処分費用については別途協議とする。

　(２)　(1)以外の施工条件は下記による。

　　　(ア)　作業時間などは次による。

　　　　(a)　設計図書又は工事現場近隣の住民との間で交わされる工事に対する協定

（以下「近隣協定」という。）に、作業内容、作業日・時間などについて

の定めがある場合はそれを遵守する。

　　　　(b)　休日・祝日又は夜間に工事の施工を行う場合は、あらかじめ理由を付し

た書面によって監理者に通知する。

　　　(イ)　次に掲げる事項は請負金額に含むものとする。

　　　　(a)　負担金

　　 　　　　本設の電力引込負担金は、

● 本工事に含む（条件付）

〇 本工事に含まない

　　　　　 　本設引込み後、完成引渡しまでの間の電力・ガス・上下水道の基本料金

及び使用料金は、各種機器の試運転に要する費用を含め、全て本工事に含

むものとする。ただし、増築、建替えなどで、既設建物での電力受給契約

が継続されている場合の電力基本料金は除く。

　　　　(b)　電気主任技術者

　　　　　　 工事期間中の電気主任技術者選任料（名義料の一切の費用）は

● 本工事に含む

〇 本工事に含まない

　　　　(c)　工事関係者利用の進入路及びやむを得ない通行止め

　　　　　　 進入路は、工事着手前に道路管理者の立会いを受け、その維持管理に努

　 める。万一破損等が生じた場合には、受注者の負担において速やかに現

　 　状復旧し、復旧工事完了後、 監理者の承諾を得ること。

　　　　(d)　工事関係車両の駐車禁止及び待機場所の確保

　　　　(e)　仮設現場事務所・資材置場・工事車両の駐車場所

　　　　(f)　 必要箇所への仮設カーブミラーの設置

　　　　(g)　工事中の第三者の損害防止

　　　　　　 ・付近の構築物、道路、地下埋設物等に損害を与えない万全の処置

　　　　　　 ・騒音、振動等については公害防止条例その他の規定に即した養生及び

　 防止対策

　　　　　　 ※第三者の生命、財産に損害が生じた場合及び第三者との間に紛議を生じ

　 た場合は、受注者において解決し、その費用を負担する。

　　　　(h)　公共施設等（下水道管等） に影響を及ぼした場合の復旧

　　　(ウ)　次に掲げる近隣対応は受注者が責任を持って行い、その費用を負担する。

　　　　(a)　工事着手前の近隣住戸写真の事前撮影及び調査

　　　　(b)　騒音、振動、防塵

　　　　(c)　土・日曜、祝祭日の作業の通知

　　　　(d)　平日における夜間作業の通知

　　　　(e)　近隣住民への説明会の開催（工事着手時を含む）並びに工程表の配布及

　 び着工前近隣住民との間で交わす工事協定締結業務

　　　　(f)　工事に起因する電波障害対策の速やかな実施

　　　 (エ)　別途工事の扱いは以下による。

 　　　　　別途工事の業者と十分調整を取り、工事、検査、引渡しに支障の無いよう

　 にすること。

   発生材の処理等

特記仕様書（２）

1/N.S 1/N.S

図面番号 区分

2022年4月
年月日

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所

東京都知事登録 第 35509号

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所　九州支店

福岡県知事登録 第1-11482号

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

秋吉　賢一　 

山元　徹也 伊藤　翔治

伊藤　裕也

号

217159

272676

266089

号

鈴木　耕造号 号353942

号383653

担当 特記

管理番号

工事名 図面名

縮尺
A1: A3:

長浜　愛美

1LU122YD1

屋外型トレーニングセンター建設工事
電気01-2E -



● 1.3.14【追加】

　トレーサビリ　

　　ティ

　(１)　工事目的物に組み込まれた機器・材料・施工などについて、その履歴、使用又　

　　　は所在を辿ることのできるトレーサビリティ管理を行い、記録を監理者に提出す　

　　　る。

　(２)　トレーサビリティ管理は設計図書に定めのあるもののほか、次の条件に同時に　

　　　該当する機器・材料・施工について行う。その対象と管理方法については、事前　

　　　に監理者と協議のうえ定める。

　　(ア)　識別記載がなければ、履歴や使用部位が辿れないもの。

　　(イ)　不具合が発生した場合、工事目的物の品質に重大かつ広範囲の影響を及ぼす　

　　　　恐れのあるもので、修補、取替えが困難なもの。

　環境への配慮

第４節 機器及び材料　　

【追記】

　(３)　本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の質及び　

　　　性能を有するものとし、次の （ア）から（オ）を満たすものとする。

　　(ア)　合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、　　

　　　　パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙　

　　　　は、ホルムアルデヒドを放散しないか、放散が極めて少ないものとする。

　　(イ)　保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散しないか、　

　　　　放散が極めて少ないものとする。

　　(ウ)　接着剤はフタル酸ジーｎ－プチル及びフタル酸ジー2－エチルへキシルを含　

　　　　有しない難揮発性の可逆材を使用し、ホルムアルデヒド、トルエン、キシレ　　

　　　　ン、エチルベルデヒドを放散しないか、放散が極めて少ないものとする。

　　(エ)　塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散しな　

　　　　いか、放散が極めて少ないものとする。

　　(オ)　(ア)、(ウ)及び(エ)の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、そ

　　　　の他の什器等は、ホルムアルデヒドを放散しないか、放散が極めて少ないもの

　　　　とする。また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のと　

　　　　おりとする。

［規制対象外 ］

　　(a) JIS 及び JAS のF☆☆☆☆規格品

　　(b) 建築基準法施行令第 20 条の5第4項による国土交通大臣認定品

　　(c) 下記表示のある JAS 規格品

①  非ホルムアルデヒド系接着材使用

②  接着材等不使用

③  非ホルムアルデヒド系接着材及びホルムアルデヒドを放散しない材料使用

④  ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

⑤  非ホルムアルデヒド系接着材及びホルムアルデヒドを放散しない塗料使用

⑥  非ホルムアルデヒド系接着材及びホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

［第三種 ］

　　(a) JIS 及び JAS のF☆☆☆☆規格品

　　(b) 建築基準法施行令第 20 条の5第3項による国土交通大臣認定品

　　(c) 旧 JIS の Eo 規格品

　　(d) 旧 JAS の Fco 規格品

　　本工事の全ての内装の仕上げ、居室と空気の出入りのある部分の仕上げ（表面材）　

　　は、上に規定される規定対象外のみ使用する。また、以下の室についても同様の　　

　　扱いとする。

　(５)　材料の色、柄等については、発注者及び設計者の指示を受ける。

　(６)　設計図書に定められた規格等、官公署及び電力・ガス・水道などの供給会社の　

　　　各種規格などは最新のものを適用する。

【置換】

【追記】

● 1.4.2

　機材の品質等

〇 1.4.1

● 1.4.4

   機材の検査等

【追記】

　(４)　現場に搬入した材料のうち、変質等により工事に使用することが適当でないも　

　　　のはこの工事に使用しない。

　(５)　機材は現場に搬入した時点あるいは必要に応じて製作工場における製造又は組　

　　　立が完了した時点で、各種ごとに受注者等の検査を行い、検査記録を監理者に提　

　　　出する。

　(６)　量産品あるいは標準品で実測値などが整備されているものは、性能表又は能力　

　　　計算書などの性能の証明となる書類確認をもって前(1)号の検査とすることができ

　　　る。

　(７)　管理者が指示する機材において、材質・呼称寸法などを梱包などに表示してい　

　　　る機材は、梱包の状態で監理者の検査を受ける。

　(８)　設計図書に監理者の検査の定めがある場合、前(1)号の検査に合格後、検査記録　

　　　を提出し、監理者の承諾を受ける。監理者の検査は、前(1)号の受注者等による　

　　　検査の適正さを確認するために行い、受注者は検査に必要な資機材・労務などを　

　　　提供する。

　(９)　監理者の検査は、立会いにより又は受注者等による検査の記録・写真などの審　

　　　査により行う。なお、監理者の立会い検査は、原則として抜き取り検査とする。

　(10)　前(1)号の検査の結果に疑義が生じた場合は、監理者と協議する。

● 1.5.2

　(１)　支給材料・貸与品

〇  なし 　　　 〇  あり（　　　　　　　　　　）

　(２)　支給材料・貸与品の受注者等による受け入れ検査

〇  なし 　　　 〇 あり（次による）

　　　支給材料・貸与品の引き渡しに際しては、受注者の責任において、その種別・数　

　　　量・品質・性能を確認のうえ、受けいれる。

　(３)　支給材料・貸与品の受注者等による試験

〇  なし 　　　 〇  あり（　　　　　　　　　　）

　(４)　当該工事の施工後、支給材料の使用箇所・数量・残量を監理者に報告し、残材　

　　　の処置方法について監理者の指示を受ける。

　(５)　支給材料・貸与品の支給時期・品質または設計図書に示された条件への適合性　

　　　に疑義がある場合は、速やかに監理者に報告し、処置方法について指示を受ける。

〇 1.4.7 【追加】

   支給材料・

　貸与品

材料の検査に伴

う不具合の管理・

是正処理

　(１)　検査・試験などにより不合格となった機器・材料などについては、その処置の　

　　　手続きをあらかじめ定め、それにより管理する。

　(２)　不適合製品の処置において、規定の品質に合致しないが、特定の逸脱範囲内に　

　　　あるもの限られた部位・数量において、使用する場合（特別採用という）は監理　

　　　者の承諾を受ける。

　(３)　発生した不適合製品について、同一場所又は同様の場所における再発防止をす　

　　　るため、不適合の原因を除去する是正処置を講ずる。品質に重大な影響を及ぼす　

　　　可能性があるもの又は監理者の指示するものの是正処置の方法については、あら　

　　　かじめ管理者に報告する。

　　海外で製作された材料を使用する場合は、関係法令に適合し国内の規格と品質が同　

　　等以上で あることを検討時点で確認し、監理者の承諾を得る。

　　監理者の指示により適切な時期に立会確認を行う。受注者の都合で海外製品の調達　

　　を行う場合は、発注者、監理者の交通、宿泊や検査にかかるすべての費用は請負金　

　　額に含むものとする。

〇 1.4.9 【追加 】

　海外製品の調　

　達

● 1.4.10【追加】

　特別な機材の

　工法

　　標仕に記載されていない特別な機材の工法については、材料製造所の指定する工法　

　とし、 施工計画、要領書等を提出し、監理者の承諾を受ける。

　　CASBEE、LEED 等にもとづく目標値の指定がある場合、目標値を下回ることのないよ　

　うに 機材の選定を行う。

〇 1.4.11【追加】

　CASBEE

● 1.6.3 【追加】

　自主検査及び　

　総合連動試験　

　等

　　　②　性能検査：各装置の機器単体の性能が、設計図書に定められた電圧・電流・　

　　　　　電源区分（AC、GC、UPS 等）、流量・圧力・温度などと合致することを確　

　　　　　認する。

　　(ウ)　総合性能機能検査：複数の工種にまたがって性能・機能を発揮する機器・装　

　　　　置・システムについて、関連工事の受注者と協議して総合的な性能機能検査　　

　　　　（以下総合連動試験）を行い、その適合性を確認する。なお、試験に先立ち、　

　　　　検査、試験方法、日程、人員、安全対策を含む総合連動試験実施要領書を監理　

　　　　者に提出し、承諾を受ける。総合試験に使用する機器は適正に校正し、その記　

　　　　録を監理者に提出する。総合試験の項目は以下によるものとする。ただし、該　

　　　　当項目については監理者と協議のうえ適合性を確認する。

　　　　　① 全停電・復電総合検査

　　　　　② 防災総合検査

　　　　　③ 槽類関連総合検査 　

　　　　　④ 中央監視盤総合検査

　　　　　⑤ 総合運転による騒音値・振動

　　　　　⑥ 完成時の室内環境測定

　　　　　⑦ セキュリティシステムと他設備との連動

　　　　　⑧ その他、監理者の指示する検査

　　(エ)　総合連動試験は監理者立会いの下に実施するものとする。

　 （オ） 電源別置型 の非常用照明は原則全館一斉点灯試験を行い、配線用遮断器のト

　　　　リップ等の異常が発生しない旨の試験結果を、照度測定結果と合わせて監理者

　　　　へ報告すること。

● 1.6.4 【追加】

　引渡し前後の

　注意

　(１)　試運転・建物管理者への引継ぎ・開設準備への協力

　　　(ア)　受注者は、竣工・引渡し時期から逆算して、竣工後の建物・設備の稼働に　

　　　　　支障のないように、発注者及び発注者が定める竣工後の建物管理者に対し　　

　　　　　て、取扱説明書を作成し、その説明を行う。

　　　(イ)　竣工・引渡し前に発注者が実施する建物管理者訓練の日程を適宜確保し、　

　　　　　当該訓練の実施に協力する。

　(２)　竣工後の現場対応

　　　受注者は、竣工・引渡し後最低６か月間は建物及び諸設備に関する技術員の常駐　

　　　もしくは駆け付け体制を整備し、発注者（建物管理者）が円滑に建物管理を行う　

　　　ことができるように協力する。

　(３)　カードキー初期情報登録

　　     ＩＣカードキーへの入居者情報等の初期登録作業及び費用は

〇 本工事に含む（ 登録枚数は設計図による。）

〇 本工事に含むまない

　(４)　メータ検針確認

　　　(ア)　各種検針メータの確認は、計量値が変化する十分な時間をあけて全数 3 回　

　　　　　以上確認する。負荷がなく計量値が変化しない場合は、疑似負荷等を設置し　

　　　　　確認する。中央監視装置や集中検針装置で管理する場合は、各種検針メータ　

　　　　　と中央監視装置等との計量値の整合を３回以上確認する。完成引渡時・取扱　

　　　　　い説明時に、建物維持管理担当への引継ぎを行う。

　　　(イ)　新築時は、課金用・管理用メータがある場合、メータツリー、メータ供給　

　　　　　範囲平面図、メータ台帳を作成し、監理者に提出する。メータツリーについ　

　　　　　ては竣工図に追加すること。また、ＢＥＭＳがある場合は、メータ演算表も　

　　　　　提出のこと。

　　　(ウ)　メータ設置の誤りに起因する発注者及び竣工後の建物管理者への損害につ　

　　　　　いては、全て受注者の責とする。

● 1.4.8【追加】

　(２)　工種ごとに施工が完了した時は、設計図書に定めがある場合又は監理者の指示　

　　　がある場合は、その施工についての報告書を作成し監理者に提出する。

　(４)　施工に対する監理者の検査は、受注者等による検査の合格後、検査記録が監理　

　　　者に提出された後行うものとする。監理者の検査は、受注者等による施工の検査　

　　　の適正さを確認するために行う。なお、受注者は検査に必要な機資材及び労務な　

　　　どを提供する。

　(５)　監理者の検査は、立会いにより、また受注者等による検査の記録・工事写真な　

　　　どの書類の審査により行う。なお、監理者の立会い検査は原則として抜き取り検　

　　　査とする。

　(６)　監理者の検査の結果、修補、改造、その他の必要な処置が必要であると指摘さ　

　　　れた箇所がある場合は、監理者の指示により速やかに是正を行い、監理者の再検　

　　　査を受ける。

　(７)　前(4)号の監理者の検査の結果に疑義が生じた場合は監理者と協議する。

　(３)　下記内容については、事前に計画書を作成し、試験等を行うものとする。

〇 騒音振動測定　　　 〇 迷走電流測定　　 ● 接地抵抗測定

〇 電磁波測定　　　　 〇 高調波測定　　　 ● テレビ共聴設備電界強度測定

　(３)　工程写真などの記録により監理者の立ち合いに代える旨、監理者から指示が　　

　　　あった場合は、速やかに必要な記録を整理し、監理者に提出する。

　施工の検査に　

　伴う試験

   施工の立会い　

　等

● 1.5.5

● 1.6.1

   施工

【追記】

第６節 工事検査及び技術検査　　

【追記】

　(４)　工事検査に必要な資機材、労務等を提供する。

　(５)　工事完成に当たって、受注者の本社等の検査員（現場関係者を除く）による自　

　　　主検査を行い、関係法令または設計図書に適合しない箇所がある場合には、速や　

　　　かに補正を行ったうえで、監理者に報告する。なお、事前に自主検査計画書を監　

　　　理者に提出する。

　(６)　前(5)号の報告ののち、監理者の検査を受ける。

　(７)　自主検査及び監理者検査の結果、全ての工事が完了していること及び設計図書　

　　　と契約条件並びに関係法令などの規定に適合していることが確認されたのち、監　

　　　理者の本社などの検査要員（現場関係者を除く）による完成検査を受ける。

　(８)　関係官公署その他関係機関の検査については、監理者の本社などの検査要員　　

　　　（現場関係者を除く）による完成検査前にこれを受ける。

　(９)　前(7)、(8)号の検査の結果、修補、改造、そのたの必要な処置が必要であると　

　　　指摘された箇所がある場合は、監理者の指示により速やかに是正を行い、監理者　

　　　の再検査を受けると共に、関係官公署その他関係機関にて必要な手続きを行う。

　(10)　前(9)号の報告ののち、発注者の検査を受ける。

　(11)　完成時の諸検査の日程・方法については、関連工事との調整を行い、必要によ　

　　　り関連工事の受注者等同席のうえ共同して検査を受ける。 　

　(12)　機能条件の違いなどにより、工事完成までに確認できない機器能力及び室内環　

　　　境などについては、完成竣工後１年以内の夏季及び冬季で気象条件などが設計条　

　　　件に近い日を選び測定し、設計図書に定める性能・機能・室内環境との適合性を　

　　　確認する。なお、検査に先立ち検査計画書を作成し、監理者の承諾を受ける。

● 1.5.4

　施工の検査等

● 1.5.3

　一工程の施工　

　の確認及び報　

　告

【追記】

【追記】

【追記】

　(７)　設計図書において機器・材料の品質が明示されていない場合は、適切な品質の　

　　　機器・材料とし、監理者と協議のうえ決定する。

　(８)　設計図書において機器・材料に関する記載に「同等」、「程度」等とある場合　

　　　は、選定された機器・材料が所定の品質及び性能を有することの証明となる資　　

　　　料を監理者に出し、監理者の承諾を受ける。

　(９)　設計図書において指定された機器・材料が入手困難な場合は前（7）号により　

　　　監理の承諾を受けたうえで、それと同等以上の品質・性能を有する代替品を使　　

　　　用することができる。

　(10)　標仕 1.4.2(2)及び前(8)号において、建築材料・設備機材等品質性能評価事業及　

　　　び公共住宅用資機材品質性能評価事業の確認を受けた機器・材料については、当　

　　　該評価の写しを「品質及び性能を有することの証明となる資料」とみなす。

　(11)　設計図書等に定められた材料の見本を提出し、材質、仕上げの程度、色合い　　

　　　等についてあらかじめ発注者及び設計者に確認を受け、監理者の承諾を受ける。

　(12)　ウィスカ対策

            ●なし                          〇あり

　　　対象室：〇MDF室　〇サーバー室　〇その他（　　　　　　　　　　　）

　　①　ウィスカ対策対象室内に設置する機器及び、配管類、吊り材は電気亜鉛メッキ　

　　　　品を使用しないこと。

　　②　電気亜鉛メッキを塗装した製品についても使用不可とする。

　　③　対策対象室に設置する機器及び、配管類、吊り材等については、仕様部材一覧　

　　　　表（建築工事、電気工事、機械工事等のすべて工種）を作成し監理者の確認を　

　　　　受けること。

● 1.4.5

　機材の検査に

　伴う試験

【追記】

　(４)　機材の検査に伴う試験は次の場合による。なお、試験結果に疑義が生じた場合　

　　　は管理者と協議する。

　　(ア)　設計図書に定められた場合

　　(イ)　試験によらなければ設計図書の定めによる品質又は性能・機能に適合するこ　

　　　　   とが証明できない場合

　(５)　供試体の製作要領は設計図書の定めによる。ただし、定めがない場合は監理者　

　　　の承諾を受けた方法による。

　(６)　試験は公的試験所又はこれに準ずる試験所で行う場合を除き、試験には監理者　

　　　の立会いを受ける。ただし、あらかじめ監理者の指示を受けた場合は、この限り　

　　　ではない。なお、受注者は検査に必要な資機材・労務などを提供する。

　(７)　下記に示す設備は、設計図書に定める品質及び性能を有することを証明するた　

　　　め、製造工場にて製品検査を行う。

●  受変電設備機器　　　 ●  変圧器　　　　　　　 〇  発電設備

〇  直流電源装置　　　　 〇  無停電電源装置　　　 〇  電力監視装置

〇  中央監視装置　　　　 〇  分電盤　　　　　　　 〇  動力盤

〇  端子盤　　　　　　　 〇  照明制御設備　　　　 〇  ＩＴＶ設備

〇  情報表示設備　　　　 〇  特注照明器具

　(８)　材料および工場製作物は、種別ごとに自主検査を行い、監理者の検査に先立ち、

　　　その結果を管理者に報告する。

● 1.3.13【追加】

   識別

　(１)　機材・材料・製品等の誤用・混用を防止するための識別管理を行う。また、検　

　　　査・試験の実施状況、不適合製品についても識別管理を行う。　　

　(２)　識別管理が必要な対象と管理の方法について、あらかじめ監理者に報告する。

　(３)　監理者と協議した事項は、協議の経緯及び結果を記録して監理者に提出し、控　

　　　えに監理者の押印を受ける。

　　　　　　受電用 CT の過電流強度計算

　　　　　　 高調波流出電圧・電流

　　　　　　 変圧器容量

　　　　　　 相・スコット変圧器の負荷バランス

　　　　　　 非常電源にかかわる変圧器容量等

　　　　　　力率改善用コンデンサ容量

　　　　　　 自家発電設備容量及び関連設備

　　　　　　 直流電源装置容量

　　　　　　 幹線（遮断機容量・電圧降下・許容電流）

　　　　　　 照度

　　　　　　 電話交換機容量

　　　　　　 放送設備増幅器容量

　　　　　　 テレビ共同受信設備出力レベル

　　　　　　 防災センター要員人数算定、所要時間計算

　　　　　　 避雷針、アンテナマスト、航空障害灯耐風圧計算

　　　　　　 統合接地解析（大地低効率測定による建物接地抵抗計算）

　　　　　　 太陽光発電モジュール風圧過重（架台含む）

　　　　　　 換気計算（キュービクル、蓄電池）

　　　　　　 耐震（各設備毎）

　　　　　　 騒音

　　　　　　区画貫通処理部の占積率

　　　　　　ケーブルラックの積載量計算

● 1.5.1

　施工

第５節 施工　　　　　　　　

【追記】

　(２)　下記項目に関しては、施工に先立ち、最終承諾されたシステム、内容、容量等　

　　　に基づいて計算書を作成の上、設計図書と相違していないことを確認し、監理者　

　　　の承諾を受ける。

短絡電流（保護協調）

　(１)　工事の完成に際し、すべての機器・装置・システムについて、原則として試運　

　　　転調整を完了した状態で、受注者等による次の検査・試験を行う。また、検査結　

　　　果について報告書を作成し監理者に提出する。

　　(ア)　外観検査（出来形検査）：目視・聴音又は手で触るなどにより、各設備が設　

　　　　計図書に示す構造・材料・安全・耐久・保守・衛生などに合致することを確認

　　　　する。

　　(イ)　個別性能機能検査：機器及び装置の個別の性能・機能を設計図書と照合し、　

　　　　その適合性を確認する。

　　　①　機能検査：運転・作動状態での試験に先立ち、通水・通気・電通などの試験　

　　　　を行う。次に各機器単体の動作試験を行い、運転状況及び各動作が正常であ　　

　　　　ることを確認する。

● 1.7.1

　完成時の提出

　図書

第７節 完成図書　　

【追記】

(３)　完成時の提出図書は、前（１）号による他、下表による。

【置換】● 1.7.2

   完成図 　(１)　完成図は、完成した工事目的物に関する情報を整理・記録し、完成状態を表現　

　　　したものであり、維持保全、将来の改修・増改築等のための基本情報として使用　

　　　することを目的とする。種類及び記載内容は表 1.7.1 に加え、監理者の指示によ　

　　　るものとし、設計図を基に完成時の状態を表現したものとする。

【追記】

　(２)　(ウ) 完成図は設計図CAD データを基に CAD で作成し、電子媒体及びその出力　

　　　の製本とする。原図は設計図のサイズとする。

【置換】

　(３)　提出部数は、下表による。

　　※ 電子媒体及び A3版2つ折り製本の7部は監理者用として提出する。

　　※ 製作図を完成図として提出する場合には、その原図を省略することができる。

● 施工計画書, 施工要領 書

● 施工図・製作図

〇  前述他、各資料は PDF 等のデータに整理し、電子媒体により提出する。

分類・規格 部　数 備　　考

原図 （Ａ１判）

A１判 2 つ折り製本

A3判2つ折り製本

電子媒体

分類・規格

（　１　）式 データ提出

白焼き CAD 出力

白焼き CAD 出力

備　　考部　数

（　１　）部

【置換】

　(４)　電子媒体のデータ内訳は CAD データ（AutoCAD）、CAD データの PDF 版

　　　（設計図サイズ）とする。

【追記】

　(５)　電子媒体のデータ提出方法は下記による。

 　　 ※ 変更を行う場合は、監理者との協議により決定する。

〇 メール・ファイルストレージ等の電子提出　　 〇 DVD（１部）

（　２　）部

（　２　）部

（　１　）部

（　２　）部
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● 1.7.3

　保全に関する

　資料

【置換】

　(１)　保全に関する資料は、(ア)～(カ)によるほか次による。

【追記】

　(１) (キ)　電子媒体のデータ提出方法は下記による。

〇 保全マニュアル 　　 〇 長期修繕計画書

〇 機器台帳 （書式は監理者の指示による）

〇 課金用・管理用メーターに関する資料

○ その他　（　　　　　　　　　　）
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第２章 共通工事

第１節 仮設工事

● 2.1.2 【追加】

　工事用水・電

力

　構内既存施設の工事用水・工事電力の使用の可否は下記による。

　　(ア)　工事用水

〇 利用不可 　　　　 ● 利用可（ ● 有償 　　○ 無償 ）

　　(イ)　工事電力

〇 利用不可 　　　　 ● 利用可（ ● 有償 　　○ 無償 ）

○ 2.1.2 【追加】

　交通整理員

○ 2.1.4 【追加】

　工事用仮設物

　工事用仮設物は構内に作ることが、 

　　　　○ できる　　　　　○ できない

第２節 土工事

〇 2.2.2 【追加】

　試掘

　試掘の要否と試掘深さは下記による。なお、範囲は設計図による。

〇 する　深さ mm　　　　　 ○ しない

● 2.2.3 【追加】　構内の掘削による残土処分は以下によるものとし、その費用は請負費に含む。

● 現場説明書による。

〇 構内の監理者指示場所に敷き均しとする。

○ 構内の監理者指示場所に堆積する。

〇 構外へ搬出する。（約 kｍ）

第10節 インサート

〇 2.10.1

　一般事項

● 2.11.1【追加】

　施工調査

　(３)　電気室等で使用するインサートは、上階との温度差を確認し、結露防止対策を行う

　　　こと。

○ 2.11.2【追加】

　改修標準仕様書第1編1.8.1 から 1.8.6によるほか、 以下による。

　撤去工事の実施にあたっては 以下に留意する。

　　(１)　設計図に表示してある撤去配管・配線については、撤去着手前に使用/未使用の確　

　　　　認のうえ、その旨の表示を行い監理者に報告する。なお、不要配管の撤去に施工上　

　　　　問題がある場合、隠蔽部分で状況確認が出来ない場合は速やかに監理者に報告を行　

　　　　い、監理者の指示を仰ぐ。

　　(２)　撤去指示の有無によらず、工事中に不明な残置配管、配線類及び地中埋設物（配　

　　　　管、配線含む）を発見した場合は作業を中止し、速やかに監理者に報告を行い、対　

　　　　処方法等について監理者の指示を仰ぐ。

　　(３)　有害物質を含む撤去

　　　　(ア)　分析によるアスベスト含有調査は下記による。

〇 行う　　　 　　      〇 行わない

　　　　(イ)　分析によるアスベスト含有の調査方法は下記による。

〇 JIS A 1481-2・3　　 〇 その他（                                  ）

　　　　(ウ)　設計時の調査により確認したアスベスト含有の恐れのある建材は以下による。

　　　　　　なお、下記表は設計時の調査により確認した内容であり、アスベスト含有の恐　

　　　　　　れのある建材の全数を示すものではないため、施工調査により確認する。

（ 一般名称 対象箇所（階・室・部位） 図面番号（　　　　　　　　　　））

　　　　(エ)　処分は下記による。

〇　 埋設処分　　　　 〇　 中間処理品

○ 2.11.3【追加】

　撤去工事

● 2.11.4【追加】

　壁貫通部等の

補修

○ 2.11.5【追加】

　停電時期、工

法等

第１章 機　　材

第１節 電線類 （第 6 編にも適用する）

【追記】● 1.1.1

   電線類

● 1.2.1

　電線類

第２節 電線保護物類

【追記】

● 1.2.2

　PF 管、CD管

及び附属品

● 1.2.6

   プルボックス

【追記】

【追記】

　(３)　使用区分

● ＰＦ管（隠ぺい部、コンクリート埋設部） 〇 ＣＤ管（コンクリート埋設部）

● 1.3.1

   配線器具

第３節 配線器具

【追記】

第４節 照明器具

【置換】● 1.4.2

   構造一般 　(13)　照明用ポールは、配線用遮断器（引外し装置なし）を内蔵したものとする。

第 7、9～12 節、14 節、17 節 盤類（分電盤、OA盤、実験盤、開閉器、制御盤、 電気

自動　車用充電装置、設置端子箱）

【追記】

【追記】

【追記】

　交通整理員は下記による。

　　 ○　

　はつり

● 1.2.7

　金属ダクト

【追記】

　(10)　金属ダクトのふたの止めねじ

　　 　 長辺 200mm を超える場合は、脱落防止ねじを使用する。

● 1.2.8

　金属トラフ

【追記】

　(11)　金属ダクトのふたの止めねじ

　　 　 長辺 200mm を超える場合は、脱落防止ねじを使用する。

【追記】● 1.2. 9

　(９)　ケーブルラックの種類 　

　　　　　屋内　　　　： ●  鋼板製（右記以外） ○  アルミ製 ○  (　　　　　) 

　　　　　屋外・ピット： 〇  鋼板製（溶融亜鉛めっき同等品）

○  アルミ製  ステンレス製

　(10)　親桁

　　　ラック幅 400mm以上の場合は 100mm とする。

　(11)　ケーブルラックの金物・支持材等の材質はケーブルラックと同仕様とする。

　(12)　ケーブルラックの端部には、端末保護キャップ（ネグロス電工　SRBC 相当品）を　

　　　取り付けること。

(13)　不特定多数が出入りする部分を通過する非常電源回路等の耐火電線等（耐火電線と　

　　　一般電線の混在したものを含む）をケーブルラックに露出して敷設する場合、ケーブ　

　　　ルラック下部を耐火ボードで遮蔽する、もしくはケーブルに延焼防止剤を塗布するこ　

　　　と。

　屋内用ケーブルラック保護カバー 　

　　　屋内の露出部分は、床上 1.8m までは保護カバー（鋼製メラミン焼き付け 1.2mm厚以　

　　　上）をケーブルラックの上下両面に取り付ける。ただし、電気室、EPS は除く。　

　　　　※ 高圧ケーブル用のケーブルラックは全域にわたり上下とも鋼板製の保護カバーを

　　　　　 取り付ける。

　屋外用ケーブルラック保護カバー

　　　屋外のケーブルラックはすべて保護カバーを設ける。その材質はケーブルラックと同　

　　　仕様とする。

　　　　上部： ●  屋根型等水勾配付き 〇  ノンスリップ仕上げ 〇  歩行可能な耐重量

　　　　下部： 〇  上部と同材質  ネトロン網

　　　　※　保守通路として想定される部分の上部カバーは歩行可能な耐重量を有し、ノン　

　　　　　　スリップ仕上げとする。

　　　　※　高圧ケーブルの保護カバーは上下とも鋼板製とする。

（16）原則として同一建物内ではボンド工法とノンボンド工法を混在して施工しないこ　　

　　　と。やむを得ず混在して施工が必要な場合は、監理者と協議し、承認を得ること。

● 1.7.3、1.9.3

 1.10.3、1.11.3

 1.12.3、1.14.3

キャビネット

 1.17.1

　接地端子箱

　発生土処分

　(２)　提出部数は、下表による。

分類・規格

● 保全に関する資料

部　数

（　２　）部

備　　考

● 1.7.4 【追加】

   予備品

第1１節 その他

監理者事務所は、

● 設置する（以下、建築図参照）　　　　 〇 設置しない

　(ア)　規格等

○ 10 ㎡（1 号程度）　　　 〇 20 ㎡（2 号程度）　　　 ○ 35 ㎡ （3 号程度）

○ 65 ㎡（4 号程度）　　　 ○ 100 ㎡（5 号程度）

　　　上記規格の他に

○ 会議室（ 受注者と共用で可、20㎡程度）

○ 更衣室（ ○  男女兼用　 ○ 男女別）　 ○ WC（ ○ 男女兼用　 ○ 男女別 ） 　　

　　監理者事務所等の維持保全及び美観保持の費用は、受注者の負担とする。

　(イ)　監理者事務所等の維持保全及び美観保持の費用は、受注者の負担とする。

○ 什器

○ 電気製品

● 2.1.5 【追加】

　監理者事務所

● 2.1.6 【追加】

　保護設備

● 1.2.5

　金属線ぴ及び

附属品

【追記】

　(２)　２種金属線ぴの吊ボルト用吊り金具は、引掛け形の金具（ネグロス電工㈱　吊ボルト

　　　用レースウェイ吊り金具 DPY1　相当品）を使用すること。

　(ウ)　監理者事務室には、次のＯＡ環境を整備する。（ 　）内は数量を示す。

 　　　上記に要する費用は、維持運営費を含め一切受注者の負担とする。

○ 工事用

○ 事務用品

○ その他 ○ 消化器

○ パソコン

　（　　　）

○ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ回線

　（　　　）

○ ﾚｰｻﾞｰﾌﾟﾘﾝﾀｰ

　（　　　）

機　種

Ｏ　Ｓ

ソフト

共　有

○ コピー機

　（　　　）

○ 電話(　　)

○FAX(　　　)

○ 複合機

　（　　　）

○ ゴム長靴（ 　）　 ○ 雨カッパ（　 ）

○ 墜落防止用器具（○胴ベルト型　　 ○フルハーネス型）

○ 懐中電灯（　 ） 　　 ○ ヘルメット（　 ）

○ 検査道具一式（ 　） 　 ○ 温湿度計（　 ）

回　線

種　類

機　種

印　刷

給　紙

共　有

機　種

印　刷

共　有

共　有

回　線

機　種

機　能

給　紙

共　有

○ 監理者の指示による　　 ○ その他（　　　 ）

○ 監理者専用 ○ 受注者と共有

○ 監理者の指示による ○ その他（　　　 ）

○ 監理者専用　　　　　　 ○ 受注者と共有

○ 監理者の指示による　　 ○ その他（　　　 ）

○ カラー ○ 白黒

○ 監理者専用　　　 ○ 受注者と共有

○ 監理者専用　　　 ○ 受注者と共有

○ 監理者専用　　　 ○ 受注者と共有

○ 監理者専用　　　 ○ 受注者と共有

○ Ａ３・Ａ４対応 ○ Ａ４対応

○ 監理者専用 ○ 受注者と共有

○  Windows10 ○  監理者の指示に よる

○ 光ケーブル回線

○ ＡＤＳＬ回線 （プロバイダー契約は受注者負担）

○ 自動原稿送り　　 ○ 自動給紙　　○ 自動仕 分け

○ 両面コピー　　　 ○ その他（　　　 ）

機　能

● 1.7.4、1.9.4

　1.10.4、1.11.4

1.12.4、1.14.4

　 導電部

【追記】

● 1.7.6、1.9.6

1.10.6、1.11.6

　  器具部

【追記】

　　   　(エ)　漏電遮断器の選定にあたっては、納入機器の推奨感度電流値もしくは漏

　　　　　　　れ電流値を製造者に確認し、設計者及び監理者に書面にて報告の上、その

(４)　断熱材使用箇所のインサートは、断熱インサートを使用すること。

【追記】

(14)

(15)

　　予備品はメーカー標準及び設計図書に記載されたものとし、設備種類・システム毎

に整理のうえ、リストにまとめ、適切な収容箱等に収め引き渡すこと。保管場所は監

理者の指示による。

　　本工事の施工にあたり、付近住民・隣接建物・工作物・通行人等に対して損害を与えな

いように、 必要な保護設備を計画し、監理者及び各関係者に承諾を得て実施すること。

万が一損害を与えた時は、速やかに応急処置や復旧工事等を行い、これに要した費用は

受注者の負担とする。

　改修標準仕様書第1編1.5.1 及び 1.5.2によるほか、下記による。

　(１)　事前調査項

● 電力引込管路　　　 ● 通信引込管路　　　 ○ その他（　　　）

　(２)　当該設備調査方法

○ 現地実測　　　　　 ● その他（引込先協議による確認）

　(３)　地中管路の掘削にあたっては、電気はもとより機械設備の配管についても確認を行

い実施すること。存在が推定される場合は手掘りなどにより既設配管を傷めないよう

配慮すること。

　改修標準仕様書第1編1.5.1 及び 1.5.2によるほか、下記による。

　(１)　既存のコンクリート床・壁等の配管貫通部の穴あけは、設計図に特記のない限り、

ダイヤモンドカッターによるものとする。

　(２)　穴あけ個所の非破壊検査による埋設物の事前調査　 （ ○ 要 　　○ 否 ）

　　　非破壊検査実施後、埋設物と穴あけ箇所との位置関係を明記した「埋設物探査報告

書」（任意様式）を取り纏め、監理者へ報告を行う。

　　　支障のある埋設物に対する対応については監理者及び関係者と協議を行い、貫通箇所

の変更等が必要な場合は、変更案を書面によって監理者に提出し、承諾を得た後工事

に着手するものとする。

　　配管・配線が、コンクリートやブロック壁、主要な間仕切り等を貫通する場合は、貫通

孔と配管配線の隙間をモルタル又は耐火パテ等適切な不燃材料で完全に補修する。また、

防火区画、114条区画に使用する鋼製ボックス及びＰＦ管の貫通穴は、国土交通省大臣認

定工法により確実に閉塞すること。

　　電気設備の改修のため、在来設備の全部もしくは一部を停止する必要がある場合は、あ

らかじめその時期、工法、仮設計画等を監理者と協議し、施工要領書にまとめ提出する。

また、事前に建物監理者と打ち合わせを行ったうえで作業を行うものとし、施設の運営に

支障をきたさないよう留意する。

　(２)　使用する電線種別は以下による。

〇 ＥＭ電線 、ＥＭケーブル

● 一般電線 、一般ケーブル

　　　※ ＵＴＰケーブルは、用途に応じ色分けすること。

　　　※ ＥＭ電線 、ＥＭケーブル適用の場合は次による。

　　　　　１）接地線は、600V耐燃性ポリエチレン絶縁電線（ＥＭ－ＩＥ ）とする。

　　　　　２）図中に一般電線・ケーブルの記載がある場合は、それぞれ ＥＭ電線、ＥＭ

　　　　　　　ケーブルと読み替える。

　(２)　使用区分

　　　　屋内　● ねじなし電線管 〇 薄鋼電線管

　　　　屋外　● 厚鋼電線管（厨房内含む） 〇 ポリエチレン被覆鋼管 〇 その他

  (３)　屋外、トレンチ、ピットの電線保護物の支持材（吊り金物、架台）及び固定材（ボ

　　　　ルト・ナット）は次による。

〇 溶融亜鉛メッキ ● ステンレス製

　(４)　プルボックスの材質

〇 鋼板製 ● ステンレス鋼板製 〇 合成樹脂製

　(５)　屋外プルボックスの材質

〇 鋼板製（溶融亜鉛めっき）　 ● ステンレス鋼板製（水勾配付）

○ 合成樹脂製

　(６)　露出部金属製プルボックスの塗装 （機械室、ＥＰＳを除く）

〇 指定色 ●不要

　(７)　プルボックスののふたの止めねじ

　　 　 長辺 200mm を超える場合は、脱落防止ねじを使用する。

　(８)　吊金物

　　　　プルボックスと同仕様とする。

　ケーブルラック

　(２)　配線器具は (1) によるほか、次による。

　　(ア)　コンセント仕様

　　　　・特記がない限り、定格 125V15A 2 個用接地極付とする。

　　　　・天井内及び天井面取り付けのコンセントは定格 125V15A ツイストロック又

は抜け止め型とする。

　　　　・屋外及び厨房などの水気のある場所に取り設ける器具は、防水型（ 防雨又は

防湿構造のもの ）とする。

　　(イ)　コンセントの色別 （ OA タップにも適用する ）

● コンセントの色は電源種別、用途により下記のとおりとする。

　　　　　ＡＣ ：　　 ● 白　      〇 指定色

　　　　　ＧＣ ：　　 〇 赤    　  〇 グレー      〇 指定色

　　　　　ＵＰＳ：　 〇 緑     　 〇 グレー      〇 指定色

　　(ウ)　スイッチ

● 一般形 　　　　 〇 ワイドハンドル形　　　　 ● 設計図による

　　(エ)　プレート

● 新金属製 （耐食アルミ合金製）      〇 新金属製（ビス無し）

〇 対象範囲 （　設備機械室等　)

〇 合成樹脂製 （パナソニック コスモシリーズ相当）

〇 対象範囲 （　　　　　　　　　　　　　　)

〇 パナソニック（パナソニック グレーシアシリーズ相当）

〇 対象範囲 （　　　　　　　　　　　　　　)

● 設計図による

　　(オ)　フロアコンセントの種類

● アップコンセント　　  （ 〇 砲金製　〇 アルミニウム製）

〇 上下可動型コンセント  （ 〇 砲金製　〇 アルミニウム製）

○ 埋込み型インナーコンセント

● ＯＡフロア用アップコンセント

〇 ＯＡフロア用インナーコンセント

　(３)　 〇 プレート及びスイッチ、コンセント等の組み合わせ見本を提出すること。

 （４）  断熱材資料箇所におけるインサートは、断熱インサートを使用とする。

　(１)　(ソ)　盤面機器の表示および操作面は、監視・操作のしやすい形状および配置とす

る。

　　　 （ナ)　盤内の所要機器類は、保安点検が容易な配置と保安上十分に考慮された規格、

寸法とする。

　　　 （ニ)　扉の鍵は、原則各工事で同一形状のものは同一鍵とする。

　(２)　(カ)　屋外に設置するものは、太陽幅射熱による温度上昇を防止するための換

気を行うとともに、周辺環境による筐体の腐食防止措置を施すこと。

　　    (キ)　前(カ)号の通常の使用状態で、外部の温度上昇限度は各機器規定の温度

上昇限度を超えないものを使用すること。

　　    (ク)　屋外等に設置される配電盤・制御盤・分電盤において、内部が高温にな

る場合は、正常に動作する配線用遮断機を使用すること。

　　　  (ケ)　屋外壁掛型の場合は径5～9mmの水抜き穴を設けること。

　(３)　屋内型盤の材質・塗装色

　　　屋内用のキャビネットは鋼板製とする。ただし、設計図に材質の指定がある場合

にはそれによる。また、塗装色は以下による。

● 製造者の標準色　　　 〇 指定色

　(４)　屋外型盤の材質・塗装色

〇 鋼板製（溶融亜鉛めっき）　 〇 ステンレス鋼板製　　 〇 合成樹脂製

〇 製造者の標準色　　　 〇 指定色

〇 耐塩塗装　　　　　　 ● 重耐塩塗装

　　　　※周辺環境による筐体の腐食防止処置を施すこと。

　(５)　支持金物、ボルト、ナット

　　　盤と同仕様とする。

　(６)　ＯＡフロア部に設置する盤は、そのＯＡフロアの高さ分の架台を見込むこと。

  (７)　電源分岐用のみの動力盤は保護板付とする。

　(８)　接地側端子用バーは回路毎に区分し、絶縁抵抗が容易に測定できる構造とする。

　　　また、箱体接地用端子を設ける。

　(９)　列盤内には接地母線を設け電気的に完全に接続するものとする。

　(10)　防災設備の電源回路には、その旨を赤字で明記する。

　(８)　接地端子

● 回路数と同数の接地端子を設ける。

　(９)　母線接続部

● 盤の母線（接続部）には不可逆性示温材（70 ﾟＣなど）を設ける。

　(２)　(ウ)　漏電遮断器の選定は、内線規程によるものとする。  　

○  机　（　 ）　　 ○  椅子　（ 　）　　 ○  会議テーブル（　 ）

○  書棚（　 ）　　 ○  見本棚（　 ）　　 ○  更衣ロッカー（ 　）

○  応接セット（ 　）　 ○  洗面設備（　 ）　　 ○  シンク（　 ）

○  白板（　 ）　　 ○  図面掛け（ 　）

○ 冷蔵庫（ 　）　　 ○ 電子レンジ（ 　）　　 ○ 湯沸器（　 ）

○ 時計　（　 ）

○ 筆記用具　○ ＯＡ用紙（適宜補充）　 ○ ファイル（適宜補充）

○ Word　　　 ○ Excel　　　 ○ PowerPoint

○ AutoCAD　 ○ その他（　　　 ）

※ 各種最新版とする。

○ ＦＡＸ ○ コピー ○ スキャナ

○ 自動給紙 ○ 自動原稿送り ○ 自動仕分け

○ 両面コピー ○ その他（　　　 ）

○ カラー ○ 白黒

○ Ａ３・Ａ４対応 ○ Ａ４対応

●  高耐食製○

〇

特記仕様書（４）
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交換機用

通信用

通信用

電話引込口の

保安器用

測定用

ローリーアース用

ELCB 用

○
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Ｅ　,Ｅ　Ｄ　 Ｄ　

第１２節 制御盤

● 1.12.6

　器具類

【置換】

【追記】

　(１)　器具類は、IE3電動機の特性または負荷の特性に適合するものとする。

　(４)　(オ)インバータ機器を接続する遮断器は、インバータ回路用漏電遮断器とする。

【一部置換】

○ 1.14.1

   一般事項

【追記】

【置換】

　(ウ)　充電コネクタの附属コードの長さは、５ｍ以上とする。

○ 1.14.6

   充電コネクタ

第１７節 接　地

● 1.17.5 【追加】

   接地極の種類

　  ※１：Ｂ種接地抵抗値は計算値によるか、電力会社と協議によるものとする。

第１８節 外線材料

【置換】● 1.18.3

   装柱材料

● 1.18 .6

　マンホール、

ハンドホール

　及び埋設標

　(３) (エ)　水位が高い場合は、ハンドホール、マンホールの水抜き穴に水抜き用逆止　

　　　　　   弁を設ける。

　　　(オ)　ハンドホールのリング側に、止水用ゴムパッキンを取付けること。

　　　　　（㈱一中　ゴムパッキン（軟質塩化ビニル 硬度60度相当）相当品）

　　　(カ)　ハンドホールの蓋に、発泡ラバー製のパッキンを取付けること。

　　 　　　（㈱光  KS520-30TW相当品）

　　　(キ)　止水用ゴムパッキン及び、発泡ラバーパッキンは、接着剤にて堅固に取付　

　　　　　けること。

　　　(ク)　ハンドホールの水抜き穴には、水抜穴用逆流防止弁を取付けること。

　　　　　（㈱トーテツ　情報ボックス用水抜逆流防止弁　DV-50　DV-75 相当品）

【追記】

第２章 施　工

第１節 共通事項

【追記】

【置換】

【追記】

● 2.1.2

　電線と機器端

子との接続

● 2.1.10

   電線等の防火

　区画の貫通

【追記】

● 2.1.12

　管路の外壁貫

通等

● 2.1.14【追加】

　電線類の表示

● 2.1.15 【追加】

　配線本数、管

路など

〇 2.1.16 【追加】

   屋上・機械室

等の点検通路

● 2.2.3、2.3.3

2.4.3

　隠ぺい配管の

敷設

● 2.2.4、2.3.4

2.4.4

　露出配管の

敷設

● 2.2.7、2.3.7

2.4.7、2.10.2
　位置ボックス

及びジョイン

　トボックス

● 2.2.8、2.3.8

2.4.8、2.10.3
　 プルボックス

　　  (c)　ケーブル分岐は容易に点検できない隠ぺい場所では行わない。

● 2.10.4.5

● 2.10.4.6

　 二重床内配線

第１２節 地中配線

【追記】● 2.12.4

   管路等の敷設 　(９)　電力・通信引込、特別高圧又は高圧の地中配線には、標識シート等を２倍長以上

　　　   重ね合わせたうえで、地表面（舗装のある場合は、舗装下面）から埋設深さのほ

              ぼ中間に１段目、1段目と管頂のほぼ中間に2段目を設け、おおむね２ｍの間隔 で

              用途又は電圧種別を、表示するものとする。

【追記】

　(11)　基本的な埋設深度は以下とする。

　　　　　・引込（電力、通信）　　　  ：GL  -1,200ｍｍ

　　　　　・その他 路盤下（砕石下） 　：GL    -600ｍｍ

　　　　　・その他 無舗装部分               ：GL    -600ｍｍ

　　　　　　　※ 凍結深度 ：GL    (  -　 　)ｍｍ

● 2.12.5 【置換】

　(９)　設計図に記載のない場合の地中管路の埋設標の設置個所は次による。

　　　(ア)　建物への引き込み口及び送出口付近

　　　(イ)　地中管路の曲折個所

　　　(ウ)　道路横断箇所

　　　(エ)　直線部部分では、30ｍ程度ごとに 1 個

　　　　　　なお、30mに満たない場合は、その間に 1 個

● 2.13.9

   接地線

【追記】

　　　(オ)　原則として接地幹線は分岐方式とし盤間渡りはしない。

【追記】

(10)　施工に当たっては前(1)から( 9)項による他、次による。

　　　壁取付け機器の取付け高さは、設計図に記載のない場合は、本特記仕様書の「別　

　　　表-１機器の取付け高さ」による。また、他工事との取り合いがある場合は、展　

　　　開図を作成の上、監理者の承諾を受ける。（本節以降にも適用する）

　［盤類・機器］

● 2.15.1

   配線

【追記】

【追記】● 2.15.3

   機器の取付け

及び接続

第１７節 雷保護設備

【追記】〇 2.17.1

   管路等の敷設

〇 2.17.4

　接地極

【置換】

● 2.1.1

　電線の接続

第１４節 電気自動車用充電装置
【追記】

【追記】

● 2.14.3

　機器の取付け

及び接続

第１４～１６節 電灯設備、動力設備、電熱設備

【追記】

　(５)　(オ)　天井付けルーバー付き照明器具のルーバーなどは、落下防止を考慮する。

　　　（カ)　システム天井用照明器具については、脱落防止措置を行うこと。 　　

　　　（キ)　高天井、屋外に設置する器具は落下防止を施す こと 。

　　　（ク)　器具の取り付けに当たっては、器具内の温度が上昇しないよう考慮し、　

　　　　　　 機器の機能低下や寿命低下にならないよう十分な放熱を考慮する。 　　　

　　　（ケ)　1.5kg 以上のダウンライトは脱落防止措置を行うこと。 　　

　　　（コ)　安定器別置の場合、設置場所について監理者と協議のうえ決定すること。

　　　（サ)　T/U 付リモコンリレーを天井内に設ける場合にはケーブル接続部に張力　

　　　　　　 がかからないよう固定等を行うものとし、点検可能な位置とする。

　(６)　(オ)　コンセントプレートに分電盤回路番号表示を行う。

　　　（カ)　ハーネス用ジョイントボックス、OA タップに分電盤回路番号を表示す　

　　　　　　 る。

　　　（キ)　ハーネスジョイントボックスは固定器具で床面に固定する。

　(８)　FL+2000mm以下の盤・配管等支持金物の端部や突出部には、接触防止用の端　

　　　末保護キャップを取り付けること。

　　　　・ダクタークリップ用保護キャップ　ネグロス電工　DCCP-W相当品

　　　　・ダクターチャンネル端末保護キャップ　 ネグロス電工　D1BC　相当品

　　　なお、屋外の該当箇所は、紫外線等による変色・劣化が起きにくいグレー色また　

　　　は黒色を原則使用すること。

　(９)　屋外立ち上げ配管（G管）、植栽照明器具（庭園灯）、外構照明器具（金属　　

　　　ポール）については、FL+300mmまで防蝕テープを巻き付けること。なお舗装　

　　　部分以外はモルタル等により根巻きを行うこと。

　［架台等］

【追記】

　　下記の配線には行先、回路種別、電線種別・サイズ、施工年月日等を明記した表示　

　札をとりつけること。

　　　① 配電盤外部配線

　　　② 分電盤・動力制御盤・端子盤等（盤類全て）の 1 次側配線

第 2～4 節 金属管配線、合成樹脂配管配線（PF管、CD 管）、合成樹

脂管配線（硬質ビニル管）

【追記】

　(８)　プルボックスには、蓋等の見えやすい位置に用途表示を行うこと。

【追記】

　(８)　非常ＥＬＶ乗降ロビー及び危険物範囲は当該エリアに関連のない配管・配線の

横断は不可とする。

【追記】

低圧用 SPD クラスⅠの性能

単相 100V、200V
三相 400V

三相 200V

最大連続使用電圧 AC220V 以上 AC440V 以上

　 公称放電電流（※1）

電圧防護レベル 1,500V 以下 2,500V 以下（※2）

20kA 以上

電源系統

項　目

　　　備考：１線当たりとし、対地間の値を示す。

　　　※１： 印加電流波形は、10/350μs の場合を示す。

　　　※２：対地電圧が、300V 以下の場合とする。

　　(オ)　低圧用 SPD は故障表示付、警報移報接点付とする。

● 2.2.9、2.3.9

　 2.4.9

　通線

● 2.10.1

　ケーブルラッ

クの敷設

● 2.10.4.1

　共通事項

【置換】

【追記】

【追記】

○

●

○

低圧用 SPD クラスⅡの性能

単相 100V、200V
三相 400V

三相 200V

最大連続使用電圧 AC220V 以上 AC440V 以上

　 公称放電電流（※1）

電圧防護レベル 1,500V 以下 2,500V 以下（※2）

20kA 以上

電源系統

項　目

低圧用 SPD クラスⅡ 分離器用ヒューズの性能

性　　　　能

定格電流

公称放電電流

定格遮断容量

項　　　目

30A

20kA

10kA

【追記】

　(７)　(オ)電力量計は設計図に記載のない場合は、検定付を使用する。

【置換】

　　　備考：１線当たりとし、対地間の値を示す。

　　　※１： 印加電流波形は、8/20μs の場合を示す。

　　　※２：対地電圧が、300V 以下の場合とする。

〇 2.1.13

　耐震施工

【追記】

接地の種類 記 号

●

接 地 極

10Ω以下  ＥＢ（14φ）×３連－ 組

接地抵抗値

〇

〇

○

○

○

共同接地

共同接地

Ａ 種

Ｂ 種

Ｄ 種

Ｃ 種

高圧避雷器用

低圧避雷器用

構造体接地

雷保護用

2Ω以下  ＥＢ（14φ）×３連－ 10組

10Ω以下  ＥＢ（14φ）×３連－２組

 ＥＢ（14φ）×３連－２組

100Ω以下  ＥＢ（10φ）×１ (Ｌ＝1000mm)

10Ω以下  ＥＢ（14φ）×３連－ 組

10Ω以下  ＥＢ（14φ）×３連－２組

10Ω以下  ＥＢ（14φ）×３連－２組

 ○ ＥＢ（14φ）×２連－２組

 ○ ＥＰ－０．９×２
Ω以下 

※１

Ｅ　Ａ　

Ｅ　Ｂ　

Ｅ　Ｄ　

Ｅ　Ｃ　

Ｅ　LH　

Ｅ　LL　

Ｅ　　　 　　A,D,C　

○

○

●

○

接地の種類 記 号 接 地 極接地抵抗値
　　　⑤ 空配管等の呼び線

　　　⑥ 高圧ケーブル

　　　※ 高圧ケーブルの保護管、ケーブルラック等には「高圧危険」の表示を行うこと。

　(５)　凍結の恐れのある寒冷地の場合は鉄ふたに断熱材を取り付けること。

第１0節 ケーブル配線　　

　　　③ プルボックス・マンホール内の配線

　　　④ ケーブルラック上のケーブル類

　　　　なお、凍結の恐れがある場合は凍結深度より深く埋設する。

　仕様を決定すること。当該機器類の納入仕様書等には推奨感度電流値また　

　　　　　　は漏れ電流値を記載すること。漏れ電流値により漏電遮断器を選定する場　

　　　　　　合、感度電流値は漏れ電流値の 2 倍以上とすること。  　

　　　　(オ)　サーバー室など重要室の空調機用漏電遮断器の感度電流値は、原則　　　

　　　　　　100mA以上の中感度形とし、空調機には必ず接地を施すこと。また、機器

　　　　　　メーカー変更にも対応できるよう感度電流値可変タイプとすること。

（カ）ビル用マルチエアコンの室外機用遮断器のトリップ値は機器納入仕様書の

            基準電流値を確認し、同値以上を選定すること。

(４)    寒冷地においては積雪を考慮し、次の高さ以上での貫通を行う。

       〇  設計積雪高：GL+（ 　 　　  )ｍｍ

　(14)　低圧用SPDは次によるほか、JIS C 5381-11「低圧配電システムに接続するサー

ジ防護デバイスの所要性能及び試験方法」による。

　　　　(ウ)　低圧用 SPD クラスⅡ（JIS C 5381-11「低圧配電システムに接続するサージ

防護デバイスの所要性能及び試験方法」）に規定するクラスⅡの試験によるも

の）及び分離器用ヒューズの性能は、下記による。

　　(エ)　低圧用 SPD クラスⅠ（JIS C 5381-11「低圧配電システムに接続するサージ

防護デバイスの所要性能及び試験方法」）に規定するクラスⅠの試験によるも

の）の性能は、下記による。

　(15)　(オ)高調波対策は(a)、(b)に要るほか、次のいずれかによる。

〇 リアクトル（AC 及び DC）を設ける。        ● 設計図による。

　(３)　製作図に附属コード長さ、施工図配置における対応車種検討図および対応可能

な車種のリストを添付すること。

　　接地極の材料は下記による。なお、接地棒ＥＢ(14φ)の長さは1500mm 以上とし、

　10φ、14φは、Ｗ＝40 とする。詳細は平面図による。

　既存建物撤去及び本工事により、既存接地極が撤去となる場合は、次表に拠らず撤

去された規模の接地極を新設する。

ＥA,D,C,ＥＬＢ

ＤＡ(LA)

　　装柱材料の材質は次による。なお、腕金の詳細及びその他の装柱材料は、電気事業

者の 仕様による。

○ 溶融亜鉛めっき　　　　　 ● ステンレス鋼製

　(10)(オ)

　　　　ケーブル相互の接続及び端末処理は、有資格者が行うものとし、その部分に資

格者氏名、施工年月日を表示する。

　(13)　電気配線の防爆については、労働省産業安全研究所の「工場電気設備防爆指針

（ガス・蒸気防爆）」による。

　(14)　情報・通信ケーブルの接続及び端末処理は電気通信工事担任者の有資格者が行

う。資格種別は工事内容による。

　(４)　(オ)太さによらず電線をターミナルラグにより機器に接続する場合は、増し締

め確認の表示を行う。盤等の扉背面に増締確認シールを貼付け、記載項目は確認

日、確認者とする。

　(６)　幹線敷設後、導体接続部の増し締め及びマーキングを行う。増し締めは作業員

以外の第三者が行うものとし、マーキングは作業員により異なる色にて１回ずつ、

最低計２回のマーキングを行うこと。また、増し締め確認シールを当該盤内に張

り付けること。

　(６)　ケーブルの防火区画貫通処理は国土交通省大臣認定工法(防火キット等)又は前

後１ｍ 鋼管施工とする。

　(７)　中空耐火間仕切り壁にコンセント・スイッチ・ボックス等を設置する場合、国

土交通省大臣認定工法による耐火措置を施すこと。

　(３)　屋外から直接屋内に貫通させる場合、水害の恐れの無い地域で、特に設計水位

の指定がない場合は、原則として全面道路から600ｍｍ以上、及び敷地内地表か

ら300ｍｍ以上のレベルで貫通を行う。

● 水位の指定なし ○ 設計水位： GL+（　　　　 ）mm

　(６) (イ)

　　　エキスパンション部分の処置と方法は以下による。

○ 金属製可とう電線管又は PF 管　　　 ○ ケーブル　　　〇 設計図による

　(７) (イ)

　　　建物への引込み配管の地震、地盤沈下等による地盤変位の対応は、配管に見合っ

た処置（標準図参照〉を行うものとし、想定沈下量は次による。

〇 ０．２ｍ以下　　　 〇 ０．６ｍ以下　　　 〇  １ｍ以下

　　分電盤、制御盤、端子盤の２次側以降の配管配線経路、配線太さ、配線本数、管径

などは、設計図と相違しても差し支えない。ただし、監理者の承諾を受ける。

　　屋上、機械室等の配管、ラック部分の点検通路用として鋼製歩廊（溶融亜鉛めっ

き）を （ ５箇所 ）設置するものとし、その費用を見込む。 設計図に記載のある場

合にはそれによる。

　(９)　最上階の上部スラブ及び地下の外壁には配管を埋設してはならない。

　(10)　インバータ制御機器など、電磁障害を発生させる機器への動力制御盤等からの

電源配線用の保護管は、金属管を使用する。ただし、設計図にその旨の記載があ

る場合にはそれによる。

　(11)　壁埋込形の分電盤・端子盤には、1次側配線引替用の予備配管及びＥ２５又は

　　　　ＰＦ２２を１本以上設ける。

　(12)　分電盤、制御盤及び端子盤等の二次側以降の配管・配線は、経路、電線太さ、

電線本数、管径等は監理者の承諾を受けて変更しても差し支えない。また、機械

室等の床埋設配管は図面上 PF 管で記載している場合であっても、立上げ部分等

の露出配管部分は金属管とし、その場合は全長に亘って接地線を設ける。

　(13)　露出部分金属管の塗装 （塗装色などについては監理者の指示による。）

○ 屋外　　　● 屋内（ 機械室、EPS、倉庫 を除く ）　　　 〇 不要

　　　　　・塗装の仕様 （                                 )

　(９)　ジョイントボックス及び中継用位置ボックスを二重天井内に取り付ける場合は、

点検可能な位置とし、必要に応じ点検口を設ける。また、蓋等の見えやすい位置

　　　に用途表示を行うこと。

　(10)　結露のおそれのある部分及び外壁面に設置する位置ボックスは、断熱施工同等

の熱抵抗値を持った断熱ボックス若しくは断熱カバー等により施工し、結露対策

を確実に行うこと。なお、材料、施工方法は監理者の承諾を受ける。

　(９)　プルボックスを二重天井内に取り付ける場合は、点検可能な位置とし、必要に

応じ点検口を設ける。また、見えやすい位置に用途表示を行うこと。

　(３)　長さ1ｍ以上の通線を行わない電線管には、導入線（太さ1.2ｍｍ以上の被覆鉄

線）を挿入する。また、導入線には行先表示札を取り付けること。

　(11)　揺れによる建材との接触及び地震時の建物の振動に共振しない支持間隔とする。

　(カ)　施工に当たっては前(ア)～(オ)による他、以下による。

　　　(a)　制御幹線及び弱電幹線は電力幹線と十分な離隔をとるものとする。

　　　(b)　駐車場等に敷設される幹線は、必要な耐熱、耐火措置を施すこと。

　　　(e)　ハーネスジョイントボックスはその位置が床上から確認できるようマーキン

グを施す。タイルカーペット等への表示は移動、紛失がないような方法で取

付けるものとする。

　　　(c)　ケーブルを束ね結束する場合は、施工要領書を提出し、監理者の承諾を得ること。

　　　(d)　グリッド照明等で移動可能な照明用配線は 100cm のケーブル余長を見込む。

　二重天井内配線

　ケーブルの敷設

　　　（ア)　盤類、機器の設置に当たっては、機器更新及び保守点検に容易に行える

位置、前面空間などを考慮のうえ施工を行うこと。

　　　（イ)　二重天井内に設置する機器は、機器名称・番号を点検口等から見やすい

位置に表示すること。

　　　（ウ)　屋外に設置する架台、基礎下部に空間がある場合、防鳥ネットを設置す

　　　　　　ること。

　　　（エ)　機器類の固定はダブルナットとし、屋外の場合にはキャップを取り付け

る。

　　　（オ)　外壁取り付け機器まわりはシーリングを行う。詳細は監理者と協議を行

い、承諾を受ける。

　　　（ア)　屋外据え付け機器、架台、マスト等の取付ボルトは、溶融亜鉛メッキと

同等以上の防食ボルトを使用し、耐久性のあるシーリング材等で覆うこと。

　　　（イ)　機器類の鋼製架台は本工事とし、溶融亜鉛メッキ仕上げとする。

　　　（ウ)　コンクリート基礎は施工区分表による。

　　　（エ)　盤以降の 2 次側配線は原則として床埋め込みをしてはならない。

　　　（オ)　地下水槽・ハンドホールなど、水気のある場所から制御盤に直結する配

管は、防湿、防臭措置を施すこと。

　　　（オ)　ポンプ室などの漏水のおそれのある場所に自立制御盤を設置する場合は、

基礎を設ける。

　(５)　受雷部及び避雷導線から1.5ｍ以内に近接する電線管、雨どい、鉄管、鉄はしご

等の金属体は、太さ 14m㎡以上の銅より線により導線等に原則接続する。設備

機器など、接続により機器故障が想定される場合は監理者と協議する。

　(２)(ウ)　構造体利用接地極は、構造体底盤部の大地低効率をウェンナー４電極法に

より、30ｍ×30ｍごとに 1箇所測定する。なお、測定結果及び接地抵抗計算

書を監理者に提出し承諾を受ける。

特記仕様書（５）
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一級建築士事務所　九州支店

福岡県知事登録 第1-11482号

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

秋吉　賢一　 

山元　徹也 伊藤　翔治

伊藤　裕也

号

217159

272676

266089

号

鈴木　耕造号 号353942

号383653

担当 特記

管理番号

工事名 図面名

縮尺
A1: A3:

長浜　愛美

1LU122YD1

屋外型トレーニングセンター建設工事
電気01-5E -



第２章 　施　　工　　

第７節 施工の立会い及び試験　　

　ディーゼル発　

　電設備、ガス　

　エンジン発電　

　設備、ガス　　

　タービン発電　

　設備及びマイ

　クロガスター　

　ビン発電設備　

　の試験

(２)　各種検針メータの確認は、計量値が変化する十分な時間をあけて全数3回以上　

　　　確認する。負荷がなく計量値が変化しない場合は、疑似負荷等を設置し確認す　　

　　　る。中央監視装置や集中検針装置で管理する場合は、各種検針メータと中央監視　

　　　装置等との計量値の整合を3回以上確認する。完成引渡時・取扱い説明時に、建　

　　　物維持管理担当への引継ぎを行う。

【追記】

〇 2.7.3

　燃料電池発電　

　設備の試験

〇 2.7.4

　熱併給発電設　

　備（コージェ　

　ネレーション　

　設備）の試験

〇 2.7.5

　太陽光発電設　

　備の試験

〇 2.7.6

　風力発電設備

　の試験

〇 2.7.7

　小出力発電設　

　備の試験

第１章 　機　　材　　

第４節 端子盤・機器収容ラック等　　

● 1.4.2

　端子盤等

〇 1.13.1

　一般事項

　(１)(イ)

　  (ｍ)電話端子盤内に他設備用端子などを設ける場合は、1.2ｍｍ以上の鋼　　　　　　

　　　板製セパレータ（着脱可能なもの）を設けること。

【追記】

第１３節 監視カメラ装置　　

【追記】

　(11)　デスクトップタイプの監視装置の場合は、監視パソコン用机・椅子を必要数納　

　　　入すること。尚、監視パソコンの転倒防止処置を施すこと。

第１５節 防犯・入退室管理装置　　

【追記】

　(８)　監視パソコン用机・椅子、プリンタは必要数納入すること。尚、監視パソコン　

　　　の転倒防止処置を施すこと。

〇 1.15.1

　一般事項

第２章 　施　　工　　

第14節 構内交換設備　　

〇 2.14.2

　機器の据え付け

【追記】

　(オ)　壁掛け型電話機は、原則として受話器の落下防止策を施すこと。

第18節 誘導支援設備　　

【追記】〇 2.18.2

　機器の取付け 　(３)　壁掛け型受話機は、原則として受話器の落下防止策を施すこと。

第24節 自動火災報知設備　　

【追記】● 2.24.2

　機器の取付け 　(９)　消防防災システム、総合操作盤及び防災センター（東京都のみ）の評価制度を　

　　　受ける場合の申請図書作成および申請費用は、本工事に含む。

第25節 自動閉鎖設備 （自動閉鎖機構）　　

【追記】

　(４)　防火シャッターには降下中の警報用電子ブザーを設けること。

〇 2 .25.2

　機器の取付け

〇 1.4.2

　監視操作装置

　電源装置

〇 1.4.5

第１章 　機　　材　　

第４節 監視制御装置　　

　　(カ）機能など

　　　(a)　スイッチによるキー操作の禁止を指定できる構造とし、特記がなければ監　

　　　　　視と操作のレベル分けを行うものとする。

　　　(b)　装置本体の故障を表示灯、ブザー、音声などにより容易に判別できる機能　

　　　　　を有するものとする。

　　(キ）監視パソコン用机・椅子、プリンタは必要数納入する（本工事に含む）。

【置換】

　　電源装置は、1.3.5「電源装置」よるほか、停電時に継続して監視・制御が可能な　

　　十分な容量を持ったものとする。

第２章 　施　　工　　

第１節 据付け　

〇 2.1.1

　機器の据付け

【置換】

　機器の据え付けは、第6編2.13.2「機器の据え付け」によるほか、以下による。

　　(ア）中央監視設備の機器類は、保守点検、誘導障害防止、操作などの関係により、

　　　　以下について考慮する。

　　　　　・装置の前後に、十分な保守用空間を設ける。

　　　　　・誤動作防止及びシステムダウンなどの原因となるノイズ対策を図る。

第３節 施工の立合い及び試験　　

〇 2.3.2

　施工の試験

【追記】

　　(エ)　連動制御については、連動設定表を作成すること。連動表については、連動す　　

　　　　る設備の設計者、監理者、施工者に内容を確認し押印等をうけること。

　(２)　各種検針メータの確認は、計量値が変化する十分な時間をあけて全数3回以上確認　

　　　する。負荷がなく計量値が変化しない場合は、疑似負荷等を設置し確認する。中央監　

　　　視装置や集中検針装置で管理する場合は、各種検針メータと中央監視装置等との計量　

　　　値の整合を3回以上確認する。完成引渡時・取扱い説明時に、建物維持管理担当への　

　　　引継ぎを行う。

別表－1 機器の取付け高さ

壁取付け機器の取り付け高さは、図面に記載のない場合は原則として以下による。

　注）呼出ボタン（多機能トイレ）の取付け高さ（４００）は床に転倒した時を考慮　

　　　した高さを示す。

　　［備考］（天井高）×0.9 及び（天井高）×0.8 は天井高が 2,500～3,000ｍｍの　

　　　　　　場合に適用する。天井高 3,000ｍｍ以上の場合及び上記取り付け高さに　

　　　　　　おいて、機器の使用に支障が生じる場合は監理者と協議する。

【追記】〇 2.7.2

第３章 　施　　工　　

第３節 施工の立会い及び試験　　

〇 3.3.2 【追記】

　(２)　各種検針メータの確認は、計量値が変化する十分な時間をあけて全数3回以上　

　　　確認する。負荷がなく計量値が変化しない場合は、疑似負荷等を設置し確認す　　

　　　る。中央監視装置や集中検針装置で管理する場合は、各種検針メータと中央監視　

　　　装置等との計量値の整合を３回以上確認する。完成引渡時・取扱い説明時に、建　

　　　物維持管理担当への引継ぎを行う。
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事

　(２)　各種検針メータの確認は、2.7.2(2)による。

【追記】

　(２)　各種検針メータの確認は、2.7.2(2)による。

【追記】

　(２)　各種検針メータの確認は、2.7.2(2)による。

【追記】

　(２)　各種検針メータの確認は、2.7.2(2)による。

【追記】

　(２)　各種検針メータの確認は、2.7.2(2)による。

【追記】
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編
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備

工

事

第

７

編

中

央
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視

制
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設
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工

事

　施工の試験

名　　称

ブラケット（一般）

ブラケット（踊場）

ブラケット（鏡上）

スイッチ（一般）

スイッチ（多機能便所用）

測　定

床上～中心

〃

鏡上端～中心

床上～中心

コンセント、電話用ｱｳﾄﾚｯﾄ､テレビ端子

（一般）

コンセント、電話用ｱｳﾄﾚｯﾄ､テレビ端子

（和室）

コンセント、電話用ｱｳﾄﾚｯﾄ､テレビ端子

（台上）

コンセント（土間）

引込開閉器箱（低圧）

分電盤、制御盤、実験盤

開閉器箱

電磁開閉器用押しボタン

接地用端子箱

試験用接続端子箱

接地極埋設標

給油ボックス

室内端子盤 （廊下・室内）

中間端子盤 （EPS・電気室）

親時計

子時計、スピーカ

アッテネータ

表示盤

発信器（出退表示用）

外部受付用インターホン（子機）

壁付インターホン（上記以外）

呼出ボタン（多機能便所用）

復帰ボタン（ 〃 ）

廊下表示灯（ 〃 ）

テレビ機器収容箱

火報受信機（複合盤）

副受信機

自動報機器収容箱

発信機

警報ベル

表示灯

連動制御器（自動閉鎖）

ガス漏れ検知器（都市 ガス）

〃

〃

台上～中心

床上～中心

床上～上端

床上～中心

〃

〃

地上、床上～中心

床上～下端

地上～中心

地上～給油口

床上～下端

地上～中心

〃

天井下～上端

床上～操作部

地上～中心

〃

天井面～中心

2,100

取り付け高［ mm ］

2,500

150

1,300

1,000

300

150

150

800

1,500

1,500（上端 1,900 以下）

1,500

1,300

500

800

600

1,000

300

1,500

1,500（上端 1,900 以下）

(天井高)×0.9

1,300

(天井高)×0.9

1,300

標準図による

1,300

900

1,800

2,000

200

800～1,500

1,500

800～1,500

800～1,500

(天井高)×0.9

(天井高)×0.9

1,500

床面から上端300以内

(天井面)－200

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

　(１)　受変電設備の法定点検実施形態は以下による。

●  全停電にて実施

〇  電源供給しながら実施

〇  他系に切り替える場合（共通設備がある場合）は停電が発生

〇  他系に切り替える場合でも無停電で実施

　　　上記にて「電源供給しながら実施」を選択した場合、停復電制御、停電時負荷規　

　　　制の制御フロー図を機器製作図に記載すること。また、法定点検時において、電　

　　　源供給が可能なよう、概略法定点検手順を検討し、総合連動試験時に実施可能な　

　　　ことを確認すること。

● 2.3.4【追加】

　保安形態

　(１)　(ア)　接地抵抗の測定回数は次による。

　　　　　　　接地極埋設時及びコンクリート打設後 月 1 回測定

　　　（エ)　照度測定箇所は次による。

　　　　　　　一般照明の照度測定：各部屋 2 箇所以上

　　　　　　　平面図に測定位置、高さを記載したもの及び各部屋の設計照度と測定値　

　　　　　　　を一覧表にまとめ提出する。

　(１)　(オ)　非常用の照明装置は、表 2.18.3 によるほか、次により照度測定を行う。

　　　　　　　非常照明の照度測定：各部屋 2 箇所以上

　　　　　　　平面図に測定位置、高さを記載のうえ提出する。

　(３)　各種検針メータの確認は、計量値が変化する十分な時間をあけて全数3回以上　

　　　確認する。負荷がなく計量値が変化しない場合は、疑似負荷等を設置し確認す　　

　　　る。中央監視装置や集中検針装置で管理する場合は、各種検針メータと中央監視　

　　　装置等との計量値の整合を３回以上確認する。完成引渡時・取扱い説明時に、建　

　　　物維持管理担当への引継ぎを行う。

　(１)　(ア)　遮断器は、表 1.1.9 に示すいずれかの規格によるほか、次による。

①  漏電遮断機（ELCB）

　　　　ELCB の選定は、内線規程によるものとする。

　　　　ELCB の選定にあたり、納入機器の推奨感度電流値もしくは漏れ電流値を製造　

　　　　者に確認し、設計者及び監理者に書面にて報告の上、その仕様を決定すること。

　　　　該当機器類の納入仕様書等には推奨感度電流値または漏れ電流値を記載するこ　

　　　　と。漏れ電流値によりELCBを選定する場合、感度電流値は漏れ電流値の2倍以　

　　　　上とすること。

②  サーバー室など重要室の空調機用 ELCB の場合

　　　　サーバー室など重要室の空調機用 ELCB の感度電流値は、原則 100mA 以上の　

　　　　中感度形とし、空調機には必ず接地を施すこと。また、機器メーカー変更にも　

　　　　対応できるよう感度電流値可変タイプとすること。

〇 2.3.3

　施工の試験 　(４)　各種検針メータの確認は、計量値が変化する十分な時間をあけて全数3回以上　

　　　確認する。負荷がなく計量値が変化しない場合は、疑似負荷等を設置し確認する。

　　　中央監視装置や集中検針装置で管理する場合は、各種検針メータと中央監視装置

　　　等との計量値の整合を３回以上確認する。完成引渡時・取扱い説明時に、建物維　

　　　持管理担当への引継ぎを行う。

● 2.18.2

　施工の試験

第１８節 施工の立会及び試験　　

【追記】

【置換】

【追記】

第１章 　機　　材　　

第１節 キュービクル式配電盤、第 3 節 変圧器盤 第 6 節 開放形配電盤　　

【置換】

第２章 　施　　工　　

第 ３ 節 施工の立会い及び試験　　

【追記】

● 1.1.5、1.6.4

　盤内器具類

第

３

編

受

変

電

設

備

工

事 (２)　絶縁監視装置、漏電リレー（ELR)は感度電流値可変型とし、納入機器の感度電　

　　　流値もしくは漏れ電流値を製造者に確認し、設計者及び監理者に書面にて報告の　

　　　上、その仕様を決定すること。

(10)　熱感知器および感知器用配線と発電装置排気筒断熱材表面の離隔は500㎜以上　

　　　設けること。

ガス漏れ検知器（LP ガス）

特記仕様書（６）

1/N.S 1/N.S

図面番号 区分

2022年4月
年月日

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所

東京都知事登録 第 35509号

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所　九州支店

福岡県知事登録 第1-11482号

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

秋吉　賢一　 

山元　徹也 伊藤　翔治

伊藤　裕也

号

217159

272676

266089

号

鈴木　耕造号 号353942

号383653

担当 特記

管理番号

工事名 図面名

縮尺
A1: A3:

長浜　愛美

1LU122YD1

屋外型トレーニングセンター建設工事
電気01-6E -



02強電機器及び配管配線　配置図

1/500 1/1000

図面番号

E -
区分

電気

2022年4月
年月日

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所

東京都知事登録 第 35509号

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所　九州支店

福岡県知事登録 第1-11482号

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

秋吉　賢一　 

山元　徹也 伊藤　翔治

伊藤　裕也

号

217159

272676

266089

号

鈴木　耕造号 号353942

号383653

担当 特記

管理番号

工事名 図面名

縮尺
A1: A3:

長浜　愛美

1LU122YD1

屋外型トレーニングセンター建設工事

Ａ１

Ｃ１

Ｂ３
Ｂ３

Ｂ１Ｂ２Ｂ２

Ｂ２

Ｂ１

Ｂ１ Ｂ１ Ｂ１ Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ３

Ｂ３

Ｂ３

Ｂ３
Ｂ３

Ｂ３

Ａ２

Ａ２

Ａ２

Ａ２

Ｃ１

Ｃ１

Ｃ１
Ｃ１

ＬＭ－クラブハウス

Ｍ－クラブハウス

Ｌ－練習場

ＬＭ－ＷＣ北

Ｌ－用具倉庫①

Ｌ－用具倉庫②

屋内消火栓ポンプ盤

Ｍ－ポンプ

ＬＭ－管理

警報盤

Ｌ－グランド①

Ｌ－グランド②

Ｌ－グランド③

Ｌ－グランド④

屋外高圧キュービクル

Ｂ３
Ｂ３

グランド

× １２ＰＬ１２

ＥＡ,ＤＥＢ
ＥＤ

（ＥＬＣＢ）

Ｅｔ

Ｅｔ

Ｃ２

Ａ３

Ｕ
Ａ

Ｓ

自立型高圧開閉器盤

※配管突き出し箇所には地上にて防水キャップを施すこと

（ＦＴＵ－１）消火ポンプ室詳細図参照

ＳＳ

Ｓ

ＳＳ

Ｓ

Ｓ Ｓ

ＷＰ
ＷＰ

ＷＰ

ＷＰ ＷＰ ＷＰ

排水ポンプ制御盤

（屋外トイレ①）

２階テラス取付
幹線･動力設備平面図参照

排水ポンプ制御盤

（クラブハウス）

排水ポンプ制御盤

（管理棟）

～

～

　　　　（ＦＥＰ１００）

　　　　（ＦＥＰ１００）

ＥＡ
Ｅ１４

ＷＰＷＰＷＰ

スプリンクラー制御盤

ＷＰ ＷＰＷＰ

～

～

ＬＦ５

ＰＢ,ＷＰ
ＳＵＳ
２２１

ＣＶＶ２－５Ｃ（Ｇ２２）

Ａ１ ハンドホール

Ｂ１

強電配線

仕　　　様名　　　　称記　号

凡　例

～ 弱電配線

外構配線リスト（１）参照

グラウンド用照明器具 照明器具姿図（２）参照

グラウンド照明用手元開閉器盤 ＥＣＬＢ３Ｐ５０／２０×２　防水型

電灯盤･電灯動力盤

Ｗｉｆｉ･ＬＡＮ機器盤

１,５００×１,５００×１,５００　中荷重
セパレーター付

警報盤

自立型高圧開閉器盤

衛生制御盤

防水コンセント
２Ｐ１５Ａ接地極付×２接地端子付 キー付ＷＰ

外構配線リスト（１）参照

別途工事

Ｓ

ＵＡＳ

警１ 警７

１ ～ ４３接引込

Ａ２ ９００×９００×９００　中荷重
セパレーター付

Ａ３ ９００×９００×９００　重荷重
１,５００×１,５００×１,５００　中荷重
セパレーター付

Ｂ２ １,５００×１,５００×１,５００　重荷重
セパレーター付

Ｂ３
９００×９００×９００　中荷重
セパレーター付

Ｃ２

Ｃ１ １,５００×１,５００×１,５００　中荷重

１,５００×１,５００×１,５００　重荷重

ハンドホール

ハンドホール

ハンドホール

ハンドホール

ハンドホール

ハンドホール

ハンドホール

ＬＦ５ 電極　５Ｐ 衛生工事

消火ポンプ室詳細図　１／５０

２Ｅ

ＰＢ
３３２

以降Ｌ－用具倉庫①へ

至るキュービクルへ

１０３

３０５

１０３ ３０５ ＣＶ３.５－３Ｃ（１ＣＥ）×２（ＦＥＰ４０）ＧＭ１ ＦＰ５.５－４Ｃ（１ＣＥ）（ＦＥＰ３０）

ＧＭ１ ＦＰ５.５－４Ｃ（１ＣＥ）（Ｅ３９）

屋内消火栓ポンプ盤

（ＦＴＵ－１）

消火ポンプ室

× １ＢＬ６

注　記

１．特記なき配管配線は下記による。

保護管（電灯コンセント設備）

ＩＶ２.０×２

ＩＶ２.０×２　Ｅ２.０ （Ｅ１９）

（Ｅ１９）

２Ｅ 埋込コンセント　２Ｐ１５Ａ接地極付×２

プルボックス ＷＰは防水型ＳＵＳ製,サイズは平面図参照

露出ボックス

天井付ＬＥＤ灯 照明器具姿図参照

埋込スイッチ　１Ｐ１５Ａ×１

凡　例

記　号 名　　　称 備　　　考

各種制御盤 ＥＶ・衛生・空調他

投光器台バンド

Ｌ形鋼（別途工事）

コンクリート柱

斜めサポート

鋼管（別途工事）

取付バンド

GL

8001000800

15
00
0以
下

85
0

85
0

（別途工事）

Ｓ
屋外用コンセント
２Ｐ１５Ａ接地極付×２接地端子付･キー付

グランド照明用
手元開閉器盤
ＥＬＣＢ３Ｐ５０／２０×２

リモコンＲ２点滅エリアリモコンＲ１点滅エリア

ＣＶ８－３Ｃ（Ｇ２８）×２

ＣＶ８－３Ｃ×２（ＦＥＰ４０）

ＣＶ８－３Ｃ（ＦＥＰ３０）
異種管接続材

グランド照明　詳細図

ＣＶ８－３Ｃ×２（Ｇ４２） ＣＶ８－３Ｃ（Ｇ２８）

（別途工事）

ＬＭ－ＷＣ南

２０２０

３１３１３０３０

３２３２

１９１９

１７１７

２２２２

２１２１

２３２３

２５２５

２４２４ ２６２６ ２８２８

２９２９

２７２７

３８３８ ３９３９
警６警６

４２４２

４０４０３６３６

３５３５３３３３

３４３４ ３７３７

１０１０ １１１１

警７警７

７７

９９ 警７警７８８

６６

警７警７警１警１

５５

警７警７警１警１

警１警１

４４

１５１５

警１警１

１３１３

１８１８

１２１２

３３警７警７警１警１

警３警３警１警１ 警７警７

接接

２２引込引込

警７警７

警２警２

１６１６

管理棟

室内練習場

クラブハウス

用具倉庫①

屋外トイレ①

用具倉庫②

メンテナンス車両庫

屋外トイレ②

警１警１

１１

排水ポンプ制御盤

（屋外トイレ②）
４１４１

警６警６

警６警６

警６警６警６警６

警６警６

警５警５

警５警５

警５警５ 警６警６

警５警５ 警６警６

警５警５

警３警３

引込引込

引込引込

引込引込

引込引込

引込引込

警３警３

警７警７

高圧引込

予　備

道路境界線より１,０００ｍ突出し

引込引込

４３４３

警４警４

警１警１

１４１４

警５警５

警３警３

警７警７

自動給水装置 （ＷＰ－１）

ＣＶ８－３Ｃ,Ｅ５.５（ＦＥＰ３０）

ＣＶＶ２－２Ｃ（ＦＥＰ３０）

１１

警７警７



03弱電機器及び配管配線　配置図

1/500 1/1000

図面番号

E -
区分

電気

2022年4月
年月日

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所

東京都知事登録 第 35509号

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所　九州支店

福岡県知事登録 第1-11482号

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

秋吉　賢一　 

山元　徹也 伊藤　翔治

伊藤　裕也

号

217159

272676

266089

号

鈴木　耕造号 号353942

号383653

担当 特記

管理番号

工事名 図面名

縮尺
A1: A3:

長浜　愛美

1LU122YD1

屋外型トレーニングセンター建設工事

Ｃ１

Ｂ３
Ｂ３

Ｃ１Ｂ２Ｂ２

Ｂ２

Ｂ１

Ｂ１ Ｂ１ Ｂ１ Ｂ１ Ｂ１ Ｂ１

Ｂ３

Ｂ３

Ｂ３

Ｂ３ Ｂ３Ｂ３

Ｃ１

Ｃ１

Ｃ１

Ｃ１

Ｔ－クラブハウス

屋内消火栓ポンプ盤

Ｔ－管理

Ｔ－グランド①

Ｔ－グランド②

Ｔ－グランド③

Ｔ－グランド④

Ｂ３ Ｂ３

Ｔ－練習場

１０Ｗ１０Ｗ１０Ｗ

１０Ｗ１０Ｗ
１０Ｗ

ＲＰ

ＲＰ
１０Ｗ１０Ｗ

１０Ｗ

１０Ｗ

１０Ｗ
１０Ｗ

ＦＰ Ｒ

管理棟　　　　　　　は

を表す

Ｃ２

※配管突き出し箇所には地上にて防水キャップを施すこと

Ａ
Ｐ

Ａ
Ｐ

Ｄ

１９インチラック

Ｔ－グランド⑤

Ｍ

ＡＩ

Ａ
Ｐ

ＡＰ

ＡＰ

Ａ
ＰＡ

Ｐ

ＡＰ

Ａ
ＰＡ

Ｐ

Ａ
Ｐ

　　　　（ＦＥＰ８０）×４

　　　　（ＦＥＰ８０）

Ｃ２ ハンドホール

仕　　　様名　　　　称記　号

凡　例

弱電配線 外構配線リスト（２）参照

ＡＩカメラ

屋外レピータ盤

マイク収容箱

クリアホーン（１０W) 放送設備系統図参照

Ｍ

～

１,５００×１,５００×１,５００　中荷重Ｃ１

１,５００×１,５００×１,５００　重荷重

弱電端子盤

ＲＰ

ＡＩ

１０Ｗ

放送設備系統図参照

弱電設備系統図参照

ＡＶ設備系統図参照

ＡＶ設備系統図参照

ＡＰ 無線アクセスポイント　屋外用 弱電設備系統図参照

１,５００×１,５００×１,５００　中荷重
セパレーター付
１,５００×１,５００×１,５００　重荷重
セパレーター付
９００×９００×９００　中荷重
セパレーター付

Ｂ１

Ｂ２

Ｂ３

ハンドホール

ハンドホール

ハンドホール

ハンドホール

つつ

ひひふふ

へへ

ちち

たた

とと

にに

なな ぬぬ のの

はは

ねね

もも やや

よよ

ゆゆ
むむ

みみほほ

まま

めめ

ああ

おお弱弱

かか弱弱

弱弱

きき

せせ

うう

てて

いい

ええ

くく弱弱

けけ弱弱

ここ弱弱

ささ弱弱しし弱弱

すす弱弱

そそ

らら

用具倉庫②

メンテナンス車両庫

屋外トイレ①

管理棟

室内練習場

クラブハウス

用具倉庫①

屋外トイレ②

インターホン子機
（ポール取付）

弱弱

りり

りり

弱電引込

予　備

道路境界線より１,０００ｍ突出し

１９インチラック

ああ よよ弱弱



強電配線リスト

配線記号 配線サイズ 配管サイズ 備考

引込 ６kV　ＦＰＴ６０ ＦＥＰ（１００） 自立型高圧開閉器盤　～　屋外キュービクル

空配管 ＦＥＰ（１００） 自立型高圧開閉器盤　～　屋外キュービクル（予備）

警１ ＣＶＶ２－２Ｃ ＦＥＰ（３０） 自立型高圧開閉器盤　～　警報盤

警２ ＣＶＶ２－２Ｃ ＦＥＰ（３０）

自動給水装置盤　～　警報盤

警３ ＣＶＶ２－２Ｃ ＦＥＰ（３０）

屋外キュービクル　～　警報盤

その他 屋外キュービクル　～　Ｌ－用具倉庫①

その他 ＦＰ５.５－４Ｃ ＦＥＰ（３０） 屋外キュービクル　～　屋内消火栓ポンプ

１ ＦＥＰ（５０） 屋外キュービクル　～　Ｍ－ポンプ

屋外キュービクル　～　Ｌ－グランド①

屋外キュービクル　～　Ｌ－グランド②

屋外キュービクル　～　Ｌ－グランド③

屋外キュービクル　～　Ｌ－グランド④

ＣＶＴ１００,Ｅ１４×２ ＦＥＰ（８０） 屋外キュービクル　～　ＬＭ－クラブハウス

屋外キュービクル　～　Ｍ－クラブハウス

ＦＥＰ（５０） 屋外キュービクル　～　Ｌ－練習場

ＦＥＰ（６５） 屋外キュービクル　～　ＬＭ－管理

屋外キュービクル　～　ＬＭ－ＷＣ北

屋外キュービクル　～　ＬＭ－ＷＣ南

ＦＥＰ（３０） 屋外キュービクル　～　Ｌ－用具倉庫②

空配管 ＦＥＰ（１００）×４ 屋外キュービクル　～　将来用

２ 屋外キュービクル　～　Ｌ－グランド①

３ 屋外キュービクル　～　Ｌ－グランド①

４ Ｌ－グランド①　～　外灯

ＣＶ８－３Ｃ ＦＥＰ（３０） Ｌ－グランド①　～　屋外コンセント

５ 屋外キュービクル　～　Ｌ－グランド①

Ｌ－グランド①　～　外灯

ＣＶ８－３Ｃ ＦＥＰ（３０） Ｌ－グランド①　～　屋外コンセント

６ 屋外キュービクル　～　Ｌ－グランド①

Ｌ－グランド①　～　外灯

ＣＶ８－３Ｃ ＦＥＰ（３０） Ｌ－グランド①　～　屋外コンセント

７ 屋外キュービクル　～　Ｌ－グランド①

Ｌ－グランド①　～　外灯

Ｌ－グランド①　～　外灯

ＣＶ８－３Ｃ ＦＥＰ（３０） Ｌ－グランド①　～　屋外コンセント

ＣＶ８－３Ｃ ＦＥＰ（３０） Ｌ－グランド①　～　屋外コンセント

８

Ｌ－グランド①　～　外灯

ＣＶ８－３Ｃ ＦＥＰ（３０） Ｌ－グランド①　～　屋外コンセント

９

Ｌ－グランド①　～　外灯

ＣＶ８－３Ｃ ＦＥＰ（３０） Ｌ－グランド①　～　屋外コンセント

１０ Ｌ－グランド①　～　外灯

ＣＶ８－３Ｃ ＦＥＰ（３０） Ｌ－グランド①　～　屋外コンセント

１１

１２ 屋外キュービクル　～　Ｌ－練習場

屋外キュービクル　～　ＬＭ－管理

屋外キュービクル　～　Ｌ－グランド②

屋外キュービクル　～　Ｌ－グランド③

屋外キュービクル　～　Ｌ－グランド④

屋外キュービクル　～　ＬＭ－クラブハウス

屋外キュービクル　～　Ｍ－クラブハウス

屋外キュービクル　～　ＬＭ－ＷＣ北

屋外キュービクル　～　ＬＭ－ＷＣ南

屋外キュービクル　～　Ｌ－用具倉庫②

空配管 ＦＥＰ（１００）×４ 屋外キュービクル　～　将来用

１３ 屋外キュービクル　～　ＬＭ－管理

１４

屋外キュービクル　～　Ｌ－練習場

１５

屋外キュービクル　～　ＬＭ－管理

１６

屋外キュービクル　～　Ｌ－グランド②

屋外キュービクル　～　Ｌ－グランド③

屋外キュービクル　～　Ｌ－グランド④

屋外キュービクル　～　ＬＭ－クラブハウス

屋外キュービクル　～　Ｍ－クラブハウス

屋外キュービクル　～　ＬＭ－ＷＣ北

屋外キュービクル　～　ＬＭ－ＷＣ南

屋外キュービクル　～　Ｌ－用具倉庫②

空配管 ＦＥＰ（１００）×４ 屋外キュービクル　～　将来用

１７

屋外キュービクル　～　Ｍ－クラブハウス１８

屋外キュービクル　～　ＬＭ－クラブハウス

１９ 屋外キュービクル　～　Ｌ－グランド②

屋外キュービクル　～　Ｌ－グランド③

屋外キュービクル　～　Ｌ－グランド④

屋外キュービクル　～　ＬＭ－ＷＣ北

屋外キュービクル　～　ＬＭ－ＷＣ南

屋外キュービクル　～　Ｌ－用具倉庫②

空配管 ＦＥＰ（１００）×４ 屋外キュービクル　～　将来用

２０ 屋外キュービクル　～　Ｌ－グランド④

屋外キュービクル　～　ＬＭ－ＷＣ北

屋外キュービクル　～　Ｌ－用具倉庫②

２１ 屋外キュービクル　～　ＬＭ－ＷＣ北

２２ 屋外キュービクル　～　Ｌ－グランド④

屋外キュービクル　～　Ｌ－用具倉庫②

２３ 屋外キュービクル　～　Ｌ－用具倉庫②

２４ 屋外キュービクル　～　Ｌ－グランド④

２５ Ｌ－グランド④　～　外灯

ＣＶ８－３Ｃ ＦＥＰ（３０） Ｌ－グランド④　～　屋外コンセント

２６ 屋外キュービクル　～　Ｌ－グランド④

Ｌ－グランド④　～　外灯

ＣＶ８－３Ｃ ＦＥＰ（３０） Ｌ－グランド④　～　屋外コンセント

２７ 屋外キュービクル　～　Ｌ－グランド④

Ｌ－グランド④　～　外灯

Ｌ－グランド④　～　外灯

ＣＶ８－３Ｃ ＦＥＰ（３０） Ｌ－グランド④　～　屋外コンセント

ＣＶ８－３Ｃ ＦＥＰ（３０） Ｌ－グランド④　～　屋外コンセント

２８ Ｌ－グランド④　～　外灯

ＣＶ８－３Ｃ ＦＥＰ（３０） Ｌ－グランド④　～　屋外コンセント

２９ Ｌ－グランド④　～　外灯

ＣＶ８－３Ｃ ＦＥＰ（３０） Ｌ－グランド④　～　屋外コンセント

３０

Ｌ－グランド③　～　外灯

ＣＶ８－３Ｃ ＦＥＰ（３０） Ｌ－グランド③　～　屋外コンセント

３１

屋外キュービクル　～　Ｌ－グランド②

屋外キュービクル　～　Ｌ－グランド③

屋外キュービクル　～　ＬＭ－ＷＣ南

空配管 ＦＥＰ（１００）×４ 屋外キュービクル　～　将来用

３２ Ｌ－グランド②　～　外灯

ＣＶ８－３Ｃ ＦＥＰ（３０） Ｌ－グランド②　～　屋外コンセント

３３ 屋外キュービクル　～　Ｌ－グランド②

屋外キュービクル　～　Ｌ－グランド③

屋外キュービクル　～　ＬＭ－ＷＣ南

Ｌ－グランド②　～　外灯

ＣＶ８－３Ｃ ＦＥＰ（３０） Ｌ－グランド②　～　屋外コンセント

Ｌ－グランド③　～　外灯

ＣＶ８－３Ｃ ＦＥＰ（３０） Ｌ－グランド③　～　屋外コンセント

空配管 ＦＥＰ（１００）×４ 屋外キュービクル　～　将来用

３４ 屋外キュービクル　～　Ｌ－グランド③

Ｌ－グランド③　～　外灯

Ｌ－グランド③　～　外灯

ＣＶ８－３Ｃ ＦＥＰ（３０） Ｌ－グランド③　～　屋外コンセント

ＣＶ８－３Ｃ ＦＥＰ（３０） Ｌ－グランド③　～　屋外コンセント

３５ 屋外キュービクル　～　Ｌ－グランド②

屋外キュービクル　～　ＬＭ－ＷＣ南

Ｌ－グランド②　～　外灯

ＣＶ８－３Ｃ ＦＥＰ（３０） Ｌ－グランド②　～　屋外コンセント

Ｌ－グランド③　～　外灯

ＣＶ８－３Ｃ ＦＥＰ（３０） Ｌ－グランド③　～　屋外コンセント

空配管 ＦＥＰ（１００）×４ 屋外キュービクル　～　将来用

３６ 屋外キュービクル　～　Ｌ－グランド②

Ｌ－グランド②　～　外灯

Ｌ－グランド②　～　外灯

ＣＶ８－３Ｃ ＦＥＰ（３０） Ｌ－グランド②　～　屋外コンセント

ＣＶ８－３Ｃ ＦＥＰ（３０） Ｌ－グランド②　～　屋外コンセント

３７ 屋外キュービクル　～　ＬＭ－ＷＣ南

Ｌ－グランド②　～　外灯

ＣＶ８－３Ｃ ＦＥＰ（３０） Ｌ－グランド②　～　屋外コンセント

Ｌ－グランド③　～　外灯

ＣＶ８－３Ｃ ＦＥＰ（３０） Ｌ－グランド③　～　屋外コンセント

空配管 ＦＥＰ（１００）×４ 屋外キュービクル　～　将来用

３８ Ｌ－グランド③　～　外灯

ＣＶ８－３Ｃ ＦＥＰ（３０） Ｌ－グランド③　～　屋外コンセント

３９ 屋外キュービクル　～　ＬＭ－ＷＣ南

Ｌ－グランド②　～　外灯

ＣＶ８－３Ｃ ＦＥＰ（３０） Ｌ－グランド②　～　屋外コンセント

空配管 ＦＥＰ（１００）×４ 屋外キュービクル　～　将来用

４０ Ｌ－グランド②　～　外灯

ＣＶ８－３Ｃ ＦＥＰ（３０） Ｌ－グランド②　～　屋外コンセント

４１ 屋外キュービクル　～　ＬＭ－ＷＣ南

４２ 空配管 ＦＥＰ（１００）×４ 屋外キュービクル　～　将来用

備考配管サイズ配線サイズ配線記号

屋外キュービクル　～　Ｌ－練習場

接 Ｅ２２

Ｅ３８

Ｅ２２

Ｅ５.５×２

ＥＡ･Ｄ

ＥＢ

ＥＤ（ＥＬＣＢ）

Ｅｔ×２

ＶＥ（３６）

屋外キュービクル　～　ＬＭ－管理

屋外キュービクル　～　ＬＭ－管理

屋外キュービクル　～　ＬＭ－ＷＣ北

屋外キュービクル　～　ＬＭ－ＷＣ南

屋外キュービクル　～　ＬＭ－ＷＣ北

屋外キュービクル　～　ＬＭ－ＷＣ北

ＣＶＴ１００,Ｅ１４×２ ＦＥＰ（８０）

ＣＶＴ１００,Ｅ１４×２ ＦＥＰ（８０）

ＣＶＴ１００,Ｅ１４×２ ＦＥＰ（８０）

ＣＶＴ３８,Ｅ５.５×２

ＣＶＴ３８,Ｅ５.５×２ ＦＥＰ（５０）

ＣＶＴ３８,Ｅ５.５×２ ＦＥＰ（５０）

ＣＶＴ３８,Ｅ５.５×２ ＦＥＰ（５０）

ＣＶＴ１００,Ｅ５.５×２ ＦＥＰ（８０）

ＦＥＰ（８０）ＣＶＴ１００,Ｅ５.５×２

ＦＥＰ（８０）ＣＶＴ１００,Ｅ５.５×２

ＦＥＰ（８０）ＣＶＴ１００,Ｅ５.５×２

ＦＥＰ（８０）ＣＶＴ１００,Ｅ５.５×２

ＦＥＰ（８０）ＣＶＴ１００,Ｅ５.５×２

ＣＶＴ１５０,Ｅ５.５×２ ＦＥＰ（８０）

ＣＶＴ１５０,Ｅ５.５×２ ＦＥＰ（８０）

ＣＶＴ１５０,Ｅ５.５×２ ＦＥＰ（８０）

ＣＶＴ１５０,Ｅ５.５×２ ＦＥＰ（８０）

ＣＶＴ１５０,Ｅ５.５×２ ＦＥＰ（８０）

ＣＶＴ１５０,Ｅ５.５×２ ＦＥＰ（８０）

ＣＶＴ１５０,Ｅ５.５×２ ＦＥＰ（８０）

ＣＶＴ１５０,Ｅ５.５×２ ＦＥＰ（８０）

ＣＶＴ６０,Ｅ５.５×２

ＣＶＴ６０,Ｅ５.５×２ ＦＥＰ（６５）

ＣＶＴ６０,Ｅ５.５×２ ＦＥＰ（６５）

ＣＶＴ６０,Ｅ５.５×２ ＦＥＰ（６５）

ＣＶＴ６０,Ｅ５.５×２ ＦＥＰ（６５）

ＣＶＴ６０,Ｅ５.５×２ ＦＥＰ（６５）

ＣＶＴ６０,Ｅ５.５×２ ＦＥＰ（６５）

ＣＶＴ６０,Ｅ５.５×２ ＦＥＰ（６５）

ＣＶＴ６０,Ｅ５.５×２ ＦＥＰ（６５）

ＣＶＴ６０,Ｅ５.５×２ ＦＥＰ（６５）

ＣＶＴ１００,Ｅ５.５×２ ＦＥＰ（８０）

ＣＶＴ１００,Ｅ５.５×２ ＦＥＰ（８０）

ＣＶＴ１００,Ｅ５.５×２ ＦＥＰ（８０）

ＣＶＴ１００,Ｅ５.５×２ ＦＥＰ（８０）

ＣＶＴ１００,Ｅ５.５×２ ＦＥＰ（８０）

ＣＶＴ１００,Ｅ５.５×２ ＦＥＰ（８０）

ＣＶＴ１００,Ｅ５.５×２ ＦＥＰ（８０）

ＣＶＴ１００,Ｅ５.５×２ ＦＥＰ（８０）

ＣＶＴ１００,Ｅ５.５×２ ＦＥＰ（８０）

ＣＶＴ１００,Ｅ５.５×２ ＦＥＰ（８０）

ＣＶ５.５－３Ｃ,Ｅ５.５×２

ＣＶ５.５－３Ｃ,Ｅ５.５×２ ＦＥＰ（３０）

ＣＶ５.５－３Ｃ,Ｅ５.５×２ ＦＥＰ（３０）

ＣＶ５.５－３Ｃ,Ｅ５.５×２ ＦＥＰ（３０）

ＣＶ５.５－３Ｃ,Ｅ５.５×２ ＦＥＰ（３０）

ＣＶ５.５－３Ｃ,Ｅ５.５×２ ＦＥＰ（３０）

ＣＶ５.５－３Ｃ,Ｅ５.５×２ ＦＥＰ（３０）

ＣＶＴ１００,Ｅ５.５×２ ＦＥＰ（８０）

ＣＶＴ１００,Ｅ５.５×２ ＦＥＰ（８０）

ＣＶＴ１００,Ｅ５.５×２ ＦＥＰ（８０）

ＣＶＴ１００,Ｅ５.５×２ ＦＥＰ（８０）

ＣＶＴ１００,Ｅ５.５×２ ＦＥＰ（８０）

ＣＶＴ１００,Ｅ５.５×２ ＦＥＰ（８０）

ＣＶＴ１００,Ｅ５.５×２ ＦＥＰ（８０）

ＣＶＴ１５０,Ｅ５.５×２ ＦＥＰ（８０）

ＣＶＴ１５０,Ｅ５.５×２ ＦＥＰ（８０）

ＣＶＴ１５０,Ｅ５.５×２ ＦＥＰ（８０）

ＣＶＴ１５０,Ｅ５.５×２ ＦＥＰ（８０）

ＣＶＴ１５０,Ｅ５.５×２ ＦＥＰ（８０）

ＣＶＴ１５０,Ｅ５.５×２ ＦＥＰ（８０）

ＣＶＴ１５０,Ｅ５.５×２ ＦＥＰ（８０）

ＣＶＴ１５０,Ｅ５.５×２ ＦＥＰ（８０）

ＣＶＴ１５０,Ｅ５.５×２ ＦＥＰ（８０）

屋外キュービクル　～　ＬＭ－クラブハウスＣＶ５.５－３Ｃ ＦＥＰ（３０）

屋外キュービクル　～　ＬＭ－クラブハウスＦＥＰ（３０）ＣＶ５.５－３Ｃ

屋外キュービクル　～　ＬＭ－クラブハウスＦＥＰ（３０）ＣＶ５.５－３Ｃ

ＣＶ５.５－３Ｃ ＦＥＰ（３０） 屋外キュービクル　～　ＬＭ－クラブハウスＣＶＴ１００,Ｅ２２×２ ＦＥＰ（８０）

ＣＶＴ１００,Ｅ２２×２ ＦＥＰ（８０）

ＣＶＴ１００,Ｅ２２×２ ＦＥＰ（８０）

ＣＶＴ１００,Ｅ２２×２ ＦＥＰ（８０）屋外キュービクル　～　ＬＭ－管理ＣＶ５.５－３Ｃ ＦＥＰ（３０）

ＣＶ５.５－３Ｃ ＦＥＰ（３０） 屋外キュービクル　～　ＬＭ－管理

ＦＥＰ（３０）ＣＶ５.５－３Ｃ

ＦＥＰ（３０）ＣＶ５.５－３Ｃ

屋外キュービクル　～　ＬＭ－ＷＣ北ＣＶ５.５－３Ｃ ＦＥＰ（３０）

ＣＶ５.５－３Ｃ ＦＥＰ（３０） 屋外キュービクル　～　ＬＭ－ＷＣ北

ＣＶ５.５－３Ｃ ＦＥＰ（３０） 屋外キュービクル　～　ＬＭ－ＷＣ北

ＣＶ５.５－３Ｃ ＦＥＰ（３０）

ＣＶ５.５－３Ｃ ＦＥＰ（３０）

ＣＶ５.５－３Ｃ ＦＥＰ（３０）

屋外キュービクル　～　ＬＭ－ＷＣ南ＣＶ５.５－３Ｃ ＦＥＰ（３０）

ＣＶ５.５－３Ｃ ＦＥＰ（３０） 屋外キュービクル　～　ＬＭ－ＷＣ南

ＣＶ５.５－３Ｃ ＦＥＰ（３０） 屋外キュービクル　～　ＬＭ－ＷＣ南

ＣＶ５.５－３Ｃ ＦＥＰ（３０）

屋外キュービクル　～　ＬＭ－ＷＣ南ＦＥＰ（３０）ＣＶ５.５－３Ｃ

屋外キュービクル　～　ＬＭ－ＷＣ南ＦＥＰ（３０）ＣＶ５.５－３Ｃ

屋外キュービクル　～　ＬＭ－ＷＣ南ＦＥＰ（３０）ＣＶ５.５－３Ｃ

屋外キュービクル　～　ＬＭ－ＷＣ南ＦＥＰ（３０）ＣＶ５.５－３Ｃ

屋外キュービクル　～　ＬＭ－ＷＣ南ＦＥＰ（３０）ＣＶ５.５－３Ｃ

屋外キュービクル　～　ＬＭ－ＷＣ南ＦＥＰ（３０）ＣＶ５.５－３Ｃ

ＣＶＴ３８,Ｅ８×２

ＣＶＴ３８,Ｅ８×２ ＦＥＰ（５０） 屋外キュービクル　～　Ｍ－ポンプ

ＣＶＴ３８,Ｅ８×２ ＦＥＰ（５０） 屋外キュービクル　～　Ｍ－ポンプ

ＣＶＴ３８,Ｅ８×２ ＦＥＰ（５０） 屋外キュービクル　～　Ｍ－ポンプ

ＣＶＴ３８,Ｅ８×２ ＦＥＰ（５０） 屋外キュービクル　～　Ｍ－ポンプ

ＣＶＴ３８,Ｅ８×２ ＦＥＰ（５０） 屋外キュービクル　～　Ｍ－ポンプ

ＣＶＴ３８,Ｅ８×２ ＦＥＰ（５０） 屋外キュービクル　～　Ｍ－ポンプ

ＣＶＴ３８,Ｅ８×２ ＦＥＰ（５０） 屋外キュービクル　～　Ｍ－ポンプ

ＣＶ５.５－３Ｃ,Ｅ５.５×２ ＦＥＰ（３０）

ＣＶ８－３Ｃ×２

１Ｌ１

２Ｌ７

１Ｌ３

１Ｌ４

１Ｌ５

２Ｌ１

２Ｌ２

２Ｌ３

２Ｌ４

２Ｌ５

２Ｌ６

Ｍ１

Ｍ２

Ｍ３

Ｍ４

Ｍ５

Ｍ６

１Ｌ１

１Ｌ１

１Ｌ１

２Ｌ７

２Ｌ７

２Ｌ７

１Ｌ４

１Ｌ４

１Ｌ４

１Ｌ４

１Ｌ４

１Ｌ５

１Ｌ５

１Ｌ５

１Ｌ５

１Ｌ５

１Ｌ５

１Ｌ５

２Ｌ１

２Ｌ１

２Ｌ１

２Ｌ２

２Ｌ２

２Ｌ２

２Ｌ２

２Ｌ２

２Ｌ３

２Ｌ３

２Ｌ３

２Ｌ３

２Ｌ３

２Ｌ３

２Ｌ３

２Ｌ３

２Ｌ４

２Ｌ４

２Ｌ４

２Ｌ４

２Ｌ４

２Ｌ５

２Ｌ５

２Ｌ５

２Ｌ５

２Ｌ５

２Ｌ５

２Ｌ６

２Ｌ６

２Ｌ６

２Ｌ６

２Ｌ６

２Ｌ６

２Ｌ６

２Ｌ６

Ｍ１

Ｍ１

Ｍ１

Ｍ２

Ｍ２

Ｍ２

Ｍ３

Ｍ３

Ｍ３

Ｍ４

Ｍ４

Ｍ４

Ｍ４

Ｍ４

Ｍ５

Ｍ５

Ｍ５

Ｍ５

Ｍ５

Ｍ５

Ｍ５

Ｍ５

Ｍ５

２Ｌ３

２Ｌ４

Ｍ６

Ｍ６

Ｍ６

Ｍ６

Ｍ６

Ｍ６

Ｍ６

ＣＶ５.５－３Ｃ ＦＥＰ（３０）

ＣＶ５.５－３Ｃ ＦＥＰ（３０）

Ｌ－グランド②　～　Ｗｉｆｉ･ＬＡＮ機器盤

Ｌ－グランド②　～　ＡＩ機器盤

ＣＶ５.５－３Ｃ

ＣＶ５.５－３Ｃ

ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０） Ｌ－グランド②　～　ＡＩ機器盤

Ｌ－グランド②　～　Ｗｉｆｉ･ＬＡＮ機器盤

ＣＶ５.５－３Ｃ

ＣＶ５.５－３Ｃ

ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０） Ｌ－グランド②　～　ＡＩ機器盤

Ｌ－グランド②　～　Ｗｉｆｉ･ＬＡＮ機器盤

ＣＶ５.５－３Ｃ

ＣＶ５.５－３Ｃ ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０）

Ｌ－グランド②　～　ＡＩ機器盤

Ｌ－グランド②　～　Ｗｉｆｉ･ＬＡＮ機器盤

警４

警５

警６

ＣＶＶ２－２Ｃ

ＣＶＶ２－２Ｃ

ＣＶＶ２－２Ｃ

ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０）

警７ ＣＶＶ２－２Ｃ ＦＥＰ（３０）

排水ポンプ制御盤（クラブハウス）　～　警報盤

排水ポンプ制御盤（管理棟）　～　警報盤

排水ポンプ制御盤（屋外トイレ①）　～　警報盤

排水ポンプ制御盤（屋外トイレ②）　～　警報盤

ＦＥＰ（３０）ＦＣＰＥＶ１.２－１Ｐ Ｌ－グランド①　～　ＬＭ－管理

ＦＣＰＥＶ１.２－１Ｐ ＦＥＰ（３０） Ｌ－グランド①　～　ＬＭ－管理

ＦＣＰＥＶ１.２－１Ｐ ＦＥＰ（３０） Ｌ－グランド①　～　ＬＭ－管理

ＦＣＰＥＶ１.２－１Ｐ ＦＥＰ（３０） Ｌ－グランド①　～　ＬＭ－管理

ＦＣＰＥＶ１.２－１Ｐ ＦＥＰ（３０） Ｌ－グランド①　～　ＬＭ－管理

ＦＣＰＥＶ１.２－１Ｐ ＦＥＰ（３０） Ｌ－グランド①　～　ＬＭ－管理

ＦＣＰＥＶ１.２－１Ｐ ＦＥＰ（３０） ＬＭ－ＷＣ北　～　ＬＭ－管理

ＦＣＰＥＶ１.２－１Ｐ ＦＥＰ（３０） ＬＭ－クラブハウス　～　ＬＭ－管理

ＦＣＰＥＶ１.２－１Ｐ ＦＥＰ（３０） Ｌ－グランド①　～　ＬＭ－管理

ＬＭ－ＷＣ北　～　ＬＭ－管理

ＬＭ－クラブハウス　～　ＬＭ－管理

Ｌ－グランド①　～　ＬＭ－管理

ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０）

ＦＣＰＥＶ１.２－１Ｐ

ＦＣＰＥＶ１.２－１Ｐ

ＦＣＰＥＶ１.２－１Ｐ

ＦＣＰＥＶ１.２－１Ｐ

ＦＣＰＥＶ１.２－１Ｐ ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０）

ＬＭ－クラブハウス　～　ＬＭ－管理

Ｌ－グランド③　～　ＬＭ－クラブハウス

ＦＣＰＥＶ１.２－１Ｐ

ＦＣＰＥＶ１.２－１Ｐ ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０）

ＬＭ－クラブハウス　～　ＬＭ－管理

ＬＭ－グランド③　～　ＬＭ－クラブハウス

ＦＣＰＥＶ１.２－１Ｐ

ＦＣＰＥＶ１.２－１Ｐ ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０）

ＬＭ－グランド③　～　ＬＭ－クラブハウス

ＬＭ－ＷＣ北　～　ＬＭ－管理

ＦＣＰＥＶ１.２－１Ｐ ＦＥＰ（３０） ＬＭ－ＷＣ北　～　ＬＭ－管理

ＦＣＰＥＶ１.２－１Ｐ ＦＥＰ（３０） ＬＭ－ＷＣ北　～　ＬＭ－管理

ＦＣＰＥＶ１.２－１Ｐ ＦＥＰ（３０） Ｌ－グランド④　～　ＬＭ－ＷＣ北

ＦＣＰＥＶ１.２－１Ｐ ＦＥＰ（３０） Ｌ－グランド④　～　ＬＭ－管理

ＦＣＰＥＶ１.２－１Ｐ ＦＥＰ（３０） Ｌ－グランド④　～　ＬＭ－管理

ＦＣＰＥＶ１.２－１Ｐ ＦＥＰ（３０） Ｌ－グランド④　～　ＬＭ－管理

ＦＣＰＥＶ１.２－１Ｐ ＦＥＰ（３０） Ｌ－グランド④　～　ＬＭ－管理

ＣＶ８－３Ｃ×２

ＣＶ８－３Ｃ×２

ＣＶ８－３Ｃ×２

ＣＶ８－３Ｃ×２

ＣＶ８－３Ｃ×２

ＣＶ８－３Ｃ×２

ＣＶ８－３Ｃ×２

ＣＶ８－３Ｃ×２

ＣＶ８－３Ｃ×２

ＣＶ８－３Ｃ×２

ＣＶ８－３Ｃ×２

ＣＶ８－３Ｃ×２

ＣＶ８－３Ｃ×２

ＣＶ８－３Ｃ×２

ＣＶ８－３Ｃ×２

ＣＶ８－３Ｃ×２

ＣＶ８－３Ｃ×２

ＣＶ８－３Ｃ×２

ＣＶ８－３Ｃ×２

ＣＶ８－３Ｃ×２ ＦＥＰ（４０）

ＣＶ８－３Ｃ×２

ＣＶ８－３Ｃ×２

ＣＶ８－３Ｃ×２

ＣＶ８－３Ｃ×２

ＣＶ８－３Ｃ×２

ＣＶ８－３Ｃ×２

ＣＶ８－３Ｃ×２

ＣＶ８－３Ｃ×２

ＦＣＰＥＶ１.２－１Ｐ ＦＥＰ（３０）

ＦＣＰＥＶ１.２－１Ｐ ＦＥＰ（３０）

Ｌ－グランド②　～　Ｌ－グランド③

Ｌ－グランド③　～　ＬＭ－クラブハウス

ＦＣＰＥＶ１.２－１Ｐ ＦＥＰ（３０） Ｌ－グランド②　～　Ｌ－グランド③

ＦＣＰＥＶ１.２－１Ｐ

ＦＣＰＥＶ１.２－１Ｐ

ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０）

ＬＭ－ＷＣ南　～　Ｌ－グランド②

Ｌ－グランド②　～　Ｌ－グランド③

ＦＣＰＥＶ１.２－１Ｐ ＦＥＰ（３０） ＬＭ－ＷＣ南　～　Ｌ－グランド②

ＦＣＰＥＶ１.２－１Ｐ ＦＥＰ（３０） ＬＭ－ＷＣ南　～　Ｌ－グランド②

ＦＣＰＥＶ１.２－１Ｐ ＦＥＰ（３０） ＬＭ－ＷＣ南　～　Ｌ－グランド②

Ｌ－グランド③　～　ＬＭ－クラブハウスＦＥＰ（３０）ＦＣＰＥＶ１.２－１Ｐ

Ｌ－グランド③　～　ＬＭ－クラブハウスＦＥＰ（３０）ＦＣＰＥＶ１.２－１Ｐ

配線記号 配線サイズ 配管サイズ 備考 備考配管サイズ配線サイズ配線記号

屋外キュービクル　～　ＬＭ－クラブハウス １Ｌ２

屋外キュービクル　～　ＬＭ－クラブハウス １Ｌ２

屋外キュービクル　～　ＬＭ－クラブハウス １Ｌ２

屋外キュービクル　～　ＬＭ－クラブハウス １Ｌ２

ＣＶ５.５－３Ｃ ＦＥＰ（３０） Ｌ－グランド③　～　スプリンクラー制御盤

ＦＥＰ（３０） Ｌ－グランド③　～　スプリンクラー制御盤

４３ ＣＶ５.５－３Ｃ ＦＥＰ（３０） Ｌ－グランド③　～　スプリンクラー制御盤

ＣＶ５.５－３Ｃ

ＦＥＰ（４０）

ＦＥＰ（４０）

ＦＥＰ（４０）

ＦＥＰ（４０）

ＦＥＰ（４０）

ＦＥＰ（４０）

ＦＥＰ（４０）

ＦＥＰ（４０）

ＦＥＰ（４０）

ＦＥＰ（４０）

ＦＥＰ（４０）

ＦＥＰ（４０）

ＦＥＰ（４０）

ＦＥＰ（４０）

ＦＥＰ（４０）

ＦＥＰ（４０）

ＦＥＰ（４０）

ＦＥＰ（４０）

ＦＥＰ（４０）

ＦＥＰ（４０）

ＦＥＰ（４０）

ＦＥＰ（４０）

ＦＥＰ（４０）

ＦＥＰ（４０）

ＦＥＰ（４０）

ＦＥＰ（４０）

ＦＥＰ（４０）

ＦＥＰ（４０）

ＣＶＴ１００ ＦＥＰ（８０）

ＣＶＴ１００ ＦＥＰ（８０）

ＣＶＴ１００ ＦＥＰ（８０）

ＣＶＴ１００ ＦＥＰ（８０）

外構配線リスト（１）

1/N.S 1/N.S

図面番号 区分

2022年4月
年月日

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所

東京都知事登録 第 35509号

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所　九州支店

福岡県知事登録 第1-11482号

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

秋吉　賢一　 

山元　徹也 伊藤　翔治

伊藤　裕也

号

217159

272676

266089

号

鈴木　耕造号 号353942

号383653

担当 特記

管理番号

工事名 図面名

縮尺
A1: A3:

長浜　愛美

1LU122YD1

屋外型トレーニングセンター建設工事
電気04E -



配線記号 設備 配線サイズ 配管サイズ 備考

弱 電話 空配管 ＦＥＰ（８０）×１ 引込　～　管理室

情報 空配管 ＦＥＰ（８０）×３ 引込　～　管理室

予備 空配管 ＦＥＰ（８０）×１ 引込　～　管理室

あ Ｗifi ＵＴＰ０.５－４Ｐ（Ｃａｔ６） ＦＥＰ（３０） Ｔ－グランド①　～　ＡＰ

放送 ＡＥ１.２－２Ｃ ＦＥＰ（３０） Ｔ－グランド①　～　スピーカー

い Ｗifi ＵＴＰ０.５－４Ｐ（Ｃａｔ６） ＦＥＰ（３０）

放送 ＦＥＰ（３０）

う Ｗifi ＵＴＰ０.５－４Ｐ（Ｃａｔ６） ＦＥＰ（３０）

放送 ＦＥＰ（３０）

え
Ｗifi

光ケーブル（ＳＭ／８Ｃ） 管理室　～　Ｔ－グランド①

ＵＴＰ０.５－４Ｐ（Ｃａｔ６）×２

放送
ＡＥ１.２－３Ｐ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　Ｔ－グランド①

ＡＥ１.２－２Ｃ×２ ＦＥＰ（３０）

お
Ｗifi

管理室　～　Ｔ－グランド①

ＵＴＰ０.５－４Ｐ（Ｃａｔ６） ＦＥＰ（３０）

ＡＥ１.２－３Ｐ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　Ｔ－グランド①

ＦＥＰ（３０）

か
Ｗifi

管理室　～　Ｔ－グランド①

ＵＴＰ０.５－４Ｐ（Ｃａｔ６） ＦＥＰ（３０）

放送
ＡＥ１.２－３Ｐ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　Ｔ－グランド①

ＦＥＰ（３０）

き Ｗifi ＵＴＰ０.５－４Ｐ（Ｃａｔ６） ＦＥＰ（３０）

放送 ＦＥＰ（３０）

く Ｗifi 管理室　～　Ｔ－グランド①

放送 ＡＥ１.２－３Ｐ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　Ｔ－グランド①

け Ｗifi 管理室　～　Ｔ－グランド①

放送 ＡＥ１.２－３Ｐ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　Ｔ－グランド①

自火報 ＨＰ１.２－１０Ｐ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　消火栓ポンプ盤

こ Ｗifi 管理室　～　Ｔ－グランド①

放送 ＡＥ１.２－３Ｐ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　Ｔ－グランド①

自火報 ＨＰ１.２－１０Ｐ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　消火栓ポンプ盤

さ
電話

ＴＫＥＶ０.５－１０Ｐ 管理室　～　クラブハウス

Ｗifi

光ケーブル（ＳＭ／８Ｃ）　 管理室　～　クラブハウス

光ケーブル（ＳＭ／８Ｃ）　 管理室　～　Ｔ－グランド①

光ケーブル（ＳＭ／８Ｃ）　 管理室　～　Ｔ－グランド②

光ケーブル（ＳＭ／８Ｃ）　 管理室　～　Ｔ－グランド③

光ケーブル（ＳＭ／８Ｃ）　 管理室　～　Ｔ－グランド④

放送

ＡＥ１.２－１０Ｐ 管理室　～　クラブハウス

管理室　～　室内練習場

ＡＥ１.２－３Ｐ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　Ｔ－グランド①

ＡＥ１.２－３Ｐ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　Ｔ－グランド②

ＡＥ１.２－３Ｐ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　Ｔ－グランド③

ＡＥ１.２－３Ｐ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　Ｔ－グランド④

ＦＥＰ（３０） 管理室　～　ＲＰ－グランド②
ＦＣＰＥＶ１.２－３Ｐ

ＦＥＰ（３０） 管理室　～　ＲＰ－グランド③
ＦＣＰＥＶ１.２－３Ｐ

ＨＰ１.２－１５Ｐ
管理室　～　クラブハウス

ＨＰ１.２－１０Ｐ ＦＥＰ（３０）

管理室　～　消火栓ポンプ盤

将来用 空配管 ＦＥＰ（８０）×３ 管理室　～　将来用

し
電話

ＴＫＥＶ０.５－１０Ｐ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　クラブハウス

ＴＫＥＶ０.５－１０Ｐ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　室内練習場

Ｗifi

光ケーブル（ＳＭ／８Ｃ）　 ＦＥＰ（３０） 管理室　～　クラブハウス

光ケーブル（ＳＭ／８Ｃ）　 ＦＥＰ（３０） 管理室　～　室内練習場

光ケーブル（ＳＭ／８Ｃ）　 ＦＥＰ（３０） 管理室　～　Ｔ－グランド①

光ケーブル（ＳＭ／８Ｃ）　 ＦＥＰ（３０） 管理室　～　Ｔ－グランド②

光ケーブル（ＳＭ／８Ｃ）　 ＦＥＰ（３０） 管理室　～　Ｔ－グランド③

光ケーブル（ＳＭ／８Ｃ）　 ＦＥＰ（３０） 管理室　～　Ｔ－グランド④

放送

ＡＥ１.２－１０Ｐ 管理室　～　クラブハウス

管理室　～　室内練習場

ＡＥ１.２－３Ｐ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　Ｔ－グランド①

ＡＥ１.２－３Ｐ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　Ｔ－グランド②

ＡＥ１.２－３Ｐ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　Ｔ－グランド③

ＡＥ１.２－３Ｐ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　Ｔ－グランド④

す
電話

ＴＫＥＶ０.５－１０Ｐ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　クラブハウス

ＴＫＥＶ０.５－１０Ｐ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　室内練習場

Ｗifi

光ケーブル（ＳＭ／８Ｃ）　 ＦＥＰ（３０） 管理室　～　クラブハウス

光ケーブル（ＳＭ／８Ｃ）　 ＦＥＰ（３０） 管理室　～　室内練習場

光ケーブル（ＳＭ／８Ｃ）　 ＦＥＰ（３０） 管理室　～　Ｔ－グランド①

光ケーブル（ＳＭ／８Ｃ）　 ＦＥＰ（３０） 管理室　～　Ｔ－グランド②

光ケーブル（ＳＭ／８Ｃ）　 ＦＥＰ（３０） 管理室　～　Ｔ－グランド③

光ケーブル（ＳＭ／８Ｃ）　 ＦＥＰ（３０） 管理室　～　Ｔ－グランド④

放送

ＡＥ１.２－１０Ｐ 管理室　～　クラブハウス

管理室　～　室内練習場

ＡＥ１.２－３Ｐ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　Ｔ－グランド①

ＡＥ１.２－３Ｐ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　Ｔ－グランド②

ＡＥ１.２－３Ｐ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　Ｔ－グランド③

ＡＥ１.２－３Ｐ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　Ｔ－グランド④

そ

電話
ＴＫＥＶ０.５－１０Ｐ 管理室　～　クラブハウス

Ｗifi

光ケーブル（ＳＭ／８Ｃ）　 ＦＥＰ（３０） 管理室　～　クラブハウス

光ケーブル（ＳＭ／８Ｃ）　 ＦＥＰ（３０） 管理室　～　Ｔ－グランド②

光ケーブル（ＳＭ／８Ｃ）　 ＦＥＰ（３０） 管理室　～　Ｔ－グランド③

光ケーブル（ＳＭ／８Ｃ）　 ＦＥＰ（３０） 管理室　～　Ｔ－グランド④

放送

ＡＥ１.２－１０Ｐ 管理室　～　クラブハウス

ＡＥ１.２－３Ｐ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　Ｔ－グランド②

ＡＥ１.２－３Ｐ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　Ｔ－グランド③

ＡＥ１.２－３Ｐ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　Ｔ－グランド④

た 電話 ＴＫＥＶ０.５－１０Ｐ 管理室　～　クラブハウス

管理室　～　クラブハウスＷifi 光ケーブル（ＳＭ／８Ｃ）　 ＦＥＰ（３０）

管理室　～　クラブハウス

放送 ＡＥ１.２－１０Ｐ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　クラブハウス

ち

Ｗifi

光ケーブル（ＳＭ／８Ｃ）　 ＦＥＰ（３０） 管理室　～　Ｔ－グランド②

光ケーブル（ＳＭ／８Ｃ）　 ＦＥＰ（３０） 管理室　～　Ｔ－グランド③

光ケーブル（ＳＭ／８Ｃ）　 ＦＥＰ（３０） 管理室　～　Ｔ－グランド④

放送

ＡＥ１.２－３Ｐ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　Ｔ－グランド②

ＡＥ１.２－３Ｐ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　Ｔ－グランド③

ＡＥ１.２－３Ｐ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　Ｔ－グランド④

ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０）

将来用 空配管 ＦＥＰ（８０）×３ 管理室　～　将来用

つ Ｗifi 光ケーブル（ＳＭ／８Ｃ）　 ＦＥＰ（３０） 管理室　～　Ｔ－グランド④

放送 ＡＥ１.２－３Ｐ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　Ｔ－グランド④

て Ｗifi 光ケーブル（ＳＭ／８Ｃ）　 ＦＥＰ（３０） 管理室　～　Ｔ－グランド④

放送 ＡＥ１.２－３Ｐ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　Ｔ－グランド④

と Ｗifi 光ケーブル（ＳＭ／８Ｃ）　 ＦＥＰ（３０） 管理室　～　Ｔ－グランド④

放送 ＡＥ１.２－３Ｐ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　Ｔ－グランド④

な Ｗifi 光ケーブル（ＳＭ／８Ｃ）　 ＦＥＰ（３０） 管理室　～　Ｔ－グランド④

放送 ＡＥ１.２－３Ｐ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　Ｔ－グランド④

に Ｗifi ＵＴＰ０.５－４Ｐ（Ｃａｔ６） ＦＥＰ（３０） Ｔ－グランド④　～　ＡＰ

放送 ＡＥ１.２－２Ｃ ＦＥＰ（３０） Ｔ－グランド④　～　スピーカー

ぬ
Ｗifi

光ケーブル（ＳＭ／８Ｃ）　 ＦＥＰ（３０） 管理室　～　Ｔ－グランド④

ＵＴＰ０.５－４Ｐ（Ｃａｔ６） ＦＥＰ（３０）

放送
ＡＥ１.２－３Ｐ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　Ｔ－グランド④

ＦＥＰ（３０）

ね
Ｗifi

光ケーブル（ＳＭ／８Ｃ）　 ＦＥＰ（３０） 管理室　～　Ｔ－グランド④

ＵＴＰ０.５－４Ｐ（Ｃａｔ６）×２ ＦＥＰ（３０）

放送
ＡＥ１.２－３Ｐ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　Ｔ－グランド④

ＡＥ１.２－２Ｃ×２ ＦＥＰ（３０）

の Ｗifi ＵＴＰ０.５－４Ｐ（Ｃａｔ６） ＦＥＰ（３０）

放送 ＦＥＰ（３０）

は Ｗifi ＵＴＰ０.５－４Ｐ（Ｃａｔ６） ＦＥＰ（３０） Ｔ－グランド④　～　ＡＰ

放送 ＦＥＰ（３０） Ｔ－グランド④　～　スピーカー

ひ Ｗifi ＵＴＰ０.５－４Ｐ（Ｃａｔ６） ＦＥＰ（３０） Ｔ－グランド③　～　ＡＰ

放送 ＦＥＰ（３０） Ｔ－グランド③　～　スピーカー

ふ
Ｗifi

光ケーブル（ＳＭ／８Ｃ）　 ＦＥＰ（３０） 管理室　～　Ｔ－グランド②

光ケーブル（ＳＭ／８Ｃ）　 ＦＥＰ（３０） 管理室　～　Ｔ－グランド③

放送

ＡＥ１.２－３Ｐ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　Ｔ－グランド②

ＡＥ１.２－３Ｐ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　Ｔ－グランド③

ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０）

将来用 空配管 ＦＥＰ（８０）×３ 管理室　～　将来用

へ Ｗifi ＵＴＰ０.５－４Ｐ（Ｃａｔ６） ＦＥＰ（３０） Ｔ－グランド②　～　ＡＰ

放送 ＦＥＰ（３０） Ｔ－グランド②　～　スピーカー

ほ

Ｗifi

光ケーブル（ＳＭ／８Ｃ）　 ＦＥＰ（３０） 管理室　～　Ｔ－グランド②

光ケーブル（ＳＭ／８Ｃ）　 ＦＥＰ（３０） 管理室　～　Ｔ－グランド③

ＵＴＰ０.５－４Ｐ（Ｃａｔ６） ＦＥＰ（３０） Ｔ－グランド②　～　ＡＰ

ＵＴＰ０.５－４Ｐ（Ｃａｔ６） ＦＥＰ（３０） Ｔ－グランド③　～　ＡＰ

放送

ＡＥ１.２－３Ｐ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　Ｔ－グランド②

ＡＥ１.２－３Ｐ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　Ｔ－グランド③

ＡＥ１.２－３Ｃ ＦＥＰ（３０） Ｔ－グランド②　～　スピーカー

ＡＥ１.２－３Ｃ ＦＥＰ（３０） Ｔ－グランド③　～　スピーカー

ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０）

将来用 空配管 ＦＥＰ（８０）×３ 管理室　～　将来用

ま
Ｗifi

光ケーブル（ＳＭ／８Ｃ）　 ＦＥＰ（３０） 管理室　～　Ｔ－グランド③

ＵＴＰ０.５－４Ｐ（Ｃａｔ６）×２ ＦＥＰ（３０） Ｔ－グランド③　～　ＡＰ

放送

ＡＥ１.２－３Ｐ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　Ｔ－グランド③

ＡＥ１.２－２Ｃ×２ ＦＥＰ（３０） Ｔ－グランド③　～　スピーカー

ＦＥＰ（３０） 管理室　～　ＲＰ－グランド③

み

Ｗifi

光ケーブル（ＳＭ／８Ｃ）　 ＦＥＰ（３０） 管理室　～　Ｔ－グランド②

ＵＴＰ０.５－４Ｐ（Ｃａｔ６） ＦＥＰ（３０） Ｔ－グランド②　～　ＡＰ

放送

ＡＥ１.２－３Ｐ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　Ｔ－グランド②

ＡＥ１.２－２Ｃ ＦＥＰ（３０） Ｔ－グランド②　～　スピーカー

ＦＥＰ（３０） 管理室　～　ＲＰ－グランド②

将来用 空配管 ＦＥＰ（８０）×３ 管理室　～　将来用

む
Ｗifi

光ケーブル（ＳＭ／８Ｃ）　 ＦＥＰ（３０） 管理室　～　Ｔ－グランド②

ＵＴＰ０.５－４Ｐ（Ｃａｔ６）×２ ＦＥＰ（３０） Ｔ－グランド②　～　ＡＰ

放送

ＡＥ１.２－３Ｐ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　Ｔ－グランド②

ＡＥ１.２－２Ｃ×２ ＦＥＰ（３０） Ｔ－グランド②　～　スピーカー

ＦＥＰ（３０）

め
Ｗifi

ＵＴＰ０.５－４Ｐ（Ｃａｔ６） ＦＥＰ（３０） Ｔ－グランド②　～　ＡＰ

ＵＴＰ０.５－４Ｐ（Ｃａｔ６） ＦＥＰ（３０） Ｔ－グランド③　～　ＡＰ

放送
ＡＥ１.２－２Ｃ ＦＥＰ（３０） Ｔ－グランド②　～　スピーカー

ＡＥ１.２－２Ｃ ＦＥＰ（３０） Ｔ－グランド③　～　スピーカー

将来用 空配管 ＦＥＰ（８０）×３ 管理室　～　将来用

も Ｗifi ＵＴＰ０.５－４Ｐ（Ｃａｔ６） ＦＥＰ（３０） Ｔ－グランド③　～　ＡＰ

放送 ＦＥＰ（３０） Ｔ－グランド③　～　スピーカー

や Ｗifi ＵＴＰ０.５－４Ｐ（Ｃａｔ６） ＦＥＰ（３０） Ｔ－グランド②　～　ＡＰ

放送 ＦＥＰ（３０） Ｔ－グランド②　～　スピーカー

将来用 空配管 ＦＥＰ（８０）×３ 管理室　～　将来用

ゆ Ｗifi ＵＴＰ０.５－４Ｐ（Ｃａｔ６） ＦＥＰ（３０） Ｔ－グランド②　～　ＡＰ

放送 ＦＥＰ（３０） Ｔ－グランド②　～　スピーカー

よ 将来用 空配管 ＦＥＰ（８０）×３ 管理室　～　将来用

ら 自火報 ＨＰ１.２－１０Ｐ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　消火栓ポンプ盤

備考配管サイズ設備配線記号 備考配管サイズ配線サイズ設備配線記号

弱電配線リスト

電話 ＴＫＥＶ０.５－１０Ｐ 管理室　～　室内練習場

Ｗifi 光ケーブル（ＳＭ／８Ｃ）　 ＦＥＰ（３０） 管理室　～　室内練習場

放送 管理室　～　室内練習場

配線サイズ

せ

管理室　～　室内練習場
自火報

放送

ＡＥ１.２－２Ｃ

ＡＥ１.２－２Ｃ

ＡＥ１.２－２Ｃ

ＡＥ１.２－２Ｃ

ＡＥ１.２－２Ｃ

ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０）

ＭＶＶＳ０.７５－２Ｃ

ＭＶＶＳ０.７５－２Ｃ

ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０）

ＨＰ１.２－１０Ｐ ＦＥＰ（３０）

将来用

自火報

ＦＣＰＥＶ１.２－３Ｐ

ＦＣＰＥＶ１.２－３Ｐ

空配管

ＭＶＶＳ０.７５－２Ｃ

ＭＶＶＳ０.７５－２Ｃ

ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（８０）×３ 管理室　～　将来用

将来用

自火報

ＦＣＰＥＶ１.２－３Ｐ

ＦＣＰＥＶ１.２－３Ｐ

空配管

ＭＶＶＳ０.７５－２Ｃ

ＭＶＶＳ０.７５－２Ｃ

ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（８０）×３ 管理室　～　将来用

ＦＣＰＥＶ１.２－３Ｐ

ＭＶＶＳ０.７５－２Ｃ

ＦＣＰＥＶ１.２－３Ｐ

ＭＶＶＳ０.７５－２Ｃ

ＦＣＰＥＶ１.２－３Ｐ

ＭＶＶＳ０.７５－２Ｃ

ＦＣＰＥＶ１.２－３Ｐ

ＭＶＶＳ０.７５－２Ｃ

ＦＣＰＥＶ１.２－３Ｐ

ＭＶＶＳ０.７５－２Ｃ

ＨＰ１.２－１０Ｐ

ＨＰ１.２－１５Ｐ

ＨＰ１.２－１５Ｐ

ＨＰ１.２－１０Ｐ

ＨＰ１.２－１０Ｐ

ＨＰ１.２－１０Ｐ

ＨＰ１.２－１５Ｐ

ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０）

管理室　～　クラブハウス

管理室　～　消火栓ポンプ盤

管理室　～　室内練習場

ＨＰ１.２－１０Ｐ

ＨＰ１.２－１０Ｐ

ＨＰ１.２－１０Ｐ

ＨＰ１.２－１５Ｐ

ＨＰ１.２－１５Ｐ

ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０）

管理室　～　クラブハウス

管理室　～　消火栓ポンプ盤

管理室　～　室内練習場

ＦＣＰＥＶ１.２－３Ｐ

ＦＣＰＥＶ１.２－３Ｐ

ＭＶＶＳ０.７５－２Ｃ

ＭＶＶＳ０.７５－２Ｃ

ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０）

管理室　～　クラブハウス

管理室　～　室内練習場
ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０）

ＨＰ１.２－１５Ｐ

ＨＰ１.２－１０Ｐ

ＨＰ１.２－１０Ｐ

ＨＰ１.２－１５Ｐ
自火報

将来用 空配管 ＦＥＰ（８０）×３ 管理室　～　将来用

ＦＣＰＥＶ１.２－３Ｐ

ＭＶＶＳ０.７５－２Ｃ

ＦＣＰＥＶ１.２－３Ｐ

ＭＶＶＳ０.７５－２Ｃ

ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０）

ＭＶＶＳ０.７５－２Ｃ

ＦＣＰＥＶ１.２－３Ｐ

ＭＶＶＳ０.７５－２Ｃ

ＦＣＰＥＶ１.２－３Ｐ

ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０）

Ｔ－グランド①　～　スピーカー

Ｔ－グランド①　～　ＡＰ

Ｔ－グランド①　～　スピーカー

Ｔ－グランド①　～　ＡＰ

Ｔ－グランド①　～　ＡＰ

Ｔ－グランド①　～　スピーカー

Ｔ－グランド①　～　ＡＰ

Ｔ－グランド①　～　スピーカー

光ケーブル（ＳＭ／８Ｃ）

光ケーブル（ＳＭ／８Ｃ）

光ケーブル（ＳＭ／８Ｃ）

光ケーブル（ＳＭ／８Ｃ）

光ケーブル（ＳＭ／８Ｃ）

インターホン ＡＥ１.２－２Ｃ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　インターホン子機

インターホン ＡＥ１.２－２Ｃ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　インターホン子機

インターホン ＡＥ１.２－２Ｃ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　インターホン子機

インターホン ＡＥ１.２－２Ｃ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　インターホン子機

インターホン ＡＥ１.２－２Ｃ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　インターホン子機

インターホン ＡＥ１.２－２Ｃ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　インターホン子機

インターホン ＡＥ１.２－２Ｃ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　インターホン子機

インターホン ＡＥ１.２－２Ｃ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　インターホン子機

インターホン ＡＥ１.２－２Ｃ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　インターホン子機

管理室　～　クラブハウストイレ呼出 ＡＥ１.２－３Ｃ ＦＥＰ（３０）

トイレ呼出 ＡＥ１.２－２Ｃ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　屋外トイレ①

トイレ呼出 ＡＥ１.２－２Ｃ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　屋外トイレ②

トイレ呼出 ＡＥ１.２－２Ｃ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　屋外トイレ②

トイレ呼出 ＡＥ１.２－２Ｃ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　屋外トイレ②

トイレ呼出 ＡＥ１.２－２Ｃ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　屋外トイレ②

トイレ呼出 ＡＥ１.２－２Ｃ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　屋外トイレ②

トイレ呼出
ＡＥ１.２－２Ｃ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　屋外トイレ①

トイレ呼出 ＡＥ１.２－２Ｃ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　屋外トイレ①

ＡＥ１.２－２Ｃ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　屋外トイレ②

ＡＥ１.２－３Ｃ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　クラブハウス

ＡＥ１.２－２Ｃ

ＡＥ１.２－２Ｃ

ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０） 管理室　～　屋外トイレ②

管理室　～　屋外トイレ①トイレ呼出

トイレ呼出

ＡＥ１.２－３Ｃ

ＡＥ１.２－２Ｃ

ＡＥ１.２－２Ｃ

ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０）

管理室　～　クラブハウス

管理室　～　屋外トイレ②

管理室　～　屋外トイレ①

トイレ呼出

ＡＥ１.２－３Ｃ

ＡＥ１.２－２Ｃ

ＡＥ１.２－２Ｃ

ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０）

管理室　～　クラブハウス

管理室　～　屋外トイレ②

管理室　～　屋外トイレ①

トイレ呼出

ＡＥ１.２－３Ｃ

ＡＥ１.２－２Ｃ

ＡＥ１.２－２Ｃ

ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０）

管理室　～　クラブハウス

管理室　～　屋外トイレ②

管理室　～　屋外トイレ①

テレビ共聴 Ｓ－７Ｃ－ＦＢ ＦＥＰ（３０）

テレビ共聴 Ｓ－７Ｃ－ＦＢ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　クラブハウス

テレビ共聴 Ｓ－７Ｃ－ＦＢ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　クラブハウス

テレビ共聴 Ｓ－７Ｃ－ＦＢ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　クラブハウス

管理室　～　室内練習場

テレビ共聴 Ｓ－７Ｃ－ＦＢ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　クラブハウス

管理室　～　室内練習場光ケーブル（ＳＭ／８Ｃ）　

ＡＶ
ＸＬＲキャノンケーブル

ＵＴＰ０.５－４Ｐ（Ｃａｔ６）×４

ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０） クラブハウス　～　Ｔ－グランド⑤

クラブハウス　～　Ｔ－グランド②

ＡＶ
ＸＬＲキャノンケーブル

ＵＴＰ０.５－４Ｐ（Ｃａｔ６）×４

ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０）

クラブハウス　～　Ｔ－グランド②

クラブハウス　～　Ｔ－グランド⑤

ＡＶ
ＸＬＲキャノンケーブル

ＵＴＰ０.５－４Ｐ（Ｃａｔ６）×４

ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０）

クラブハウス　～　Ｔ－グランド②

クラブハウス　～　Ｔ－グランド⑤

ＡＶ
ＵＴＰ０.５－４Ｐ（Ｃａｔ６）×４ ＦＥＰ（３０） クラブハウス　～　Ｔ－グランド⑤

ＵＴＰ０.５－４Ｐ（Ｃａｔ６）×４ ＦＥＰ（３０） Ｔ－グランド⑤　～　Ｔ－グランド②

ＡＶ
ＵＴＰ０.５－４Ｐ（Ｃａｔ６）×４ Ｔ－グランド⑤　～　Ｔ－グランド②ＦＥＰ（３０）

ＸＬＲキャノンケーブル ＦＥＰ（３０） クラブハウス　～　Ｔ－グランド②

ＡＶ
ＵＴＰ０.５－４Ｐ（Ｃａｔ６）×４

ＸＬＲキャノンケーブル

ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０） クラブハウス　～　Ｔ－グランド②

Ｔ－グランド⑤　～　Ｔ－グランド②

ＡＶ
ＵＴＰ０.５－４Ｐ（Ｃａｔ６）×４

ＸＬＲキャノンケーブル

ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０） クラブハウス　～　Ｔ－グランド②

Ｔ－グランド⑤　～　Ｔ－グランド②

ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０）

ＴＫＥＶ０.５－１０Ｐ

ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０）

ＡＥ１.２－３Ｐ

ＡＥ１.２－３Ｐ

管理室　～　ＲＰ－グランド③

管理室　～　ＲＰ－グランド②

ＡＥ１.２－３Ｐ

管理室　～　ＲＰ－グランド③

管理室　～　ＲＰ－グランド②

管理室　～　ＲＰ－グランド③

管理室　～　ＲＰ－グランド②

ＡＥ１.２－３Ｐ

管理室　～　ＲＰ－グランド③

管理室　～　ＲＰ－グランド②

ＡＥ１.２－２Ｃ

ＡＥ１.２－２Ｃ

Ｔ－グランド④　～　ＡＰ

Ｔ－グランド④　～　スピーカー

Ｔ－グランド④　～　スピーカー

Ｔ－グランド④　～　ＡＰ

Ｔ－グランド④　～　スピーカー

Ｔ－グランド④　～　ＡＰ

ＡＥ１.２－２Ｃ

ＡＥ１.２－２Ｃ

管理室　～　ＲＰ－グランド②

管理室　～　ＲＰ－グランド③

ＡＥ１.２－２Ｃ

管理室　～　ＲＰ－グランド③

管理室　～　ＲＰ－グランド②

管理室　～　ＲＰ－グランド②

ＡＥ１.２－２Ｃ

ＡＥ１.２－２Ｃ

ＡＥ１.２－２Ｃ

ＴＫＥＶ０.５－１０Ｐ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　室内練習場

ＡＥ１.２－３Ｐ ＦＥＰ（３０） 管理室　～　室内練習場

り

Ｔ－グランド①　～　スピーカー

Ｔ－グランド①　～　ＡＰ

Ｔ－グランド①　～　ＡＰ

Ｔ－グランド①　～　スピーカー

備考配管サイズ配線サイズ設備配線記号

ＵＴＰ０.５－４Ｐ（Ｃａｔ６） ＦＥＰ（３０） Ｔ－グランド③　～　ＡＰ

ＡＥ１.２－２Ｃ ＦＥＰ（３０） Ｔ－グランド③　～　スピーカー

光ケーブル（ＳＭ／８Ｃ）　 ＦＥＰ（３０） 管理室　～　室内練習場

外構配線リスト（２）

1/N.S 1/N.S

図面番号 区分

2022年4月
年月日

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所

東京都知事登録 第 35509号

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所　九州支店

福岡県知事登録 第1-11482号

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

秋吉　賢一　 

山元　徹也 伊藤　翔治

伊藤　裕也

号

217159

272676

266089

号

鈴木　耕造号 号353942

号383653

担当 特記

管理番号

工事名 図面名

縮尺
A1: A3:

長浜　愛美

1LU122YD1

屋外型トレーニングセンター建設工事
電気05E -



外灯機器及び配管配線　配置図

1/300 1/600

図面番号 区分

2022年4月
年月日

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所

東京都知事登録 第 35509号

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所　九州支店

福岡県知事登録 第1-11482号

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

秋吉　賢一　 

山元　徹也 伊藤　翔治

伊藤　裕也

号

217159

272676

266089

号

鈴木　耕造号 号353942

号383653

担当 特記

管理番号

工事名 図面名

縮尺
A1: A3:

長浜　愛美

1LU122YD1

屋外型トレーニングセンター建設工事
電気06E -

ＬＭ－管理

ＬＭ－クラブハウス

一般大型駐車場

× ８ＰＬ１

外　灯

ＳＰ２ × ２６

９×ＳＰ２

Ｒ２０

Ｒ２１

Ｒ４

Ｒ３

Ｒ３

Ｒ１

Ｒ２

５.５

５.５

５.５

５.５

５.５

５.５

８

８

５.５

１０２

１０３

１１２ Ｒｘ２

Ｒ

１０２ Ｒ

Ｒｘ２

１０３ Ｒｘ２

１０２ Ｒｘ２

防水鋳鉄管
（貫通スリーブ）

ＣＶ５.５－２Ｃ×２,Ｅ２.０

（ピット内ラック配線）

ＨＨ
６００ｘ６００ｘ６００
（重荷重）

注　記

保護管

１．特記なき配管配線は下記による。

（外灯設備）

ＣＶ３.５－２Ｃ　Ｅ２.０ （ＦＥＰ３０）

（ＦＥＰ３０）

５.５

８

２．地中埋設管路はＧＬ－６００以上とし、ＧＬ－３００に埋設シート（ダブル）を布設すること。

凡　例

記　号 名　　　称 備　　　考

電灯動力盤

ＬＥＤスポットライト

照明器具姿図参照ＬＥＤモールライト

照明器具姿図参照

ハンドホール 仕様は平面図参照

５.５ ＣＶ５.５－２Ｃ　Ｅ２.０

ＣＶ５.５－２Ｃ×２　Ｅ２.０

ＣＶ８－２Ｃ×２　Ｅ２.０ （ＦＥＰ６５）

（ＦＥＰ５０）



Ｆ

５００／５Ａ

ＴＲ　１φ３Ｗ
６．６ｋＶ/２１０Ｖ－１０５Ｖ

x2

１００ｋＶＡ

ＬＢＳ
７.２ｋＶ　２００Ａ
ＰＦ＝２０Ａ

△

ＥＬ
ＺＣＴ　３

△

１Ｌｎ１Ｌ１

△

（一括）

ＣＴｘ２

ＴＲ　３φ３Ｗ
６．６ｋＶ/２１０Ｖ
１５０ｋＶＡ

ＬＢＳ
７.２ｋＶ　２００Ａ
ＰＦ＝１５Ａ

低圧動力配電盤５

ＥＬ
ＺＣＴ　３

ＭｎＭ１

△

△

5００／５Ａ
ＣＴｘ２

（一括）

△

接　地　端　子　台

Ｅ０ Ｅ０ ＥＢ ＥＤ
（ＥＬＣＢ）

５
.５

°

２
２

°

２
２

°

３
８

°

５
.５

°

ＥＡ・Ｄ

（ＶＥ３６）

Ｌ＝６％

ＳＣ７.０２ｋＶ

ＳＲ２４３Ｖ

Ｌ＝６％
１.５３ｋｖａｒ

３φ２５．５ｋvａｒ

ＬＢＳ
７.２ｋＶ　２００Ａ
ＰＦ＝２０Ａ

（警報接点付）

コンデンサ盤２

△

△

△ （一括）

ＣＨ

ＶＣＴ

ケーブルヘッド　

電力会社取付　電力需給用計器用変成器

ＤＳ

ＬＡ

ＶＣＢ

断路器　

避雷器　

真空遮断器

ＬＢＳ
相間バリア付

真空接触器ＶＣ

高圧交流負荷開閉器

ＴＲ 変圧器　

地絡継電器

ＰＦ

ＰＴ

ＣＴ

ＺＣＴ

計器用変圧器

計器用変流器

零相変流器

モ－ルド型

モ－ルド型

モ－ルド型

過電流継電器 瞬時要素付Ｉ〉

Ｕ〈 不足電圧継電器

Ｆ

ＳＣ 進相コンデンサ

ＳＲ 直列リアクトル

高圧限流ヒューズ

ヒューズ

ＰＣ 高圧カットアウト

地絡方向継電器

仕　　様名　　　　称記　号

凡　　　　例

Ｉ 〉

〉Ｉ

トップランナー式（油入型）

油入型

油入型

Ｖ

Ａ

Ｗ

電圧計

電流計

電力計

力率計ＣＯＳφ

電圧計切換スイッチ

電流計切換スイッチ

電力量計　Ｗｈ 電力会社取付　

， ，，ｔＥ 接　地

角形

角形

角形

角形

ＡＢＤ

仕　　様名　　　　称記　号

　　　△：警報接点出力

Ｗｈ

EF

I >

PF

CTT

VTx2
PTT

VCB
7.2kV
600A 12.5kA

7.2kV
3P DS

400A 12.5kA

ＶＣＴ

１ 高圧受電盤

ＧＭ１

※耐火区画

※消防庁告示第７号適合品

（２８）

インターロック

低圧電灯配電盤　№1３

配電盤名称 幹線　　ＮＯ

低圧電灯配電盤１Ｌ１

１Ｌ２

１Ｌ３

１Ｌ４

１Ｌ５

Ｌ－練習場

１Ｌ６

ＬＭ－管理

予　備

備　考幹線サイズ負荷容量
（ｋＶＡ）

遮断器容量負荷名称 備　考幹線サイズ負荷容量遮断器容量負荷名称配電盤名称 幹線　　ＮＯ
（ｋＷ）

低圧動力配電盤 Ｍ１

Ｍ２

ＬＭ－クラブハウス

ＭＣＣＢ３Ｐ４００／３００

合　　計

５０／５Ａ
ＣＴｘ２

（２）低圧動力盤において

A ＝変圧器定格二次側電流×２．１４
＝　１５０×１０　　　×２．１４
　　２１０　　　３

＝８８２A

３

B ＝ブレーカトリップ値　合計

＝８７０Ａ

A ＞ B

∴共用変圧器の一般負荷用メインブレーカ必要なし。

（１）非常電源専用受電設備

（注記）

Ｌ－グランド①

１Ｌ７ ＭＣＣＢ３Ｐ１００／　７５

５００／５Ａ

ＴＲ　１φ３Ｗ
６．６ｋＶ/２１０Ｖ－１０５Ｖ
１００ｋＶＡ

ＬＢＳ
７.２ｋＶ　２００Ａ
ＰＦ＝２０Ａ

△
ＺＣＴ　

△

２Ｌｎ２Ｌ１

△

（一括）

ＣＴｘ２

ＥＬ ３

ＣＨ

ＣＨ

低圧電灯配電盤　№2４

６.６ｋＶ　ＦＰＴ６０　（ＦＥＰ１００）

3
DGR

TC
ZCT

（自立型高圧開閉器盤）

ＵＡＳ （VT・LA 内蔵 ）

ZPD

CT
EA

CH
３φ３Ｗ　６.６ｋＶ　６０Ｈｚ

Ｌ－グランド② Ｌ－グランド③

Ｌ－グランド④

ＭＣＣＢ３Ｐ１００／１００

ＭＣＣＢ３Ｐ１００／１００

ＬＭ－ＷＣ北（屋外トイレ①）

ＬＭ－ＷＣ南（屋外トイレ②）Ｌ－用具倉庫①

ＭＣＣＢ３Ｐ　１００／　７５

Ｌ－用具倉庫②

ＭＣＣＢ３Ｐ　５０／　３０

１Ｌ８

Ｍ－クラブハウス

ＭＣＣＢ３Ｐ１００／１００

ＭＣＣＢ３Ｐ１００／１００

Ｍ－ポンプ

予備 ＭＣＣＢ３Ｐ２２５／１２５

予備

ＭＣＣＢ３Ｐ　５０／　３０

ＭＣＣＢ３Ｐ１００／１００

ＴＨ

×３
ＬＥＤ
×１０

（自） （試）

コンセント
２Ｐ１５Ａ　Ｅ付

ＬＳＷ
×５

所内照明・換気扇・コンセント

№

盤リスト

名　称

３

高圧受電盤

低圧電灯配電盤№１

２

１

４

コンデンサー盤

低圧動力配電盤５

低圧電灯配電盤№２

換気扇

高圧キュ－ビクル参考姿図

※キュービクル寸法は参考とする。

配電盤遮断器リスト

配電盤名称 幹線　　ＮＯ 備　考幹線サイズ負荷容量
（ｋＶＡ）

遮断器容量負荷名称

　№２

低圧電灯配電盤

　№１

所内電源

ＬＧＲ電源

予　備 ＭＣＣＢ３Ｐ１００／１００

ＭＣＣＢ２Ｐ　５０／　２０

ＭＣＣＢ２Ｐ　５０／　２０

２Ｌ１

２Ｌ２

２Ｌ３

２Ｌ４

２Ｌ５

２Ｌ６

２Ｌ７

合　　計

Ｍ３

Ｍ４

合　　計

ＧＭ１ 屋内消火栓ポンプ盤 ＭＣＣＢ３Ｐ１００／１００ ５.５ ＦＰ５.５－４Ｃ

（防火区画）

高電圧

受電設備

N P

2,500

N P N P

１ ２ ５

N P

３

栗石

ＧＬ▽

栗石

900 900 1,000 1,000 1,200

15
0

30
0

2,
40

0

N P

４

100 5,000 100

受変電設備警報リスト

項　　　目

過電流継電器

ＳＣ異常

ＳＲ異常

低圧地絡（３φＴＲ）

低圧地絡（１φＴＲ）

ブ　ザ　ー表　示
警報盤

配電盤

一括警報

低圧動力過電流

低圧電灯過電流

変圧器異常（３φＴＲ）

変圧器異常（１φＴＲ）

注記

　１.計器類はマルチ（デジタル式）とする。

　２.表示灯は全てＬＥＤとする。

　３.充電部には保護用アクリルパネル（取手付）を設置する。

　４.端子台は点検・保守が容易にかつ安全に行える位置に設置すること。

　５.盤内照明器具（ＬＥＤ）は、前後扉面に取付けること。（扉レバースイッチ付）

　６.保守用コンセントを取付けること。

　７.盤内換気は、温度スイッチを設け機械換気とする。

　 （排気口は、天井面とする。防虫網付，防水型）

　８.底板を取付けること。（小動物侵入防止策を施す。）

　９.銅バー・機器及び開閉器類には、サーモテープ（７５度　非可逆式）を貼り付けること。

１０.変圧器は、耐震ゴム付とする。

１１.チャンネルベースは、溶融亜鉛メッキ製とする。

１２.屋外型鋼板製（耐塩害塗装・メーカー標準色）

１３.キュービクル基礎は建築工事とする。

警報盤面表示項目

　１.警報項目は、受変電設備警報リストとし、ＬＥＤ表示灯を組込むこと。

　２.ブザー鳴動は一括とし、タイマーにより一定時間経過後ブザー停止を行い、

　　 警報表示点灯は保持するものとする。

　３.扉内側には各盤ごとに警報表示（ＬＥＤ）をもうけること。

　４.警報電源は、ニッケルカドミウム蓄電池（１０分容量）、ＤＣ２４Ｖ整流装置付とする。

　５８.２２５

７.５

　７９.６２５

ＵＡＳ 高圧気中開閉器 地中開閉器盤

ＶＴ 計器用変成器　

ＤＧＲ

ストライカ機構付

※戸上電機製作所：MKLT-GS-DAT相当品

LBSヒューズ異常

Ｆ Ｆ

COSφ

ＭＭ

V ９０００Ｖ

W

A ５０／５Ａ

Hz

Var

Ｖ

ＭＭ

３００Ｖ

Ａ

W

Ｖ

ＭＭ

３００Ｖ

Ａ

W

Ｖ

ＭＭ

３００Ｖ

Ａ

W

Ｍ５

Ｍ６

Ｍ７

Ｍ８ ＭＣＣＢ３Ｐ１００／１００

ＭＣＣＢ３Ｐ２２５／１２５

ＬＭ－クラブハウス ３.９ＭＣＣＢ３Ｐ　５０／　３０

ＬＭ－管理 １.５ＭＣＣＢ３Ｐ　５０／　３０

１.５ＭＣＣＢ３Ｐ　５０／　３０

１.５ＭＣＣＢ３Ｐ　５０／　３０

　１６.４２８

３２.０６

　１１.８１５

　　１.９１２

　１７.６２８

０.１

０.３

　　９.３２９

　１０.２２８

　１０.２４１

　　０.７８９

　１７.０２８

　１６.４２８

　９８.６０９

　７５.８５８

ＣＶ５.５－３Ｃ

ＣＶＴ３８

ＣＶＴ１００

ＣＶＴ１００

ＣＶＴ１５０

ＣＶＴ６０

ＣＶＴ１００

ＣＶＴ６０

ＣＶ５.５－３Ｃ

ＣＶＴ１００

ＣＶＴ１５０

ＣＶ５.５－３Ｃ

ＣＶＴ１００

ＣＶ５.５－３Ｃ

ＣＶ５.５－３Ｃ

ＣＶ５.５－３Ｃ

ＣＶＴ３８

１４.キュービクル保護フェンスは建築工事とする。

E14

２Ｌ８

予　備 ＭＣＣＢ３Ｐ１００／１００２Ｌ９

ＬＭ－クラブハウス

ＬＭ－クラブハウス ＭＣＣＢ３Ｐ２２５／１７５ 　３０.１８１ ＣＶＴ１００

ＭＣＣＢ３Ｐ２２５／１７５

ＭＣＣＢ３Ｐ１００／　７５

ＭＣＣＢ３Ｐ１００／　７５

ＬＭ－ＷＣ南（屋外トイレ②）

ＬＭ－ＷＣ北（屋外トイレ①）

高圧受変電設備　単線結線図
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Ｌ－グランド① Ｍ－ポンプ

ＬＭ－ＷＣ北Ｌ－用具倉庫② Ｌ－グランド④ Ｌ－グランド③ Ｌ－グランド② ＬＭ－ＷＣ南

Ｌ－用具倉庫①ＬＭ－クラブハウスＬ－練習場

ＬＭ－管理

Ｍ－クラブハウス

屋内消火栓
ポンプ盤

屋外高圧キュービクル

ＨＨＨＨＨＨｘ３ＨＨ

ＨＨ ＨＨＨＨＨＨＨＨｘ３ＨＨ

ＨＨ ＨＨ ＨＨ

ＨＨ ＨＨＨＨＨＨ

ＨＨｘ２ ＨＨｘ２

ＥＡ,Ｄ ＥＢ ＥＤ
（ＥＬＣＢ）

Ｅｔ Ｅｔ

＜用具倉庫①＞

＜消火ポンプ室＞

＜室内練習場＞

＜管理棟＞

＜クラブハウス＞

＜用具倉庫②＞ ＜屋外トイレ①＞ ＜屋外トイレ②＞

幹線設備　系統図

幹線リスト

１Ｌ１ １Ｌ２ １Ｌ３ １Ｌ４

ＬＭ－クラブハウス

ＣＶＴ１００

Ｅ１４ｘ２

Ｌ－練習場ＬＭ－ＷＣ北 ＬＭ－ＷＣ南ＬＭ－管理

Ｌ－用具倉庫①

Ｌ－用具倉庫②

Ｌ－グランド① Ｌ－グランド②

Ｌ－グランド③ Ｌ－グランド④

１Ｌ５

Ｍ１ Ｍ２ Ｍ３ Ｍ４

ＬＭ－クラブハウス ＬＭ－ＷＣ北 ＬＭ－ＷＣ南ＬＭ－管理

ＧＭ１

屋内消火栓ポンプ盤Ｍ－クラブハウス Ｍ－ポンプ

Ｍ６Ｍ５

警　報

警報盤

１０Ｌ

ＣＶＶ２－２Ｃ×７

高圧キュービクル自立型高圧開閉器盤

ＵＡＳ

１Ｌ

２Ｃ２Ｃ
（ＰＦ２２）
２Ｃ

（ＦＥＰ３０）
（ＰＦ２２）
（ＦＥＰ３０）

（ＰＦ２２）
（ＦＥＰ３０）

自動給水装置盤

１Ｌ

ＦＰ５.５－４Ｃ

（ＦＥＰ３０）
（Ｅ３９）

２Ｌ１ ２Ｌ２ ２Ｌ３ ２Ｌ４ ２Ｌ５ ２Ｌ６

ＨＨ

警報盤
自立型高圧開閉器盤

ＵＡＳ

※配管突き出し箇所には地上にて防水キャップを施すこと

※Ａ

※Ａ

排水ポンプ制御盤

２Ｃ
（ＰＦ２２）
（ＦＥＰ３０）

２Ｃ
（ＰＦ２２）
（ＦＥＰ３０）

排水ポンプ制御盤

２Ｃ
（ＰＦ２２）
（ＦＥＰ３０）

排水ポンプ制御盤

２Ｃ
（ＰＦ２２）
（ＦＥＰ３０）

排水ポンプ制御盤

１Ｌ１Ｌ１Ｌ１Ｌ１Ｌ （クラブハウス） （管理棟） （屋外トイレ①） （屋外トイレ②）

１Ｌ１２Ｌ７ １Ｌ３ １Ｌ４

１Ｌ５

２Ｌ１

２Ｌ２ ２Ｌ３

２Ｌ４ ２Ｌ５２Ｌ６

Ｍ１

Ｍ２

Ｍ３

Ｍ４ Ｍ５

ＧＭ１

警３

警６警５

Ｍ６ 警７警４

警１ 警３～

引込 警２
引込 警１

引込 １Ｌ４ Ｍ６ 警１ 警７

注）１．引込･接地サイズは外構配線リスト参照とする。

　　 ２．幹線サイズは幹線リスト参照とする。

（ＦＥＰ５０）
Ｅ５.５ｘ２

ＣＶＴ３８

（ＦＥＰ３０）
Ｅ５.５ｘ２

ＣＶ５.５－３Ｃ

（ＦＥＰ８０）
Ｅ５.５ｘ２

ＣＶＴ１００

（ＦＥＰ８０）
Ｅ５.５ｘ２

ＣＶＴ１５０

（ＦＥＰ６５）
Ｅ５.５ｘ２

ＣＶＴ６０

（ＦＥＰ６５）
Ｅ５.５ｘ２

ＣＶＴ６０ ＣＶＴ１００

（ＦＥＰ８０）
Ｅ５.５ｘ２

ＣＶ５.５－３Ｃ

（ＦＥＰ３０）
Ｅ５.５ｘ２

（ＦＥＰ８０）
Ｅ５.５ｘ２

ＣＶＴ１００ ＣＶＴ１５０

（ＦＥＰ８０）
Ｅ５.５ｘ２

ＣＶ５.５－３Ｃ ＣＶＴ１００

Ｅ２２ｘ２
（ＦＥＰ８０） （ＦＥＰ３０）

ＣＶ５.５－３Ｃ

（ＦＥＰ３０）

ＣＶ５.５－３Ｃ

（ＦＥＰ３０）

ＣＶ５.５－３Ｃ ＣＶＴ３８

（ＦＥＰ５０）
Ｅ８ｘ２

ＬＭ－管理 ＬＭ－ＷＣ北 ＬＭ－ＷＣ南Ｌ－グランド④ Ｌ－練習場 Ｌ－グランド③ Ｌ－グランド② Ｌ－グランド①

外灯用リモコン制御

ＬＭ－管理
盤面取付

４０Ｌ

（ＰＦ２２）
（ＦＥＰ３０）

（ＰＦ２２）
（ＦＥＰ３０）

（ＰＦ２２）
（ＦＥＰ３０）

（ＰＦ２２）
（ＦＥＰ３０）

（ＰＦ２２）
（ＦＥＰ３０）

（ＰＦ２２）
（ＦＥＰ３０）

（ＰＦ２２）
（ＦＥＰ３０）

１Ｐ

１Ｐ１Ｐ１Ｐ１Ｐ

１Ｐ１Ｐ

ＦＣＰＥＶ１.２－１Ｐ×３

（屋外トイレ②）（屋外トイレ①）

排水ポンプ制御盤

（クラブハウス）

排水ポンプ制御盤

（管理棟）

排水ポンプ制御盤

（屋外トイレ②）

排水ポンプ制御盤

（屋外トイレ①）

警５ 警７～
防水鋳鉄管

ＣＲ（セパ付）

高圧引込

予　備

　　　　（ＦＥＰ１００）

　　　　（ＦＥＰ１００）
１,０００

２Ｌ７

ＬＭ－クラブハウス

１Ｌ２

（ＦＥＰ３０）

（ＦＥＰ８０）

（Ｅ３１）

ＣＶＴ１００

（ＦＥＰ８０）

（屋外トイレ①） （屋外トイレ②）

（屋外トイレ①） （屋外トイレ②）

ＥＡ

自動給水装置盤

ＬＭ－クラブハウス

１Ｐ

（ＰＦ２２）
（ＦＥＰ３０）

幹線リスト･幹線設備系統図
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備　考

動力盤リスト

盤　名　称

電源種別

幹線番号

主遮断器

負荷記号

負荷名称

負荷容量（ｋＷ）

遮断器

結線記号 電
流
計

コ
ン
デ
ン
サ
ー

電

力

量

計

警報盤
火

災

停

止

連動
及び

ｲﾝﾀｰﾛｯｸ№ 設備№ 空調 ＰＡＣ 衛生 その他 主回路 制御
回路

操作 状態 故障 計測 警報

動力２次側

配管配線サイズ

記　号 名　　　　称 記　号

警報盤（Ｋ－１）・警報リスト（１０Ｌ） ＢＡＴＴ（　有　･　無　）

警１

警２

警３

警４

警５

警６

警７

警８

警９

警１０

名　　　　称

Ｍ－クラブハウス

屋外自立型

防水型

ＡＣ３φ３Ｗ
２１０Ｖ

ＬＭ－ＷＣ（北）
ＡＣ３φ３Ｗ
２１０Ｖ

Ｍ２

１

２

３

４

５

６

７

８

９

５８.２２５　ｋＷ

合計

ＰＡＣ－１ 空冷式パッケージエアコン（ジムエリア） 　８.０８ ３Ｐ　５０／　５０ Ａ ＣＶＴ１４ （４２）ＧＣＰＥＬＣＢ

ＰＡＣ－１ 空冷式パッケージエアコン（ジムエリア） 　８.０８ ３Ｐ　５０／　５０ ＡＥＬＣＢ

ＰＡＣ－１ 空冷式パッケージエアコン（ジムエリア） 　８.０８ ３Ｐ　５０／　５０ ＡＥＬＣＢ

ＰＡＣ－１ 空冷式パッケージエアコン（ジムエリア） 　８.０８ ３Ｐ　５０／　５０ ＡＥＬＣＢ

ＰＡＣ－２ 空冷式パッケージエアコン（ミーティングルーム） 　６.２８ ３Ｐ　５０／　４０ ＡＥＬＣＢ

ＰＡＣ－２ 空冷式パッケージエアコン（ミーティングルーム） 　６.２８ ３Ｐ　５０／　４０ ＡＥＬＣＢ

ＰＡＣ－２ 空冷式パッケージエアコン（ロッカールーム） 　６.２８ ３Ｐ　５０／　４０ ＡＥＬＣＢ

ＰＡＣ－２ 空冷式パッケージエアコン（ロッカールーム） 　６.２８ ３Ｐ　５０／　４０ ＡＥＬＣＢ

ＰＡＣ－３ 空冷式パッケージエアコン（医務室） 　　０.７８５ ３Ｐ　５０／　１５ Ａ ＣＶ３.５－４Ｃ （２２）ＧＣＰＥＬＣＢ

小　計

◎ＥＤ

◎ＥＤ（ＥＬＣＢ）

ＬＭ－クラブハウス

屋内自立型

ＡＣ３φ３Ｗ
２１０Ｖ

Ｍ１

１

２

３ ＤＰ－１ 排水ポンプ制御盤（０.７５ｋＷ×２）

製氷機

製氷機 １.２

１.２

１.５

３Ｐ　５０／　３０ ＡＥＬＣＢ

３Ｐ　５０／　３０ ＡＥＬＣＢ

３Ｐ　５０／　３０ ＡＥＬＣＢ

ＣＶ３.５－４Ｃ （２２）ＰＦ

ＣＶ３.５－４Ｃ （２２）ＰＦ

ＣＶ３.５－４Ｃ （２２）
（３０）

ＰＦ
ＦＥＰ

３.９　ｋＷ

合計

小　計

◎ＥＤ

◎ＥＤ（ＥＬＣＢ）

　５８.２２５

屋外自立型

Ｍ４ ＤＰ－１ 排水ポンプ制御盤（０.７５ｋＷ×２） １.５ ３Ｐ　５０／　３０ ＡＥＬＣＢ ＣＶ３.５－４Ｃ （３０）ＦＥＰ１

◎ＥＤ

◎ＥＤ（ＥＬＣＢ）

ＬＭ－ＷＣ（南）
ＡＣ３φ３Ｗ
２１０Ｖ

防水型
Ｍ５ ＤＰ－１ 排水ポンプ制御盤（０.７５ｋＷ×２） １.５ ３Ｐ　５０／　３０ ＡＥＬＣＢ ＣＶ３.５－４Ｃ （３０）ＦＥＰ１

◎ＥＤ

◎ＥＤ（ＥＬＣＢ）

自立型高圧開閉器盤

高圧キュービクル

一括警報

排水ポンプ制御盤（管理棟）

予　備

３.９

ＭＣＣＢ　３Ｐ
　５０／３０

ＭＣＣＢ　３Ｐ
４００／３００

Ｅ３.５

ＣＶＴ１４ （４２）ＧＣＰ

ＣＶＴ１４ （４２）ＧＣＰ

ＣＶＴ１４ （４２）ＧＣＰ

Ｅ３.５

Ｅ３.５

Ｅ３.５

ＣＶ８－３Ｃ （２８）ＧＣＰＥ３.５

ＣＶ８－３Ｃ （２８）ＧＣＰＥ３.５

ＣＶ８－３Ｃ （２８）ＧＣＰＥ３.５

ＣＶ８－３Ｃ （２８）ＧＣＰＥ３.５

Ｍ－ポンプ

屋外自立型

ＡＣ３φ３Ｗ
２１０Ｖ

ＬＭ－管理
ＡＣ３φ３Ｗ
２１０Ｖ

屋内壁掛型

Ｍ３ ＤＰ－１ 排水ポンプ制御盤（０.７５ｋＷ×２） １.５ ３Ｐ　５０／　３０ ＡＥＬＣＢ ＣＶ３.５－４Ｃ （３０）ＦＥＰ１

◎ＥＤ

◎ＥＤ（ＥＬＣＢ）

Ｍ６ ＷＰ－１ 自動給水装置 ７.５ ３Ｐ２２５／１２５ ＡＥＬＣＢ ＣＶ８－３Ｃ （３０）ＦＥＰ１

◎ＥＤ

◎ＥＤ（ＥＬＣＢ）

Ｅ５.５

予　備

予　備排水ポンプ制御盤（クラブハウス）

排水ポンプ制御盤（トイレ①）

排水ポンプ制御盤（トイレ②）

自動給水装置盤一括警報

一括警報

一括警報

一括警報

一括警報

一括警報

（屋外トイレ①）

（屋外トイレ②）

ＩＭ－１

ＩＭ－１

耐塩塗装

屋外自立型
耐塩塗装

防水型
耐塩塗装

防水型
耐塩塗装

※　漏電遮断機（ELCB）
　　 ELCB の選定は、内線規程によるものとする。
　　 ELCB の選定にあたり、納入機器の推奨感度電流値もしくは漏れ電流値を製造者に確認し、設計者及び監理者に書面にて報告の上、その仕様を決定すること。
　　 該当機器類の納入仕様書等には推奨感度電流値または漏れ電流値を記載すること。漏れ電流値によりELCBを選定する場合、感度電流値は漏れ電流値の2倍以上とすること。

動力盤リスト

1/N.S 1/N.S

図面番号 区分

2022年4月
年月日

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所

東京都知事登録 第 35509号

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所　九州支店

福岡県知事登録 第1-11482号

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

秋吉　賢一　 

山元　徹也 伊藤　翔治

伊藤　裕也

号

217159

272676

266089

号

鈴木　耕造号 号353942

号383653

担当 特記

管理番号

工事名 図面名

縮尺
A1: A3:

長浜　愛美

1LU122YD1

屋外型トレーニングセンター建設工事
電気09E -

Ｄ 直入 始 動 自動 交 互

基 本 結 線 図

ｊ 警報 用 液面 継 電器 （ 満・ 減 水又 は 満水 ）空転防止付満減水警報及び高架水槽満減水警報付給水用液面継電器

自動 交 互 運 転 ｇ 満水 警 報 付排 水 用 液面 継 電 器ｈ

ｄＣｂ 排煙 機

制御・操作回路結線図

主 回 路 結 線 図

電源 送 り Ｂ 直入 始 動 Ｃ Ｅ

Ｆ

＊

３３Ｗ

Ｇ２

ＨＬ

ＡＸ

３３
ＨＬ

３３ＨＬ

ＨＨ ＬＬ ＬＨ

～

×4

Ｇ４

３３
ＨＨ

３３
ＬＬ　　

３３
ＬＨ

ｉ

ｆ

ａ

Ａ

Ｃ　　Ｒ　　

警報 盤回 路 結線 図 （Ｂ Ｔ 内蔵 ）  

６４２

ＳＣＳＣ

手 動

断

ＣＯＳ

試 遠

ＧＬ

ＧＬＲＬ

ＲＬ

５２

ｅ

断
試 自

ＣＯＳ１

ＣＯＳ２

交

３３

ＧＬ ＧＬＲＬ ＲＬ

４２
-１

４２
-２

Ｎｏ１ Ｎｏ１

１０ １０

４２
-１

４２
-２

５２－１ ５２－２ １０

断
試 自

ＣＯＳ１

ＣＯＳ２

交

ＡＸ１

３３

ＧＬ ＧＬＲＬ ＲＬ

ＡＸ２ＡＸ１
Ｎｏ１ Ｎｏ１

１０ １０

ＡＸ１ ＡＸ２

自動 交 互 同時 運 転

ＯＮ

ＡＸ

ＡＸ

３３ＬＬ

ＢＺ３３３３３３３３

３３Ｈ

ＡＸ

Ｈ

ＯＮ

ＡＸ

ＡＸ

ＢＺ３３

３３Ｈ

ＡＸ

３３
Ｌ

３３Ｌ

Ｌ Ｈ

３３
Ｈ

ＯＮＡＸ

３３Ｈ

３３３３

３３Ｌ

Ｇ５

ＢＸ ＯＮ

ＢＸ

ＹＬ

ＣＸ

ＢＺ

ＢＸ

ＣＸ

ＡＸ

ＡＸ

ＡＸ

ＴＲ
１００／２４

ｎ

Ｆ

ＡＣ１００Ｖ

Ｆ

ＡＸ

ＢＺ

１ ～ ｎ

ＬＣ

ＢＸ

ＹＬ ＹＬＹＬ

ＹＬ

特記事項

１．盤塗装の指定なき場合はメーカー標準色とする

２．ドアー裏面に製作者及び定格等を記載した銘板を取り付けること

３．防災専用回路の遮断器にはハンドルロックを取り付けること

４．表示灯にはＬＥＤを使用する

ＷＬＲ２

ＷＬＲ５ＷＬＲ４

５２
Ｘ

ＭＢ

５２Ｘ

５２
-２Ｘ

ＭＢ
１

５２－１Ｘ ５２－２Ｘ

ＭＢ
２

５２
-１Ｘ

ＭＢ
１

ＭＢ
２

３３Ｈ

インバータ始動（直入）

５２-１

ＳＣ

５２-２

ＳＣ

制御 電 源 制御 電 源

ＭＣＣＢ２Ｐ
５０ＡＦ／２０ＡＴ

ＭＣＣＢ２Ｐ
５０ＡＦ／２０ＡＴ

モールド
４００／２００
又は
２００／２４

手動 － 遠方 （ 手元 押 釦操 作 ）

ＧＬＲＬ

手動 －遠 方 （中 央 操作 ）

ＧＬ

ＣＴ

ＲＬ

52X MB

手動 － 自動 （ 連動 ）

自

ＣＯＳ

試
断

５．盤内機器、遮断器、電磁接触器等には負荷名称を記入する

６．制御回路は線番表示付きとする

７．電力量計（Ｗｈ）は（○検定付　○検定無）（○直読式　○電子式）（○単機能式　○多機能式　○発信装置付）とする

Ｊ

５１Ｘ５２キープ継電器

Ｃ３
５１Ｘ

Ｐ１

Ｐ３

Ｐ２

４２
４８Ｖ

２次
２４Ｖ

４２４２

４２ ４２Ｔ

４ＳＦＸ

Ｔｒ

４ＳＦＸ Ｘ

ＯＦＦ
Ｘ

Ｔ Ａ

ｎＥ
５１Ｘ
４３ ＯＦＦ

３
ＳＦＸ
４

ＯＮ
３

開：ＯＮ
閉：ＯＦＦ

排煙口

Ｌ制御回路
Ｙ制御回路

９．水中ポンプ、排水ポンプの保護用継電器は　　　　　とする

８．主幹ＳＰＤ回路（○有　○無）（クラス　○Ⅰ　○Ⅱ　○Ⅲ　）

ＬＦ２Ｐ・３Ｐ又は

ＦＳ（フロートスイッチ）

３Ｅ

２Ｅ

２Ｅ

２Ｅ ２Ｅ

－△ 始 動 －△ 始 動 自動 交 互

６-１

２Ｅ ２Ｅ

インバ ータ 始 動（ 　  －△ ）Ｇ

Ｆｂ インバータ始動（直入）バイパス付 Ｇｂ インバ ータ 始 動（ 　  －△ ）バ イ パス 付

ＩＮＶ

２Ｅ

※図はバイパス回路付を示す

ＩＮＶ

※図はバイパス回路付を示す

６

２Ｅ

４２

Ｈ

ＴＸ

（ＯＦＦ）

Ａ Ａ

５２

Ａ Ａ

５２-１ ５２-２

ＳＣ ＳＣ

４２-１ ４２-２ ６-２

５２-１ ５２-３

５２-２

Ａ

５２-１

５２-２

５２-３

Ａ

５２

５２

（ＯＮ）

５２５２Ｘ

５２

（ＯＮ）

（ＯＦＦ）

５２

ＣＸ ＴＸ

ＲＬ ＧＬ

ＣＯＳ

試
断

遠
５２ ５２

５２Ｘ ５２ ５２Ｘ ５２

52X MB

ＧＬＲＬ

５２

５２－１ ５２－１Ｘ ５２－２Ｘ ５２－２ １０

５２
-１Ｘ

５２
‐２Ｘ

＊

３３Ｗ

ＢＺ ＡＸ

３３ＨＬ

３３ＬＬ
×４

４２
-１

４２
-２

４２
-１

４２
-２

　３３Ｌ
（３３Ｈ）

５２
Ｘ

ＭＢ



結線　Ａ

Ｗｈ

Ｕ＞ ※イ
ＴＳ

結線　Ｂ 結線　Ｃ

結線　Ｄ

■基本結線図

■付属結線記号凡例

ＡＳ 自動点滅回路 ＴＭ タイマー回路 Ａ・Ｔ タイマー＋自動点滅回路

Ｕ＞ ※イ

ＡＳ

（外部取付）

５２

ＴＳ ＴＳ

ＡＳ

Ｒ リモコン回路 ＲＴ リモコントランス

リモコントランス

Ｒ（Ａ） リモコン＋自動点滅回路

ＡＳＥＥ

■凡　例

リモコンリレー　２０Ａ（片切又は両切）

接点 接点入力Ｔ／Ｕ（４回路用）

Ｔ／Ｕ

リモコントランス

■特　記

一般回路　電灯　１００Ｖ１０ｎ　～

　Ａ　　～ 主幹一次側電源送り回路

２０ｎ　～

３０ｎ　～

４０ｎ　～

■回路番号凡例

Ｗｈ Ｗｈ

Ｗｈ

    ＣＯＳ
（自・切・手）

５２

    ＣＯＳ
（自・切・手）

２４Ｈ
（停電補償付）

    ＣＯＳ
（自・切・手）

５２ （外部取付）

２４Ｈ
（停電補償付）

（外部取付）

１．　盤塗装の指定なき場合はメーカー標準色とする

２．　ドアー裏面に製作者及び定格等を記載した銘板を取り付けること

３．　防災専用回路の遮断器にはハンドルロックを取り付けること

４．　表示灯にはＬＥＤを使用する

５．　盤内機器、遮断器、電磁接触器等には負荷名称を記入する

６．　制御回路は線番表示付とする

７．　電力量計（Ｗｈ）は（○検定付　○検定無）（○直読式　○電子式）

　　　（○単機能式　○多機能式　○発信装置付）とする

８．ＳＰＤクラス（○Ⅰ　○Ⅱ　○Ⅲ）

（廊下）

（廊下）

数量は結線図によるＥＥ

Ｒ（ＩＣ） リモコン回路（ＩＬ調光）

ＩＣＵ

Ｒ（ＦＣ） リモコン回路（蛍光灯調光）

ＦＣＵ

Ｒ（Ｔ） リモコン＋タイマー回路

ＴＭ

数量は結線図によるＴＭ

リレー制御Ｔ／Ｕ（４回路用）

一般回路　電灯　２００Ｖ

一般回路　コンセント　１００Ｖ

一般回路　コンセント　２００Ｖ

結線　Ｅ 結線　Ｆ

ＬＭ－
クラブハウス

ＡＣ１φ３Ｗ

１Ｌ１

２１０－１０５Ｖ

１０１

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

基本結線図　Ｅ

○ ○ ２･５０／２０

負荷種別回路番号

電灯コンセント負荷リスト

盤名称 盤結線・電源種別
付属

結線記号 回路NO
電圧（Ｖ） 分岐開閉器 負荷容量(ＶＡ)

備　 考
仕様　 幹線記号・主幹開閉器 200 100 MCCB ELCB P・AF／AT 電灯 ｺﾝｾﾝﾄ 空調 その他

盤名称 盤結線・電源種別
付属

結線記号 回路NO
電圧（Ｖ） 分岐開閉器 負荷容量(ＶＡ)

備　 考
仕様　 幹線記号・主幹開閉器 200 100 MCCB ELCB P・AF／AT 電灯 ｺﾝｾﾝﾄ 空調 その他

盤名称 盤結線・電源種別
付属

結線記号 回路NO
電圧（Ｖ） 分岐開閉器 負荷容量(ＶＡ)

備　 考
仕様　 幹線記号・主幹開閉器 200 100 MCCB ELCB P・AF／AT 電灯 ｺﾝｾﾝﾄ 空調 その他

１０２

１０３

１０４

１０５

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

ＭＣＣＢ３Ｐ
２２５／１７５

非 ○ ○ ２･５０／２０ 非常照明

３０１

３０２

３０３

３０４

３０５

３０６

○ ○ ２･５０／２０

○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○

３０７

３０８

３０９

３１０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

３１１

３１２

３１３

３１４

３１５

３１６

○ ○ ２･５０／２０

○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○

３１７

３１８

３１９

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

３２０

○ ○ ２･５０／２０

３２１

３２２

○ ２･５０／２０○

前室（２）他

ロッカールーム

ＲＴ

Ｒ×４

１０６

１０７

１０８

１０９

１１０

１１１

１１２

１１３

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

予　備

リモコントランス

ミーティングルーム

ジムエリア

外壁灯

木　廊

Ｒ×５

Ｒ×２

倉庫他

端子盤

Ｌ－練習場

屋内鋼板製

自立型

○ ○ ２･５０／２０ 誘導灯信号装置２００信

Ｒ×２

Ｒ×２

８０５

１,３４３

５１１

８７７

１,０４３

１,０４３

５２２

３７

２９４

７３０

１８３

１００

ジムエリア

ジムエリア

テラス

テラス

１１４ ○ ○ ２･５０／２０

Ｔ／Ｕ

（４回路用）

ｘ６

４００

４００

４００

４００

４００

３００

１００

４００

２００３２３

３２４

３２５

３２６

３２７

３２８

３２９

３３０

３３１

３３２

４３０

４３０

１,０１５

６２８

３３３

３３４

３３５

３３６

３３７

３３８

３３９

３４０

３４１

１,０００

１,０００

１,０００

１,０００

１,０００

１,０００

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ２･５０／２０○

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ２･５０／２０○

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ２･５０／２０○

○ ○ ２･５０／２０

倉庫他

エントランス（１）（２）

ロッカールーム（２）
他

ロッカールーム（１）
他

ミーティングルーム
（２）

ミーティングルーム
（１）

ＡＶ機器

冷蔵庫･電子レンジ

医務室

ジムエリア

ジムエリア

ジムエリア

無線
アクセスポイント

無線
アクセスポイント

自動水栓他

自動水栓他

ハンドドライヤー

ハンドドライヤー

ウォシュレット

ウォシュレット

自販機

自販機

自販機

自販機

自販機

自販機

３４２

３４３

３４４

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ２･５０／２０○ ガスマルチ給湯器

エアスプレー

予　備

○ ○ ２･５０／２０

○ ２･５０／２０○

予　備

予　備３４５

３４６

合計

３２,０６０ ＶＡ 計

ＡＣ１φ３Ｗ

２Ｌ７

２１０－１０５Ｖ

１０１

１０２

１０３

１０４

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

予　備

予　備

１００

１００

ライトマネージャー
Ｆｘ

ＰｉＰｉｔ＋セパレート
セルコンＡタイプ

２０１

２０２

２０３

２０４

２０５

２０６

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

１,０８８

２,１７６

２,１７６

２,１７６

室内練習場

室内練習場

室内練習場

室内練習場

予　備

Ｒ×１

Ｒ×２

Ｒ×２

Ｒ×２

リモコントランス１００ＲＴ

５００

３０１

３０２

３０３

３０４

３０５

３０６

○ ○ ２･５０／２０

○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○

３０７

３０８

３０９

３１０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

３００

３００

２００

２００

５００

５００

３００

室内練習場

室内練習場

ＡＶ機器

無線
アクセスポイント

無線
アクセスポイント

ＩＴＶ用

端子盤１００

ベンチレーター

予　備

合計

１１,８１５ ＶＡ 計

◎ＥＤ

◎ＥＤ（ＥＬＣＢ）

○ ○ ２･５０／２０ 誘導灯１９誘

ＭＣＣＢ３Ｐ
１００／７５

基本結線図　Ｅ

３５１

３５２

３５３

３５４

○ ○ ２･５０／２０

○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○

全熱交換器

排気ファン

Ｔ／Ｕ

（４回路用）

ｘ２

屋内鋼板製

自立型

４９０

９０５

１,４７０

１,４７０

全熱交換器

全熱交換器

全熱交換器

全熱交換器３５５

３５６

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

Ｒ×１

Ｒ×２

Ｒ×１

Ｒ×１

Ｒ×１

４４５ 外　灯

○ ○ ２･５０／２０ １,１００ 電気温水器

○ ○ ２･５０／２０ ３００ 製氷機

○ ○ ２･５０／２０ ５００ 外部他

１,０００

１,０００

１,０００

ジムエリア

ジムエリア

１,０００

１,０００

○ ○ ２･５０／２０ ジムエリア１,０００

１,０１５

６２８

１,２６０

５０５

ハンドドライヤー他

多機能トイレ

ハンドドライヤー他

多機能トイレ

１,０００○ ○ ２･５０／２０ 自販機（将来用）

９０５

３００

○ ○ ２･５０／２０ 誘導灯２６誘

６００

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０ ベンチレーター

予　備

６００

３１１

３１２

○ ○ ２･５０／２０ 誘導灯信号装置信

７,９５９ ５,８２１

７,９３５ ２,４００ １,２００

２００

２００

ＬＭ－
クラブハウス

Ｗｉｆｉ･ＬＡＮ機器盤

Ｗｉｆｉ･ＬＡＮ機器盤

予　備○ ○ ２･５０／２０予

ＭＣＣＢ３Ｐ
２２５／１７５

ＡＣ１φ３Ｗ

１Ｌ２

２１０－１０５Ｖ

基本結線図　Ｆ

計

合計

９０４

３８１

３８２

３８３

３８４

３８５

３８６

３８７

３８８

３８９

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

シューズドライヤー１,２９０

シューズドライヤー１,２９０

シューズドライヤー１,２９０

シューズドライヤー１,２９０

シューズドライヤー１,２９０

シューズドライヤー１,２９０

シューズドライヤー１,２９０

シューズドライヤー１,２９０

シューズドライヤー１,２９０

シューズドライヤー１,２９０３９０

３９１

３９２

○ ２･５０／２０○ ＡＶ機器５００

電動カート充電用

低酸素ポンプ

電動カート充電用

低酸素ポンプ

低酸素ポンプ

１,０００

１,０００

○ ○ ２･５０／２０

○ ２･５０／２０○ １,０６０

○ ○ ２･５０／２０

１,０６０

○ ○ ２･５０／２０

１,０６０

○ ○ ２･５０／２０

予　備○ ○ ２･５０／２０

予　備○ ○ ２･５０／２０

１８,０８０

○ ○ ２･５０／２０ 予　備

２００

３０,１８１ ＶＡ ２９,２７６

※　漏電遮断機（ELCB）

　　 ELCB の選定は、内線規程によるものとする。

　　 ELCB の選定にあたり、納入機器の推奨感度電流値もしくは

　　 漏れ電流値を製造者に確認し、設計者及び監理者に書面にて

　　 報告の上、その仕様を決定すること。

　　 該当機器類の納入仕様書等には推奨感度電流値または漏れ

　　 電流値を記載すること。漏れ電流値によりELCBを選定する場合、

　　 感度電流値は漏れ電流値の2倍以上とすること。

３９３

３９４

３９５

３９６

３９７

３９８

予　備○ ２･５０／２０○

３５７

３５８

予　備○ ○ ２･５０／２０

予　備○ ○ ２･５０／２０

４６

全熱交換器
ＨＥＸ－１より
連動信号

１,２６０

５０５

９０５

４００

１,０００

１,０００

全熱交換器

排気ファン

４９０○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０ ４６

３５７

３５８

全熱交換器
ＨＥＸ－１より
連動信号

電灯コンセント負荷リスト（１）

1/N.S 1/N.S

図面番号 区分

2022年4月
年月日

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所

東京都知事登録 第 35509号

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所　九州支店

福岡県知事登録 第1-11482号

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

秋吉　賢一　 

山元　徹也 伊藤　翔治

伊藤　裕也

号

217159

272676

266089

号

鈴木　耕造号 号353942

号383653

担当 特記

管理番号

工事名 図面名

縮尺
A1: A3:

長浜　愛美

1LU122YD1

屋外型トレーニングセンター建設工事
電気10E -



電灯コンセント負荷リスト

盤名称 盤結線・電源種別
付属

結線記号 回路NO
電圧（Ｖ） 分岐開閉器 負荷容量(ＶＡ)

備　 考
仕様　 幹線記号・主幹開閉器 200 100 MCCB ELCB P・AF／AT 電灯 ｺﾝｾﾝﾄ 空調 その他

盤名称 盤結線・電源種別
付属

結線記号 回路NO
電圧（Ｖ） 分岐開閉器 負荷容量(ＶＡ)

備　 考
仕様　 幹線記号・主幹開閉器 200 100 MCCB ELCB P・AF／AT 電灯 ｺﾝｾﾝﾄ 空調 その他

盤名称 盤結線・電源種別
付属

結線記号 回路NO
電圧（Ｖ） 分岐開閉器 負荷容量(ＶＡ)

備　 考
仕様　 幹線記号・主幹開閉器 200 100 MCCB ELCB P・AF／AT 電灯 ｺﾝｾﾝﾄ 空調 その他

盤名称 盤結線・電源種別
付属

結線記号 回路NO
電圧（Ｖ） 分岐開閉器 負荷容量(ＶＡ)

備　 考
仕様　 幹線記号・主幹開閉器 200 100 MCCB ELCB P・AF／AT 電灯 ｺﾝｾﾝﾄ 空調 その他

ＬＭ－ＷＣ南
（屋外トイレ②）

Ｌ－用具倉庫①

Ｌ－用具倉庫②

ＬＭ－ＷＣ北
（屋外トイレ①）

ＡＣ１φ３Ｗ

２Ｌ２

２１０－１０５Ｖ

基本結線図　Ｆ

１０１

１０２

１０３

１０４

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０ 予　備

６１３

１３６

男子トイレ他

通　路

ＭＣＣＢ３Ｐ
１００／７５

３０１

３０２

３０３

３０４

３０５

３０６

○ ○ ２･５０／２０

○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○

３０７

３０８

３０９

３１０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

３１１

３１２ ○ ○ ２･５０／２０

○ ２･５０／２０○

１,３５５ 自動水栓他

１,３１５ ハンドドライヤー他

６４８ ウォシュレット

ウォシュレット

ウォシュレット

５０５ 多機能トイレ

１,０００

１,０００

１,０００

自販機

自販機

自販機

予　備

予　備

合計

１０,２２８ ＶＡ 計

１０１

１０２

１０３

１０４

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０ 予　備

男子トイレ他

通　路

ＭＣＣＢ３Ｐ
１００／７５

３０１

３０２

３０３

３０４

３０５

３０６

○ ○ ２･５０／２０

○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○

３０７

３０８

３０９

３１０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

３１１

３１２ ○ ○ ２･５０／２０

○ ２･５０／２０○

１,０００

１,０００

１,０００

自販機

自販機

自販機

予　備

予　備

合計

１０,２４１ ＶＡ 計

ＡＣ１φ３Ｗ

２Ｌ３

２１０－１０５Ｖ

基本結線図　Ｆ

１０１

１０２

１０３

１０４

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

消火ポンプ室

予　備

１７４

１７３

用具倉庫

女子トイレ他

ＭＣＣＢ３Ｐ
５０／３０

ＡＣ１φ３Ｗ

１Ｌ３

２１０－１０５Ｖ

基本結線図　Ｆ

３０１

３０２

３０３

３０４

○ ○ ２･５０／２０

○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ３００

４２４ ウォシュレット他

ウォシュレット他

予　備

用具倉庫

合計

１,９１２ ＶＡ 計

◎ＥＤ

◎ＥＤ（ＥＬＣＢ）

ＡＣ１φ３Ｗ

２１０－１０５Ｖ

基本結線図　Ｆ

１０１

１０２

１０３

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０ 予　備

１７４

２１５

用具倉庫

メンテナンス車両庫

ＭＣＣＢ３Ｐ
５０／３０

２Ｌ４

３０１

３０２

３０３

○ ○ ２･５０／２０

○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ２００ 用具倉庫

合計

７８９ ＶＡ 計

◎ＥＤ

◎ＥＤ（ＥＬＣＢ）

メンテナンス車両庫２００

予　備

Ｌ－グランド①

ＡＣ１φ３Ｗ

１Ｌ４

２１０－１０５Ｖ

基本結線図　Ｅ

Ｌ－グランド②

ＡＣ１φ３Ｗ

１Ｌ５

２１０－１０５Ｖ

基本結線図　Ｅ

屋外鋼板製

防水壁掛型

屋内鋼板製

壁掛型

屋外鋼板製

屋内鋼板製

壁掛型

屋外鋼板製

防水自立型

屋外鋼板製

Ｒ×１

ＲＴ リモコントランス１００

６４８

６４８

１,２６０ ハンドドライヤー

６２６

１３６

１００

Ｒ×１

ＲＴ リモコントランス

１,３５５ 自動水栓他

１,３１５ ハンドドライヤー他

６４８ ウォシュレット

ウォシュレット

ウォシュレット

５０５ 多機能トイレ

６４８

６４８

１,２６０ ハンドドライヤー

４２４

エアスプレー３００○ ○ ２･５０／２０

Ｔ／Ｕ

（４回路用）

ｘ１

８４９ ９,３７９

Ｔ／Ｕ

（４回路用）

ｘ１

８６２ ９,３７９

３６４ １,５４８

３８９ ４００

１

２

３

４

ＭＣＣＢ３Ｐ
１００／１００

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

○ ○

○ ２･５０／３０○

○

○ ○

○

○

○ ２･５０／２０

２･５０／２０○

Ｗｉｆｉ･ＬＡＮ機器盤５００

３００

３００

予　備

屋　外

屋　外

５,０７６Ｒ×２

予　備

予　備

グラウンド照明

グラウンド照明

グラウンド照明

合計

１６,４２８ ＶＡ 計

◎ＥＤ

◎ＥＤ（ＥＬＣＢ）

５００１５,３２８ ６００

１

２

３

４

ＭＣＣＢ３Ｐ
１００／１００

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

５００

３００

３００

予　備

屋　外

屋　外

５

６

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

３００

３００

ＡＶ機器

ＡＶ機器

１１

１２

１３

１４

１５

１６

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○ ２･５０／２０

○ ２･５０／２０○ 予　備

予　備

グラウンド照明

グラウンド照明

グラウンド照明

計 １,７００１５,３２８ ６００

合計

１７,６２８ ＶＡ

◎ＥＤ

◎ＥＤ（ＥＬＣＢ）

Ｔ／Ｕ

（４回路用）

ｘ２

Ｔ／Ｕ

（４回路用）

ＬＭ－管理

ＡＣ１φ３Ｗ

２１０－１０５Ｖ

１０１

１０２

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

予　備

２２９ 事務室他

３０１

３０２

３０３

３０４

○ ○ ２･５０／２０

○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ６００

冷蔵庫･電子レンジ

更衣スペース他３００

電気温水器

基本結線図　Ｆ

２Ｌ１

○ ○ ２･５０／２０ＴＣ

ＭＣＣＢ３Ｐ
１００／７５

○ ○ ２･５０／２０ＡＭＰ

○ ○ ２･５０／２０火

○ ○ ２･５０／２０警 警報盤

自火報受信機

放送アンプ

トイレ呼出表示器

３００

３００

５００

１,１００

１,０００

端子盤１００

１,２００ １９インチラック

自動水栓他４１４

３０５

３０６ ○ ○

○ ○

３０７

３０８

３０９

３１０

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

２･５０／２０

２･５０／２０

２･５０／２０

２･５０／２０

２･５０／２０

２･５０／２０

ルームエアコン

全熱交換器

事務室他

合計

９,３２９ ＶＡ 計

屋内鋼板製

壁掛型

５７０

ルームエアコン５７０

３１１ ○ ○ ２･５０／２０ 予　備

３１２ ○ ○ ２･５０／２０ 予　備

４０１

４０２ ○ ○ ２･５０／２０

○ ２･５０／２０○

予　備

ルームエアコン７８０

１１９

１０３

１０４

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

Ｒ×２

Ｒ×２

ＲＴ １００ リモコントランス
Ｔ／Ｕ

（４回路用）

ｘ１

２０１

７４０ 屋外灯

駐車場

１０５

１０６

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０ 予　備

○ ○ ２･５０／２０ 誘導灯６誘

○ ○ ２･５０／２０イ インターホン親機

１,２７６ ４,７１４ ２,０３９ １,３００

伝送ユニット

１００

１００ １７

１００○ ○ ２･５０／２０ 消火ポンプ室３０５

３０６

２･５０／３０ ５,０７６

２･５０／３０ ５,０７６

２･５０／２０○ リモコントランス１００ＲＴ

２･５０／３０ ５,０７６

２･５０／３０ ５,０７６

２･５０／３０ ５,０７６

２･５０／２０ １００ＲＴ リモコントランス○ ○

７

８

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

３００

３００

ＲＰ盤

ＡＩ機器盤

Ｗｉｆｉ･ＬＡＮ機器盤

○ ○ ２･５０／２０ 予　備

○ ○ ２･５０／２０ 予　備

１０４

３０４

耐塩塗装

防水自立型

耐塩塗装

Ｒ×２

Ｒ×２

Ｒ×２

Ｒ×２

Ｒ×２

ｘ２

防水壁掛型

耐塩塗装

耐塩塗装

電灯コンセント負荷リスト（２）

1/N.S 1/N.S

図面番号 区分

2022年4月
年月日

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所

東京都知事登録 第 35509号

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所　九州支店

福岡県知事登録 第1-11482号

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

秋吉　賢一　 

山元　徹也 伊藤　翔治

伊藤　裕也

号

217159

272676

266089

号

鈴木　耕造号 号353942

号383653

担当 特記

管理番号

工事名 図面名

縮尺
A1: A3:

長浜　愛美

1LU122YD1

屋外型トレーニングセンター建設工事
電気11E -



電灯コンセント負荷リスト

盤名称 盤結線・電源種別
付属

結線記号 回路NO
電圧（Ｖ） 分岐開閉器 負荷容量(ＶＡ)

備　 考
仕様　 幹線記号・主幹開閉器 200 100 MCCB ELCB P・AF／AT 電灯 ｺﾝｾﾝﾄ 空調 その他

盤名称 盤結線・電源種別
付属

結線記号 回路NO
電圧（Ｖ） 分岐開閉器 負荷容量(ＶＡ)

備　 考
仕様　 幹線記号・主幹開閉器 200 100 MCCB ELCB P・AF／AT 電灯 ｺﾝｾﾝﾄ 空調 その他

盤名称 盤結線・電源種別
付属

結線記号 回路NO
電圧（Ｖ） 分岐開閉器 負荷容量(ＶＡ)

備　 考
仕様　 幹線記号・主幹開閉器 200 100 MCCB ELCB P・AF／AT 電灯 ｺﾝｾﾝﾄ 空調 その他

盤名称 盤結線・電源種別
付属

結線記号 回路NO
電圧（Ｖ） 分岐開閉器 負荷容量(ＶＡ)

備　 考
仕様　 幹線記号・主幹開閉器 200 100 MCCB ELCB P・AF／AT 電灯 ｺﾝｾﾝﾄ 空調 その他

Ｌ－グランド③

ＡＣ１φ３Ｗ

２Ｌ５

２１０－１０５Ｖ

基本結線図　Ｅ

Ｌ－グランド④

ＡＣ１φ３Ｗ

２Ｌ６

２１０－１０５Ｖ

基本結線図　Ｅ

屋外鋼板製

屋外鋼板製

１

２

３

４

ＭＣＣＢ３Ｐ
１００／１００

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

５００

３００

３００

スプリンクラー
制御盤

屋　外

屋　外

合計

１７,０２８ ＶＡ 計 ８００１５,３２８ ９００

Ｔ／Ｕ

（４回路用）

◎ＥＤ

◎ＥＤ（ＥＬＣＢ）

１

２

３

４

ＭＣＣＢ３Ｐ
１００／１００

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

○ ○ ２･５０／２０

５００

３００

３００

予　備

屋　外

屋　外

合計

１６,４２８ ＶＡ 計 ５００１５,３２８ ６００

Ｔ／Ｕ

（４回路用）

◎ＥＤ

◎ＥＤ（ＥＬＣＢ）

○ ○ ２･５０／２０ ３００ ＲＰ盤

○ ○ ２･５０／２０ 予　備

５

６

１１

１２

１３

１４

１５

１６

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○ ２･５０／２０

○ ２･５０／２０○ 予　備

予　備

グラウンド照明

グラウンド照明

グラウンド照明２･５０／３０ ５,０７６

２･５０／３０ ５,０７６

２･５０／３０ ５,０７６

２･５０／２０ １００ＲＴ リモコントランス○ ○

１１

１２

１３

１４

１５

１６

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○ ２･５０／２０

○ ２･５０／２０○ 予　備

予　備

グラウンド照明

グラウンド照明

グラウンド照明２･５０／３０ ５,０７６

２･５０／３０ ５,０７６

２･５０／３０ ５,０７６

２･５０／２０ １００ＲＴ リモコントランス○ ○

Ｗｉｆｉ･ＬＡＮ機器盤

Ｗｉｆｉ･ＬＡＮ機器盤

Ｒ×２

Ｒ×２

Ｒ×２

Ｒ×２

Ｒ×２

Ｒ×２

ｘ２

ｘ２

耐塩塗装

防水自立型

耐塩塗装

防水自立型

３００

電灯コンセント負荷リスト（３）

1/N.S 1/N.S

図面番号 区分

2022年4月
年月日

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所

東京都知事登録 第 35509号

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所　九州支店

福岡県知事登録 第1-11482号

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

秋吉　賢一　 

山元　徹也 伊藤　翔治

伊藤　裕也

号

217159

272676

266089

号

鈴木　耕造号 号353942

号383653

担当 特記

管理番号

工事名 図面名

縮尺
A1: A3:

長浜　愛美

1LU122YD1

屋外型トレーニングセンター建設工事
電気12E -



幹線･動力設備　クラブハウス　１階平面図

1/100 1/200

図面番号 区分

2022年4月
年月日

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所

東京都知事登録 第 35509号

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所　九州支店

福岡県知事登録 第1-11482号

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

秋吉　賢一　 

山元　徹也 伊藤　翔治

伊藤　裕也

号

217159

272676

266089

号

鈴木　耕造号 号353942

号383653

担当 特記

管理番号

工事名 図面名

縮尺
A1: A3:

長浜　愛美

1LU122YD1

屋外型トレーニングセンター建設工事
電気13E -

ＬＭ－クラブハウス

排水ポンプ制御盤 （衛生工事）

（ＤＰ－１）

ＨＥＸ

３
ｘ４

（２４Ｈ）

（２４Ｈ） （２４Ｈ）

ＨＥＸ

４

２４

２４

ｘ５

３５１

３５２

３５３

３５４

３５５

１２

３

ＰＢ,ＷＰ
ＳＵＳ
２２１

ｘ４

以降強電配置図参照

防水鋳鉄管
（貫通スリーブ）

製氷機用

ＩＭ

１
ｘ２

（２４Ｈ）

ＨＥＸ

２

ＨＥＸ

１

ＨＥＸ

１

ＨＥＸ

２

２４

２４

２４

（ＨＥＸ－１と連動）

ＥＦ

２

（ＨＥＸ－１と連動）

ＥＦ

２

Ｆ Ｆ

（ＥＦ－２と連動） （ＥＦ－２と連動）

Ａ

３５６

３５７

３５８

Ａ

ＣＲ：４００Ｗ（セパ付）
（ピット内）

凡　例

記　号 名　　　称 備　　　考

動力盤

電灯動力盤

各種制御盤 ＥＶ・衛生・空調他

　空調室内機 空調設備工事

全熱交換機 換気設備工事

空調リモコンスイッチ 空調設備工事

全熱交換器リモコンスイッチ 換気設備工事

埋込コンセント　３Ｐ２０Ａ　接地極付×１（引掛型）

全熱交換器リモコンスイッチ（２４時間換気） 換気設備工事２４

プルボックス ＷＰは防水型ＳＵＳ製,サイズは平面図参照

注　記

１．特記なき配管配線は下記による。

（動力コンセント設備） 保護管

（１Ｃはアース） （ＰＦ２２）

空配管　天井内突き出し （ＰＦ２２）

３．幹線サイズは、幹線リスト参照とする。

２．二重天井内はケーブル工事とし、立上げ・引下げの壁内は適合電線管にて保護すること。

４．動力二次側配線サイズは、動力盤リスト参照とする。

５．地中埋設管路はＧＬ－６００以上とし、ＧＬ－３００に埋設シート（ダブル）を布設すること。

ＶＶＦ２.０－３Ｃ

排気ファンスイッチＦ 換気設備工事

ＶＶＦ２.０－２Ｃ （ＰＦ２２）

ＶＶＦ２.０－３Ｃ

ＣＶＶ２－２Ｃ

Ａ
（１Ｃはアース）（電源用） （ＰＦ２２）

（連動信号用） （ＰＦ２２）

排気ファン 換気設備工事



14

1/100 1/200

幹線･動力設備　クラブハウス　２階平面図
図面番号

E -
区分

電気

2022年4月
年月日

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所

東京都知事登録 第 35509号

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所　九州支店

福岡県知事登録 第1-11482号

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

秋吉　賢一　 

山元　徹也 伊藤　翔治

伊藤　裕也

号

217159

272676

266089

号

鈴木　耕造号 号353942

号383653

担当 特記

管理番号

工事名 図面名

縮尺
A1: A3:

長浜　愛美

1LU122YD1

屋外型トレーニングセンター建設工事

Ｍ－クラブハウス

ＣＲ：５００Ｗ
（高耐食製カバー付）

（２４Ｈ）

ＨＥＸ

１
ｘ６

３５４

３５５

ＰＡＣ

２

ＰＡＣ

３

ＰＡＣ

２

ＰＡＣ

２

ＰＡＣ

２

ＰＡＣ

１

ＰＡＣ

１

ＰＡＣ

１

ＰＡＣ

１

１２３４５６７８９

ＰＢ,ＷＰ
ＳＵＳ
５５４



ＢＬ１ ＬＥＤベースライト　直付・埋込兼用型　□５７０

パナソニック　ＸＬＸ１１０ＡＥＷＬＡ９　相当品

スクエア光源タイプ、一般光源ユニット、１２０００ｌｍタイプ

消費電力７４．５Ｗ、電圧１００～２４２Ｖ

本体：鋼板（高反射白色粉体塗装）、枠：鋼板（高反射白色粉体塗装）

点灯ユニット（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

白色（４０００Ｋ）、Ｒａ８３

ＢＬ２ ｉＤ直付型４０形　Ｗ１５０

パナソニック　ＸＬＸ４３０ＡＥＮＰＬＥ９　相当品

一般タイプ、３２００ｌｍタイプ

消費電力２０．６Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

本体：鋼板（白色粉体塗装）

ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

電源装置はライトバー側に内蔵

ＢＬ４ ｉＤ埋込型４０形　Ｗ１５０

パナソニック　ＸＬＸ４５０ＰＥＮＴＬＥ９　相当品

一般タイプ、５２００ｌｍタイプ

消費電力３１．９Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

本体：亜鉛鋼板

反射板：鋼板（高反射白色粉体塗装）

ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３、電源装置はライトバー側に内蔵

ＢＬ５ ｉＤ埋込型４０形　Ｗ１５０

パナソニック　ＸＬＸ４４０ＰＥＮＰＬＥ９　相当品

一般タイプ、４０００ｌｍタイプ

消費電力２５Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

本体：亜鉛鋼板

反射板：鋼板（高反射白色粉体塗装）

ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３、電源装置はライトバー側に内蔵

ＤＬ１ ＬＥＤダウンライト　２００形

パナソニック　ＸＮＤ２０３９ＷＮＬＥ９　相当品

ＬＥＤ内蔵＜ワンコア（ひと粒）タイプ＞、電源ユニット内蔵、一般光色タイプ

５０００Ｋ、Ｒａ８５、拡散タイプ

光源遮光角１５度、光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

器具光束：２０５０ｌｍ、消費電力：１５Ｗ、電圧：１００－２４２Ｖ

反射板（上部）：プラスチック（ホワイト）

反射板（下部）：鋼板（ホワイトつや消し仕上）

枠：鋼板（ホワイトつや消し仕上）、埋込穴φ１００

ＤＬ２ マルミナＬＥＤダウンライト２００形

パナソニック　ＸＮＤ２０５１ＰＮＬＥ９　相当品

ＬＥＤ内蔵＜ワンコア（ひと粒）タイプ＞、電源ユニット内蔵、一般光色タイプ

光源寿命：４００００時間（光束維持率８５％）

５０００Ｋ、Ｒａ８５、面発光タイプ（やわらかな光）

器具光束：１４２０ｌｍ、消費電力：１５．５Ｗ、電圧：１００－２４２Ｖ

枠：アルミダイカスト（ホワイトつや消し仕上）

パネル：アクリル（乳白つや消し）

埋込穴：φ１２５

ＤＬ３ マルミナＬＥＤダウンライト１５０形

パナソニック　ＸＮＤ１５３１ＰＮＬＥ９　相当品

ＬＥＤ内蔵＜ワンコア（ひと粒）タイプ＞、電源ユニット内蔵、一般光色タイプ

光源寿命：４００００時間（光束維持率８５％）

５０００Ｋ、Ｒａ８５、面発光タイプ（やわらかな光）

器具光束：１００５ｌｍ、消費電力：１２．４Ｗ、電圧：１００－２４２Ｖ

枠：アルミダイカスト（ホワイトつや消し仕上）

パネル：アクリル（乳白つや消し）

埋込穴：φ１００

ＤＬ４ マルミナＬＥＤダウンライト１００形

パナソニック　ＸＮＤ１０３１ＰＮＬＥ９　相当品

ＬＥＤ内蔵＜ワンコア（ひと粒）タイプ＞、電源ユニット内蔵、一般光色タイプ

光源寿命：４００００時間（光束維持率８５％）

５０００Ｋ、Ｒａ８５、面発光タイプ（やわらかな光）

器具光束：６１０ｌｍ、消費電力：７．６Ｗ、電圧：１００－２４２Ｖ

枠：アルミダイカスト（ホワイトつや消し仕上）

パネル：アクリル（乳白つや消し）

埋込穴：φ１００

ＤＬ５ 軒下用ＬＥＤダウンライト　１００形

パナソニック　ＸＮＷ１０３１ＷＮＬＥ９　相当品

ＬＥＤ内蔵＜ワンコア（ひと粒）タイプ＞、電源ユニット内蔵、軒下用（防雨型）

５０００Ｋ、Ｒａ８５、拡散タイプ、一般光色タイプ、光源遮光角１５度

器具光束：７９０ｌｍ、消費電力：７．６Ｗ、電圧：１００－２４２Ｖ

光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

反射板（上部）：プラスチック（ホワイト）

枠：アルミダイカスト（ホワイトつや消し仕上）

パネル：アクリル（透明）、埋込穴：φ１００

ＤＬ６ ＬＥＤダウンライト　２００形

パナソニック　ＮＤＮＮ７４８２０＋ＮＮＵ２４０１１５ＫＬＥ９　相当品

ＬＥＤソケッタブル別売、一般タイプ

アクアタイトシリーズ　業務用浴室灯

本体：アルミ（クールホワイトつや消し仕上）

枠：アルミダイカスト（ホワイトつや消し仕上）

パネル：テフロン膜付ガラス（透明つや消し）

埋込穴φ１５０

ＢＲ１ ＬＥＤブラケット　１５形直管蛍光灯１灯器具相当

パナソニック　ＬＧＢ８５０４４ＬＥ１　相当品

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

器具光束８４０ｌｍ、消費電力９．５Ｗ、電圧１００Ｖ

天井直付型・壁直付型

スイッチ付、拡散タイプ、両面化粧タイプ

カバー：プラスチック（乳白）

Ｗ＝４５０　Ｈ＝６５　出しろ６４

ＳＰ１ ＬＥＤスポットライト　（柱面取付　天井面照射）

パナソニック　ＮＮＹ２４９３９ＬＦ９　相当品

ｉＤ　直付型４０形　防湿型・防雨型ＢＬ６

一般タイプ、２５００ｌｍタイプ

消費電力１６．３Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

本体：ステンレス（高反射白色粉体塗装）

防湿型・防雨型ライトバー：ポリカーボネート（乳白）＋アクリルコーティング

光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

ＩＰ２３防湿型、電球色（３０００Ｋ）、Ｒａ８３

電源装置はライトバー側に内蔵

パナソニック　ＮＮＷＫ４１１５１+ＮＮＷ４２１１ＥＮＺＬＥ９加工（３０００Ｋ） 　相当品

ＬＥＤ内蔵・電源ユニット内蔵、取付自在タイプ

電球色、３０００Ｋ、Ｒａ８４、広角タイプ

光束１１６５ｌｍ、消費電力１７．１Ｗ、電圧１００Ｖ

防雨型、光源寿命４００００時間（光束維持率７０％）

本体：アルミダイカスト（ミディアムグレーメタリック）

前面パネル：高透過ガラス

ＳＰ２ ＬＥＤスポットライト ＩＮ１ スリムＬＥＤｓ１００防水非調光

パナソニック　ＬＧＷ８０３６０ＬＥ１　相当品

ＬＥＤポーチライト　６０形電球１灯器具相当ＢＲ２

パナソニック　ＹＹＹ３１１３４ＬＥ１　相当品 ストラップ：　ＮＴＮ８７０１３

電源ケーブル：　ＮＴＮ８７０１０

パナソニック　ＮＴＮ８３１３４　相当品

ＬＥＤ内蔵、電源ユニット内蔵、調光不可

直付型、４００００時間（光束維持率７０％）

２７００Ｋ、Ｒａ８３、上方向ビーム角３５°

器具光束２３００ｌｍ、消費電力１９．４Ｗ、１００Ｖ

本体：アルミ

樹脂カバー：ポリカーボネート

幅：２７．４、長：１４７６

器具光束：１８２０ｌｍ、消費電力：１７．２Ｗ、電圧：１００－２４２Ｖ

電球色（３０００Ｋ）、Ｒａ８３

器具光束５１５ｌｍ、消費電力６．１Ｗ、電圧１００Ｖ

拡散タイプ、防雨型、ツマミネジ方式

カバー：アクリル（乳白）

本体：プラスチック（ホワイト）

タイマー段調光機能付、ワイド配光

光束１０７００ｌｍ、消費電力９８．３Ｗ、電圧１００～２４２Ｖ

昼白色、３０００Ｋ、Ｒａ８５、光源寿命６万時間（光束維持率８０％）

本体：アルミダイカスト（ミディアムグレーメタリック）

パネル：ポリカーボネート（透明つや消し）

アーム：ステンレス鋼板（ミディアムグレーメタリック）

落下防止ワイヤー付、耐雷サージ：１５ＫＶ、耐風速６０ｍ

ＬＥＤ小型シーリングライトＢＣ

パナソニック　ＮＣＮ２５３００ＷＬＥ１　相当品

ＬＥＤ内蔵＜ワンコア（ひと粒）タイプ＞、電源ユニット内蔵、天井直付型

光源遮光角３０°、光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

５０００Ｋ、Ｒａ８５、拡散タイプ

器具光束２０８０ｌｍ、消費電力１６．８Ｗ、電圧１００Ｖ

本体：アルミダイカスト（ホワイトつや消し仕上）

反射板：プラスチック（ホワイト）

照明器具姿図（１）
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１２灯用照明ポール

上下サポート

角形鋼管（別途工事）

取付バー

鋼管（別途工事）

投光器台バンド

Ｌ形鋼（別途工事）

コンクリート柱

斜めサポート

鋼管（別途工事）

取付バンド

ＬＥＤ投光器１２灯

投光器取付台：鋼板
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メタルハライドランプ１ｋＷ相当ＬＥＤ投光器（中広角型）

結線ボックス

SUS

ハンドル

ポリカーボネート：
透明 耐候塗装

パネル

ＬＥＤ３１２粒×２枚

ＬＥＤユニット

フィルター

アルミ：アルマイト塗装

本体

電源ボックス

鋼板（ｔ４．５）

アーム

溶融亜鉛メッキ　HDZ55

器具光束６８０００ｌｍ、消費電力４３２Ｗ

昼白色、５０００Ｋ、Ｒａ７０、中広角型（５２°）

光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

初期光束補正機能付

重耐塩害仕様

簡単段調光、落下防止ワイヤー付

器具本体（１５ｋｇ）　電源ユニット内蔵型

電圧２００－２４２Ｖ
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アルミ：グレイ
ポリエステル粉体塗装

パナソニック　ＮＹＳ１２５３７ＬＦ２　相当品

パナソニック　ＮＹＭ２０１５３ＺＲＺ２　相当品

光束２５０００ｌｍ、消費電力１３６Ｗ、電圧２００～２４２Ｖ

昼白色、５０００Ｋ、Ｒａ７０、ＰｉＰｉｔ調光、広角タイプ、直付型

光源寿命６００００時間（光束維持率８５％）、電源内蔵型

本体：アルミ、パネル：ポリカーボネート（透明）

アーム：亜鉛鋼板

約５～１００％連続調光、落下防止ワイヤー付

器具本体（３．０ｋｇ）

ＢＬ７ ＬＥＤ高天井用照明器具

パナソニック　ＮＱ２８８６１Ｋ　相当品

定格電圧：ＡＣ１００Ｖ

調光回路数：６回路

操作シーン数：４シーン＋ＯＦＦ

適合スイッチボックス：ＪＩＳ　５コ用金属製（カバー付）

ライトマネージャーＦｘ　記憶式６回路親器

パナソニック　ＮＱ２３１８５Ｋ　相当品

定格電圧：ＡＣ１００Ｖ～２４２Ｖ

適合負荷：当社製デジタル調光ＬＥＤ照明器具（起動方式ＲＺ）

ＰｉＰｉｔ＋　セパレートセルコンＡタイプＳ Ｐ

タイマー段調光機能付、ワイド配光

光束１０７００ｌｍ、消費電力９８．３Ｗ、電圧１００～２４２Ｖ

昼白色、５０００Ｋ、Ｒａ８５、光源寿命６万時間（光束維持率８０％）

本体：アルミダイカスト（ミディアムグレーメタリック）

パネル：ポリカーボネート（透明つや消し）

アーム：　ステンレス鋼板（ミディアムグレーメタリック）

落下防止ワイヤー付、耐雷サージ：１５ＫＶ、耐風速６０ｍ

ＰＬ１ ＬＥＤモールライト（１灯用）

ポール：　ＹＤ４５０９ＨＮ加工

パナソニック　ＸＹ４４６９ＬＦ９　相当品

ａ ＬＥＤ非常灯専用型リモコン自己点検機能付

パナソニック　ＮＮＦＢ９０６０５Ｃ　相当品

ｂ ＬＥＤ非常灯専用型リモコン自己点検機能付

パナソニック　ＮＮＦＢ９１６０５Ｃ　相当品

ｄ ＬＥＤ非常灯専用型リモコン自己点検機能付

パナソニック　ＮＮＦＢ９３００５Ｃ　相当品

ｅ ＬＥＤ　Ｃ級　避難口誘導灯片面型

パナソニック　ＦＡ１０３１２ＬＥ１＋ＦＫ１００００　相当品

ＬＥＤ誘導灯コンパクトスクエア

Ｃ級　片面型

壁・天井直付型

一般型（２０分間）

ニッケル水素蓄電池

リモコン自己点検機能付

型式認定番号：１ＡＳ１１１－３２０７

パナソニック　ＦＡ２０３１２ＬＥ１＋ＦＫ２００００＋G：ＦＫ０２５６１Ｚ　相当品

ＬＥＤ誘導灯コンパクトスクエア

Ｂ級・ＢＬ形　片面型

壁・天井直付型

一般型（２０分間）

ニッケル水素蓄電池

リモコン自己点検機能付

型式認定番号：１ＡＭ１１１－３２０９

パナソニック　ＦＡ２０３１２ＬＥ１＋ＦＫ２００１７＋ＦＫ２００１６＋Ｇ：ＦＫ０２５６１Ｚ　相当品

ＬＥＤ誘導灯コンパクトスクエア

Ｂ級・ＢＬ形　片面型

壁・天井直付型

一般型（２０分間）

ニッケル水素蓄電池

リモコン自己点検機能付

型式認定番号：１ＡＭ１１１－３２０９

電灯盤基本結線図

器具取付高さ

単体配置

直線配置

四角配置

2.1ｍ 2.4ｍ 2.6ｍ 3.0ｍ 4.0ｍ

A1

A2

A4

3.8ｍ

6.9ｍ 7.6

4.0 4.0 2.8

5.0ｍ 6.0ｍ

8.5ｍ 9.4 9.9

8.1

10.1

8.9 -

- -

-

- -

-

-

-

φ１００低天井・小空間用（～３ｍ）、３０分間タイプ
ＬＥＤ内蔵、非常時・非常灯用ＬＥＤ点灯／常時消灯
電圧：１００～２４２Ｖ、蓄電池：ニッケル水素電池
非常灯評定番号：ＬＡＬＥ－００４
レンズ：ガラス、カバー：鋼板：（クールホワイトつや消し仕上）
点検スイッチ付、自己点検スイッチ付
充電モニタ（緑）付、リモコン：ＦＳＫ９０９１０Ｋ（別売）

器具取付高さ

単体配置

直線配置

四角配置

2.1ｍ 2.4ｍ 2.5ｍ 3.0ｍ 4.0ｍ

A1

A2

A4

4.2ｍ

7.4ｍ 8.2

4.6 4.7 4.9

5.0ｍ 6.0ｍ

9.3ｍ 10.2 10.6

8.4

11.9

9.6

-

-

- -

-

-

11.7

12.9

3.3

φ１００低天井用（～３ｍ）、３０分間タイプ
ＬＥＤ内蔵、非常時・非常灯用ＬＥＤ点灯／常時消灯
電圧：１００～２４２Ｖ、蓄電池：ニッケル水素電池
非常灯評定番号：ＬＡＬＥ－００４
レンズ：ガラス、カバー：鋼板：（クールホワイトつや消し仕上）
点検スイッチ付、自己点検スイッチ付
充電モニタ（緑）付、リモコン：ＦＳＫ９０９１０Ｋ（別売）

器具取付高さ

単体配置

直線配置

四角配置

2.1ｍ 2.4ｍ 2.6ｍ 3.0ｍ 4.0ｍ

A1

A2

A4

5.4ｍ

11.3ｍ

8.5ｍ 9.6

5.9

13.5

10.2

6.3

15.2

6.9 7.9

12.7 18.6

11.6 14.6

5.0ｍ 6.0ｍ 7.0ｍ

8.7 6.4 -

21.0 22.8 -

17.2 19.4 -

非常灯評定番号：ＬＡＬＥ－００６非常灯評定番号：ＬＡＬＥ－００４非常灯評定番号：ＬＡＬＥ－００４

１．メーカー型番は相当品とし、参考とする。

３．非常照明点検リモコン（ＦＳＫ９０９１０Ｋ相当品）を１台納品すること。

註　記

2.7ｍ

4.8

11.1

8.9

3.6

10.1

8.3

2.7ｍ

４．照明器具の消費電力は、ＪＩＳ　Ｃ８１０５－３の測定方法による。

ＰＬ１２

誘 誘導灯用点滅装置　誘導音＋点滅用（１回路用）

パナソニック　ＦＦ９００２４Ｋ　相当品

信号回路定格容量：誘導音信号出力・点滅信号出力（ＤＣ２４Ｖ合計２Ａ）
消費電力：１３Ｗ（最大負荷接続時１６７Ｗ）
電源電圧：１００Ｖ
定格周波数：５０／６０Ｈｚ
充電モニタ付

ｉ ＬＥＤ Ｂ級・ＢＬ形 誘導音付点滅形避難口誘導灯片面型

パナソニック　ＦＡ２０３３６ＫＬＥ１＋ＦＫ２００００　相当品

ＬＥＤ誘導灯コンパクトスクエア
Ｂ級・ＢＬ形　片面型
壁・天井直付・吊下兼用型
一般型（２０分間）
ニッケル水素蓄電池（キセノンランプ・誘導音交換電池含む）
リモコン自己点検機能付

ｆＧ ＬＥＤ　Ｂ級・ＢＬ形　避難口誘導灯片面型（ガード付） ｈＧ ＬＥＤ　Ｂ級・ＢＬ形　通路誘導灯片面型（ガード付）

ｉＧ ＬＥＤ Ｂ級・ＢＬ形 誘導音付点滅形避難口誘導灯片面型（ガード付）

（別途工事）

直付中天井用（～６ｍ）、３０分間タイプ
ＬＥＤ内蔵、非常時・非常灯用ＬＥＤ点灯／常時消灯
非常灯評定番号：ＬＡＬＥ－００６
レンズ：ガラス、カバー：鋼板：（クールホワイトつや消し仕上）
電圧：１００～２４２Ｖ、蓄電池：ニッケル水素電池
点検スイッチ付、自己点検スイッチ付
充電モニタ（緑）付、リモコン：ＦＳＫ９０９１０Ｋ（別売）

（別途工事）

（別途工事）

２．ハンディライコン（ＮＫ２３０９１）を１台納品のこと。

耐塩害仕様

誘

非

階

1φ3W210/105

非常照明

20AT
SB2P

20AT
SB2P

一般負荷

20AT
SB2P

20AT
SB2P

一般負荷

主幹開閉器

一般負荷

一般負荷

20AT
誘導灯

MCCB2P

SB2P
20AT

20AT
MCCB2P

階段通路
誘導灯

照明器具姿図（２）

1/N.S 1/N.S

図面番号 区分

2022年4月
年月日

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所

東京都知事登録 第 35509号

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所　九州支店

福岡県知事登録 第1-11482号

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

秋吉　賢一　 

山元　徹也 伊藤　翔治

伊藤　裕也

号

217159

272676

266089

号

鈴木　耕造号 号353942

号383653

担当 特記

管理番号

工事名 図面名

縮尺
A1: A3:

長浜　愛美

1LU122YD1

屋外型トレーニングセンター建設工事
電気16E -



電灯設備　クラブハウス　１階平面図

1/100 1/200

図面番号 区分

2022年4月
年月日

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所

東京都知事登録 第 35509号

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所　九州支店

福岡県知事登録 第1-11482号

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

秋吉　賢一　 

山元　徹也 伊藤　翔治

伊藤　裕也

号

217159

272676

266089

号

鈴木　耕造号 号353942

号383653

担当 特記

管理番号

工事名 図面名

縮尺
A1: A3:

長浜　愛美

1LU122YD1

屋外型トレーニングセンター建設工事
電気17E -

ＬＭ－クラブハウス

トイレ（２）

× ５

シャワー室

×２２

ロッカールーム

×１６

倉　庫

× ２

ミーティング

×２０

医務室

× ２

外　壁

（２ヶ所分）

ＤＬ２

ＤＬ４ × ７

多目的トイレ

× ４ＤＬ２

（２ヶ所分）

ＤＬ６

ＢＬ２

ＢＬ４ ＢＬ４

ＢＬ４

× ６ＢＲ２（１）（２） （１）（２）

（１）（２） ルーム（１）（２）

シャワー室前室

× ２ＢＬ５

（２ヶ所分）

Ｓ

Ｓ

Ｒ１Ｒ２ Ｒ２Ｒ４ Ｒ４ Ｒ３ Ｒ３

Ｒ６Ｒ７ Ｒ６Ｒ７ Ｒ７Ｒ９ Ｒ９ Ｒ８ Ｒ８ Ｒ８

Ｓ

１０１

１０２
１０３

１０８

１０４

１０８

１０８

１０２
５Ｌ
(Ｒ５～９)

５Ｌ
(Ｒ５～９)

１Ｐ

Ｒｘ５

Ｒ１

４Ｌ
(Ｒ１～４)

４Ｌ
(Ｒ１～４)

１Ｐ

Ｒｘ４

Ｂ

Ａ

Ｒ

１Ｐ

１０８

１０５ ＶＶＦ２.０－２Ｃｘ２（１ＣＥ）ｘ３

Ａ

ＶＶＦ２.６－３Ｃ（１ＣＥ）

Ｒｘ２ １０７～ Ｒｘ２

１１０ ＣＶ３.５－２Ｃ　Ｅ２.０

Ｂ

１１１ Ｒ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

ＦＣＰＥＶ１.２－１Ｐリモコン

エントランス（１）

×

２

ＤＬ５

×ＤＬ１

エントランス（２）

× ３ＤＬ１

エントランス（１）

１

前室

トイレ（１）

× ５ＤＬ２

ＤＬ４ × ７

木　廊

×１８ＢＬ６

Ｒ５

× １ＤＬ１

Ｇ ＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧ

６Ｌ
(Ｒ１０～１５)

６Ｌ
(Ｒ１０～１５)

ＣＶ５.５－２Ｃ　Ｅ２.０

Ｓ

Ｓ

Ｓ
Ｗ

ＥＦ

４

ＥＦ

４

ＥＦ

１

ＥＦ

１

ＥＦ

５

４Ｌ
(Ｒ１～４)

イ

イ

イ

イ

イ
ロ

ロ

６Ｌ
(Ｒ１０～１５)

ＰＢ,ＷＰ
ＳＵＳ
２２１

ＰＢ,ＷＰ
ＳＵＳ
２２１

Ｒ１７

１０９Ｒ

３.５

３.５

以降強電配置図参照

Ｒ

Ｒ１６

１Ｐ

Ｒ１６

Ｒ

Ｒ

Ｒ１６
Ｒ

１Ｐ

１Ｐ

Ｇ

ＦＣＰＥＶ１.２－１Ｐ（ＦＥＰ３０）

管理棟（ＬＭ－管理）へ

Ｆ

Ｓ Ｓ

Ｆ

ＦＦ

ハ

ハ

ハ

ハ
ニ

ニ

Ｆ

防水鋳鉄管
（貫通スリーブ）

凡　例

記　号 名　　　称 備　　　考

電灯動力盤

天井付ＬＥＤ灯 照明器具姿図参照

天井付ＬＥＤ灯（高天井用） 照明器具姿図参照

天井付ＬＥＤ灯 照明器具姿図参照

壁付ＬＥＤ灯 照明器具姿図参照

注　記

保護管

（ＰＦ２２）

１．特記なき配管配線は下記による。

（ＰＦ２２）

（電灯設備）

２．二重天井内はケーブル工事とし、立上げ・引下げの壁内は適合電線管にて保護すること。

ＶＶＦ２.０－２Ｃ

ＶＶＦ２.０－３Ｃ

ＶＶＦ２.０－２Ｃ×２ （１Ｃはアース） （ＰＦ２８）

ＶＶＦ２.０－２Ｃ＋３Ｃ （１Ｃはアース） （ＰＦ２８）

ＶＶＦ２.０－３Ｃ （ＰＦ２２）

埋込スイッチ　１Ｐ１５Ａ×１

Ｓ 熱線センサー付自動スイッチ　親器（フード付） パナソニック　WTK24818　相当品

パナソニック　WTK2910K　相当品熱線センサー付自動スイッチ　子器Ｓ

ＶＶＦ２.０－２Ｃ×２＋３Ｃ （１Ｃはアース） （ＰＦ２８）

ＶＶＦ２.０－３Ｃ×２ （１Ｃはアース） （ＰＦ２８）

ＶＶＦ２.６－３Ｃ （１Ｃはアース） （ＰＦ２８）２.６

ＦＣＰＥＶ１.２－１Ｐ１Ｐ （ＰＦ１６）

ジョイントボックス

フル２線式リモコンスイッチｎＬ ｎは回路数を示す

ＣＶ３.５－２Ｃ　Ｅ２.０ （Ｇ２２）（１Ｃはアース） Ｇ

３.５ ＣＶ３.５－２Ｃ　Ｅ２.０ （ＰＦ２２）

５.５ ＣＶ５.５－２Ｃ　Ｅ２.０ （ＰＦ２８）

プルボックス ＷＰは防水型ＳＵＳ製,サイズは平面図参照

熱線センサー付自動スイッチ　親器　軒下用 パナソニック　WTK4431　相当品Ｓ

パナソニック　WTK2910K+WTK2091　相当品

Ｓ パナソニック　WTK24818+WTK2091　相当品

排気ファン

天井換気扇 換気設備工事

換気設備工事

ＣＶ３.５－２Ｃ　Ｅ２.０ （ＦＥＰ３０）

３．地中埋設管路はＧＬ－６００以上とし、ＧＬ－３００に埋設シート（ダブル）を布設すること。

３.５

熱線センサー付自動スイッチ　子器（カバー付）

熱線センサー付自動スイッチ　親器（カバー付）

Ｓ

Ｆ 換気扇用スイッチ 換気設備工事

記　号 名　　　称 備　　　考

Ｗ

Ｋ

Ｋ
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1/100 1/200

電灯設備　クラブハウス　２階平面図
図面番号

E -
区分

電気

2022年4月
年月日

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所

東京都知事登録 第 35509号

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所　九州支店

福岡県知事登録 第1-11482号

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

秋吉　賢一　 

山元　徹也 伊藤　翔治

伊藤　裕也

号

217159

272676

266089

号

鈴木　耕造号 号353942

号383653

担当 特記

管理番号

工事名 図面名

縮尺
A1: A3:

長浜　愛美

1LU122YD1

屋外型トレーニングセンター建設工事

通路上部

× ２ＳＰ１

テラス

× ８ＳＰ１

ジムエリア

×３５ＢＬ１

中央通路

× ８ＢＣ

Ｒ１０ Ｒ１１

１０８

１１０

Ｒ

Ｒ１２

Ｒ１４

Ｒ１３

Ｒ１５

２.６

１Ｐ

１Ｐ

１０７ Ｒｘ２

１０６ Ｒｘ２

１０５
Ｒｘ２

１０１

上部吹抜 上部吹抜

ＰＢ
３３２

１１１ ＰＢ
ＳＵＳ
５５４

５.５

Ｒ１９

Ｒ１８

Ｒ１８

Ｒ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

１Ｐ

１１０ Ｒ

Ｒ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ



19コンセント設備　クラブハウス　１階平面図

1/100 1/200

図面番号

E -
区分

電気

2022年4月
年月日

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所

東京都知事登録 第 35509号

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所　九州支店

福岡県知事登録 第1-11482号

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

秋吉　賢一　 

山元　徹也 伊藤　翔治

伊藤　裕也

号

217159

272676

266089

号

鈴木　耕造号 号353942

号383653

担当 特記

管理番号

工事名 図面名

縮尺
A1: A3:

長浜　愛美

1LU122YD1

屋外型トレーニングセンター建設工事

ＬＭ－クラブハウス

２Ｅ ２Ｅ

２Ｅ ２Ｅ

２Ｅ

２Ｅ

ＷＰ

ＷＰ

ＷＰ

ＷＰ

２Ｅ

２Ｅ

２Ｅ

自販機用

ＷＰ

ＷＰ

ＷＰ

自販機用

ＷＰ

２Ｅ

２Ｅ

２Ｅ

２Ｅ

２Ｅ

ＥＥＴ

ＥＥＴ

ＥＥＴ

Ｓ
２Ｅ

２Ｅ

Ｓ

２Ｅ

ＷＰ

ＳＳ

ＨＤ

ＨＤ

３０１

３２０

３２４

３２６

３０３３０４

３１３

３０２３３５

３１１

３０７

３０６

３０９

３２２

３３４

３３６

３１５ ３１６ ３１６
３１５

３１４

３１４

３１８ ３１８ ３１９
３１９

３３７

３３８

３３９

３１７

３１３

３０１

３０１

３０１

３２１

３０５

３３１

３３０

３２８

Ａ

３１４ ＶＶＦ２.０－３Ｃ（１ＣＥ）×１６

３１７

～３１６ ３１８ ３１９

３３７～３３９

Ａ

ＶＶＦ２.６－３Ｃ（１ＣＥ）×８

２Ｅ

ＥＥＴ

２Ｅ

ＨＤ

３３３３２５

ＳＳＳ

ＥＥＴ

ＥＥＴ３２９

ＨＤ

３２７

３３２

ＷＰ

Ｓ
２Ｅ

Ｓ
２Ｅ

Ｓ
２Ｅ

Ｓ
２Ｅ

Ｓ
２Ｅ

Ｓ
２Ｅ

Ｓ
２Ｅ

２Ｅ
ＥＴ 製氷機用

２Ｅ

電気温水器用

３１２３４１

３１０

３１３

３４２

３４０

エアスプレー用

３２３

ＡＰ用 ＡＰ用

ＡＰ用ＡＰ用

３１４

２Ｅ
３１７

２Ｅ

２Ｅ

２Ｅ

２Ｅ

２Ｅ

２Ｅ

２Ｅ

２Ｅ

２Ｅ

２Ｅ

２Ｅ
３８１

３８２

３８３

３８４

３８５

３８６

３８７

３８８

３８９

３９０

２Ｅ

２Ｅ

２Ｅ低酸素ポンプ用

２Ｅ ２Ｅ

ＡＶ（ＡＩ）機器用

ＡＶ（ＡＩ）機器用

３０８

ＷＰ

ＷＰ電動カート充電用

３９１

３９２

３９３

３９１～３９３

シューズドライヤー用

ＡＶ機器用

３９４

３９５

２Ｅ
ＥＴ冷蔵庫･電子レンジ用

３８１～３９０

記　号 名　　　称 備　　　考

凡　例

電灯動力盤

埋込コンセント　２Ｐ１５Ａ×２

ＥＥＴ

２ＥＥＴ

２Ｅ

埋込コンセント　２Ｐ１５Ａ接地極付×１接地端子付

埋込コンセント　２Ｐ１５Ａ接地極付×２

埋込コンセント　２Ｐ１５Ａ接地極付×２接地端子付

Ｓ ジョイントボックス（小便器センサー用）

ジョイントボックス

キー付ＷＰ 防水コンセント　２Ｐ１５Ａ接地極付×２接地端子付

露出コンセント　２Ｐ１５Ａ×２接地端子付 端子盤内露出コンセント

ＡＰ用

１．特記なき配管配線は下記による。

ＶＶＦ２.０－３Ｃ （１Ｃはアース）

２．二重天井内はケーブル工事とし、立上げ・引下げの壁内は適合電線管にて保護すること。

注　記

保護管（コンセント設備）

（ＰＦ２２）

ＶＶＦ２.０－２Ｃ （ＰＦ２２）

ＶＶＦ２.６－３Ｃ （１Ｃはアース） （ＰＦ２８）

ＷＰは防水型ＳＵＳ製,サイズは平面図参照プルボックス

２.６

埋込コンセント　２Ｐ１５Ａ接地極付×２ 無線アクセスポイント用

Ｓ
２Ｅ 埋込コンセント　２Ｐ１５Ａ接地極付×２

ＨＤ 埋込コンセント　２Ｐ１５Ａ接地極付×２

自動水栓用

ハンドドライヤー用

ＡＰ用 埋込コンセント　２Ｐ１５Ａ接地極付×２（抜止） 天井取付･無線アクセスポイント用

ｗｉｆｉ･ＬＡＮ機器
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1/100 1/200

コンセント設備　クラブハウス　２階平面図
図面番号

E -
区分

電気

2022年4月
年月日

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所

東京都知事登録 第 35509号

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所　九州支店

福岡県知事登録 第1-11482号

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

秋吉　賢一　 

山元　徹也 伊藤　翔治

伊藤　裕也

号

217159

272676

266089

号

鈴木　耕造号 号353942

号383653

担当 特記

管理番号

工事名 図面名

縮尺
A1: A3:

長浜　愛美

1LU122YD1

屋外型トレーニングセンター建設工事

ＷＰ

ＡＰ用

ＡＰ用

３２３

３１４

３１８

３１５

３１７ ２.６

３３７

３３９

３４０

３０１

ＷＰ

３１３

自販機用（将来用）

ガスマルチ給湯器

３１６
３１５

３１９ ３１９

３１７

３１７

３１３

３４２

ＷＰ
３１３

３０１

３０１

３０１

３３８
２.６

２.６

２.６

２.６
２.６

３９１

３９２

３９３

３８１

３８２

３８３

３８４

３８５

３８６

３８７

３８８

３８９

３９０

２.６

２.６

３１４



非常照明・誘導灯設備　クラブハウス　１階平面図

1/100 1/200

図面番号 区分

2022年4月
年月日

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所

東京都知事登録 第 35509号

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所　九州支店

福岡県知事登録 第1-11482号

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

秋吉　賢一　 

山元　徹也 伊藤　翔治

伊藤　裕也

号

217159

272676

266089

号

鈴木　耕造号 号353942

号383653

担当 特記

管理番号

工事名 図面名

縮尺
A1: A3:

長浜　愛美

1LU122YD1

屋外型トレーニングセンター建設工事
電気21E -

ＬＭ－クラブハウス

ｅ

ａ

ｂ ｂ

ａ

ｅｅ ｅ

ｅ

ｅ

ｅ

ｂ ｂ

誘

非

ａ ａ

誘

ｉ

ｉ

ｉ

信

ａ

２Ｐ２Ｐ
ａ

非常照明 照明器具姿図参照

避難口誘導灯 照明器具姿図参照

凡　例

記　号 名　　　称 備　　　考

電灯動力盤

注　記

保護管

１．特記なき配管配線は下記による。

（非常照明･誘導灯設備）

（ＰＦ２２）

２．二重天井内はケーブル工事とし、立上げ・引下げの壁内は適合電線管にて保護すること。

ジョイントボックス

避難口誘導灯（誘導音･点滅付） 照明器具姿図参照

誘 誘導灯信号装置（誘導音＋点滅用） 照明器具姿図参照

ＶＶＦ２.０－２Ｃ

ＶＶＦ２.０－３Ｃ （ＰＦ２２）

ＦＣＰＥＶ１.２－２Ｐ

ａ
（ＰＦ２２）

（ＰＦ２２）

ＦＣＰＥＶ１.２－２Ｐ （ＰＦ２２）２Ｐ

ＶＶＦ２.０－２Ｃ

露出ボックス

（１Ｃはアース）

（電源用）

（誘導音＋点滅信号用）
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1/100 1/200

非常照明・誘導灯設備　クラブハウス　２階平面図
図面番号

E -
区分

電気

2022年4月
年月日

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所

東京都知事登録 第 35509号

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所　九州支店

福岡県知事登録 第1-11482号

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

秋吉　賢一　 

山元　徹也 伊藤　翔治

伊藤　裕也

号

217159

272676

266089

号

鈴木　耕造号 号353942

号383653

担当 特記

管理番号

工事名 図面名

縮尺
A1: A3:

長浜　愛美

1LU122YD1

屋外型トレーニングセンター建設工事

ｄ

ｄ

ａ

ａ

ａ



23幹線･コンセント設備　室内練習場　平面図

1/100 1/200

図面番号

E -
区分

電気

2022年4月
年月日

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所

東京都知事登録 第 35509号

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所　九州支店

福岡県知事登録 第1-11482号

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

秋吉　賢一　 

山元　徹也 伊藤　翔治

伊藤　裕也

号

217159

272676

266089

号

鈴木　耕造号 号353942

号383653

担当 特記

管理番号

工事名 図面名

縮尺
A1: A3:

長浜　愛美

1LU122YD1

屋外型トレーニングセンター建設工事

Ｌ－練習場

２Ｅ

ＡＰ用

ＡＰ用

ＡＰ用

ＡＰ用

ＡＶ機器用

３０２

３０４

３０１ ３０１

３０１

３０３ ３０３

３０２
３０２

３０２
３０４ ３０４

３０６ ３０７

３０５

３０２ ３０４

３０５

ＰＢ
２２２

ＩＶ５.５×４,Ｅ２.０（Ｅ２５）

ＩＶ２.０×２,Ｅ２.０（Ｅ１９）

３０２ ３０４

３０１

ＩＶ５.５×４,Ｅ２.０（Ｅ２５）

ＩＶ２.０×４,Ｅ２.０（Ｅ２５）３０５

３０２ ３０４

３０１

ＩＶ５.５×４,Ｅ２.０（Ｅ２５）

ＩＶ２.０×１６,Ｅ２.０（Ｅ３１）３０３ ３０５

３０８

３１０

ＩＴＶ用

５.５

ＰＢ
２２１

以降強電配置図参照

３０９ ＩＶ２.０×４,Ｅ２.０（Ｅ２５）３１０

３０９ ３１０

～

ベンチレーターファン用

Ｆ Ｆ

ＩＶ２.０×４（Ｅ２５）ファンスイッチ用

ＥＦ

１０
ｘ４

（ベンチレーター）ＢＢ

記　号 名　　　称 備　　　考

凡　例

電灯盤

埋込コンセント　２Ｐ１５Ａ×２

２Ｅ 埋込コンセント　２Ｐ１５Ａ接地極付×２

露出コンセント　　２Ｐ１５Ａ接地極付×２ 端子盤内露出コンセント

ＡＰ用

露出ボックス

（コンセント設備）

注　記

保護管

１．特記なき配管配線は下記による。

埋込コンセント　２Ｐ１５Ａ接地極付×２ 無線アクセスポイント用

ＩＶ２.０×２

ＩＶ２.０×２　Ｅ２.０ （Ｅ１９）

（Ｅ１９）

ＩＶ２.０×４　Ｅ２.０ （Ｅ２５）

ＩＶ５.５×４　Ｅ２.０ （Ｅ２５）
５.５

ＩＴＶ用 埋込コンセント　２Ｐ１５Ａ接地極付×２ ＩＴＶ架用

ＩＶ２.０×３ （Ｅ１９）

２．幹線サイズは、幹線リスト参照とする。

３．地中埋設管路はＧＬ－６００以上とし、ＧＬ－３００に埋設シート（ダブル）を布設すること。

プルボックス ＷＰは防水型ＳＵＳ製,サイズは平面図参照

ｗｉｆｉ･ＬＡＮ機器

Ｆ ベンチレーターファン用スイッチ 換気設備工事

建築工事ベンチレーターファン

ＩＶ２.０×２　Ｅ２.０

ＩＶ２.０×２
（Ｅ２５）Ｂ

（ファンスイッチ用）

（電源用）



24電灯設備　室内練習場　平面図

1/100 1/200

図面番号

E -
区分

電気

2022年4月
年月日

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所

東京都知事登録 第 35509号

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所　九州支店

福岡県知事登録 第1-11482号

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

秋吉　賢一　 

山元　徹也 伊藤　翔治

伊藤　裕也

号

217159

272676

266089

号

鈴木　耕造号 号353942

号383653

担当 特記

管理番号

工事名 図面名

縮尺
A1: A3:

長浜　愛美

1LU122YD1

屋外型トレーニングセンター建設工事

Ｌ－練習場

室内練習場

× ５６ＢＬ７

２０３

２０３

２０４

２０４ Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

７Ｌ
（Ｒ１～７）

Ｒ１

Ｒ２

Ｒ３

Ｒ４

Ｒ５

Ｒ６

Ｒ７

１４

１２

１０

Ｓ

Ｓ

Ｓ

a

７Ｌ
（Ｒ１～７）

７Ｌ
（Ｒ１～７）

１Ｐ

１Ｐ

１Ｐ

１Ｐ

Ｓ

Ｓ

Ｓａ

２０２ Ｒ

２０２ Ｒ

２０１ Ｒ

８

a ＰＰ

ＰＰ

a

ａ

ａ

ＰＢ
３３２

ＰＢ
３３２

ＰＢ
３３２

１０１

ＰＢ
４４３

ＰＰ

１Ｐ
Ａ

２０１

１０１ ＩＶ２.０×４　Ｅ２.０（Ｅ２５）

Ａ

１０２

１０２

Ｒ Ｒｘ２２０４～

リモコン

ＩＶ２.０×１４　Ｅ２.０（Ｅ３１）

ＦＣＰＥＶ１.２－１Ｐ（Ｅ１９）

２０１Ｒ Ｒｘ２２０４～

プルボックス ＷＰは防水型ＳＵＳ製,サイズは平面図参照

凡　例

記　号 名　　　称 備　　　考

電灯盤

高天井用ＬＥＤ灯 照明器具姿図参照

ｎＲ フル２線式リモコンスイッチ ｎは回路数を示す

露出ボックス

注　記

保護管

１．特記なき配管配線は下記による。

（電灯設備）

ａ
ＩＶ２.０×２ Ｅ２.０

ＩＶ２.０×２

ＩＶ２.０×２　Ｅ２.０

ＩＶ２.０×３　Ｅ２.０

ＩＶ２.０×４　Ｅ２.０

ＩＶ２.０×５　Ｅ２.０

８ ＩＶ２.０×８　Ｅ２.０

（Ｅ１９）

（Ｅ１９）

（Ｅ１９）

（Ｅ２５）

（Ｅ２５）

（Ｅ３１）

（Ｅ３１）

ＩＶ２.０×６　Ｅ２.０

（Ｅ３１）

ライトマネージャーＦｘ

１０ ＩＶ２.０×１０　Ｅ２.０

１２ ＩＶ２.０×１２　Ｅ２.０

１４ ＩＶ２.０×１４　Ｅ２.０

ＦＣＰＥＶ１.２－１Ｐ （Ｅ１９）

照明器具姿図参照

Ｓ
Ｐ ＰｉＰｉｔ＋セパレートセルコンＡタイプ 照明器具姿図参照

（Ｅ３１）

（Ｅ２５）

（Ｅ２５）



25誘導灯設備　室内練習場　平面図

1/100 1/200

図面番号

E -
区分

電気

2022年4月
年月日

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所

東京都知事登録 第 35509号

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所　九州支店

福岡県知事登録 第1-11482号

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

秋吉　賢一　 

山元　徹也 伊藤　翔治

伊藤　裕也

号

217159

272676

266089

号

鈴木　耕造号 号353942

号383653

担当 特記

管理番号

工事名 図面名

縮尺
A1: A3:

長浜　愛美

1LU122YD1

屋外型トレーニングセンター建設工事

Ｌ－練習場

ｆＧ

ｈＧ ｈＧ

誘

ｈＧ

ｉＧ

ｉＧ
誘

ａ
ａ

ａ

ａ

ａ

２Ｐ

信

避難口誘導灯 照明器具姿図参照

通路誘導灯（片面） 照明器具姿図参照

凡　例

記　号 名　　　称 備　　　考

電灯盤

露出ボックス

注　記

保護管

１．特記なき配管配線は下記による。

（誘導灯設備）

ＩＶ２.０×２ （Ｅ１９）

誘 照明器具姿図参照

照明器具姿図参照

Ｇ：ガード付

Ｇ：ガード付

Ｇ：ガード付

ＩＶ２.０×２　Ｅ２.０ （Ｅ１９）

ＦＣＰＥＶ１.２－２Ｐ

ａ

ＦＣＰＥＶ１.２－２Ｐ２Ｐ

ＩＶ２.０×２ （Ｅ１９）

（Ｅ２５）

（Ｅ２５）

誘導灯信号装置（誘導音＋点滅用）

避難口誘導灯（誘導音･点滅付）

（電源用）

（誘導音＋点滅信号用）



26動力･電灯コンセント･弱電設備　屋外トイレ①(北側トイレ)　平面図

1/50 1/100

図面番号

E -
区分

電気

2022年4月
年月日

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所

東京都知事登録 第 35509号

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所　九州支店

福岡県知事登録 第1-11482号

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

秋吉　賢一　 

山元　徹也 伊藤　翔治

伊藤　裕也

号

217159

272676

266089

号

鈴木　耕造号 号353942

号383653

担当 特記

管理番号

工事名 図面名

縮尺
A1: A3:

長浜　愛美

1LU122YD1

屋外型トレーニングセンター建設工事

ＬＭ－ＷＣ（北） ＬＭ－ＷＣ（北）

排水ポンプ制御盤

（ＤＰ－１）

（衛生工事）

ＥＥＴ

Ｓ

ＷＰＷＰ

自販機用

Ｓ Ｓ Ｓ

ＥＥＴ

Ｓ
２Ｅ

ＥＥＴ

ＥＥＴ

ＨＤ

２Ｅ

Ｎ

ＷＰ

ＨＤ

男子トイレ・ＳＫ

多機能トイレ

× ４ＤＬ３

女子トイレ

× ６ＤＬ３

トイレ前通路

× ７ＩＮ１

× ８ＤＬ４

× ７ＤＬ３

× ７ＤＬ４

１０１

１０２ Ｒ

Ｓ

Ｓ
Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

ＳＳ

Ｓ

Ｓ
Ｓ

ＥＥＴＥＥＴ

ＥＥＴ

ＨＤ

３０８
３０９

３１０

３０６

３０２

３０３

３０７３０４

３０５

ＡＥ

Ｓ

以降弱電配置図参照　　

３０１

トイレ呼出 ＡＥ１.２－２Ｃ（ＦＥＰ３０）

(管理棟呼出表示器へ)

Ｓ

電灯設備　トイレ①　平面図 コンセント･弱電設備　トイレ①　平面図

ＡＥ

以降強電配置図参照　　

ＦＣＰＥＶ１.２－１Ｐ（ＦＥＰ３０）

(管理棟（ＬＭ－管理）へ)

ＥＦ

３

ＥＦ

６

ＥＦ

３

ＰＢ,ＷＰ
ＳＵＳ
２２１

Ｓ
２Ｅ

Ｓ
２Ｅ

１

Ｓ
２Ｅ

Ｓ
２Ｅ

Ｓ
２Ｅ

Ｒ１

ＯＯＯ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｂ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

記　号 名　　　称 備　　　考

凡　例

ＥＥＴ

２Ｅ

埋込コンセント　２Ｐ１５Ａ接地極付×１接地端子付

埋込コンセント　２Ｐ１５Ａ接地極付×２

Ｓ ジョイントボックス（小便器センサー用）

ＷＰ 防水コンセント　２Ｐ１５Ａ接地極付×２接地端子付

Ｎ トイレ呼出押ボタン（引きひも付）

復旧ボタン

ＡＥ１.２－２Ｃ

ＡＥ１.２－３Ｃ

（ＰＦ１６）

（ＰＦ１６）

（トイレ呼出設備）

ＡＥ

ＡＥ

２．二重天井内はケーブル工事とし、立上げ・引下げの壁内は適合電線管にて保護すること。

ＶＶＦ２.０－２Ｃ

ＶＶＦ２.０－３Ｃ

注　記

保護管

（ＰＦ２２）

１．特記なき配管配線は下記による。

（１Ｃはアース）

（ＰＦ２２）

（電灯コンセント設備）

ＩＶ２.０×２　Ｅ２.０ （ＰＦ１６）

天井付ＬＥＤ灯 照明器具姿図参照

埋込スイッチ　１Ｐ１５Ａ×１

Ｓ

Ｓ

熱線センサー付自動スイッチ　子器 パナソニック　WTK2910K　相当品

パナソニック　WTK24818　相当品

天井付ＬＥＤ灯 照明器具姿図参照

電灯動力盤

Ｓ
２Ｅ

ＨＤ 埋込コンセント　２Ｐ１５Ａ接地極付×２

埋込コンセント　２Ｐ１５Ａ接地極付×２

ハンドドライヤー用

自動水栓用

プルボックス ＷＰは防水型ＳＵＳ製,サイズは平面図参照

排気ファン

天井換気扇 換気設備工事

換気設備工事

３．動力二次側配線サイズは、動力盤リスト参照とする。

４．地中埋設管路はＧＬ－６００以上とし、ＧＬ－３００に埋設シート（ダブル）を布設すること。

熱線センサー付自動スイッチ　親器（フード付）

Ｏ ジョイントボックス（擬音装置用）

弱電機器系統図参照

弱電機器系統図参照

弱電機器系統図参照

ブザー付表示灯Ｂ

換気扇用スイッチ 換気設備工事Ｆ



27動力･電灯コンセント･弱電設備　屋外トイレ②(南側トイレ)　平面図

1/50 1/100

図面番号

E -
区分

電気

2022年4月
年月日

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所

東京都知事登録 第 35509号

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所　九州支店

福岡県知事登録 第1-11482号

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

秋吉　賢一　 

山元　徹也 伊藤　翔治

伊藤　裕也

号

217159

272676

266089

号

鈴木　耕造号 号353942

号383653

担当 特記

管理番号

工事名 図面名

縮尺
A1: A3:

長浜　愛美

1LU122YD1

屋外型トレーニングセンター建設工事

ＬＭ－ＷＣ（南） ＬＭ－ＷＣ（南）

排水ポンプ制御盤

（ＤＰ－１）

（衛生工事）

ＷＰ

自販機用

ＷＰ ＷＰ

男子トイレ・ＳＫ

多機能トイレ

× ４ＤＬ３

女子トイレ

× ７ＤＬ３

トイレ前通路

× ７ＩＮ１

×ＤＬ４

×ＤＬ３

× ７ＤＬ４

ＥＥＴ

ＳＳＳＳ

ＥＥＴ

ＥＥＴ

ＥＥＴ

ＨＤ

２Ｅ

Ｎ

ＨＤ

ＥＥＴ ＥＥＴ

ＥＥＴ

Ｓ
２Ｅ

ＨＤ

８

７

１０２

Ｓ

Ｓ
Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ
Ｓ

３０８
３０９

３１０

３０６

３０１

３０２

３０３

３０７

３０４

３０５

ＡＥ

以降弱電配置図参照

トイレ呼出 ＡＥ１.２－２Ｃ（ＦＥＰ３０）

(管理棟呼出表示器へ)

１０１

ＳＳ

電灯設備　トイレ②　平面図 コンセント･弱電設備　トイレ②　平面図

以降強電配置図参照

ＦＣＰＥＶ１.２－１Ｐ（ＦＥＰ３０）

(管理棟（ＬＭ－管理）へ)

ＥＦ

３

ＥＦ

６

ＥＦ

３

Ｒ１

Ｓ
２Ｅ

Ｓ
２Ｅ

Ｓ
２Ｅ

Ｓ
２Ｅ

Ｓ
２Ｅ

１

ＡＥ

Ｒ

ＯＯ Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｂ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

記　号 名　　　称 備　　　考

凡　例

ＥＥＴ

２Ｅ

埋込コンセント　２Ｐ１５Ａ接地極付×１接地端子付

埋込コンセント　２Ｐ１５Ａ接地極付×２

Ｓ ジョイントボックス（小便器センサー用）

ＷＰ 防水コンセント　２Ｐ１５Ａ接地極付×２接地端子付

Ｎ トイレ呼出押ボタン（引きひも付）

ブザー付表示灯

復旧ボタン

弱電機器系統図参照

ＡＥ１.２－２Ｃ

ＡＥ１.２－３Ｃ

（ＰＦ１６）

（ＰＦ１６）

（トイレ呼出設備）

ＡＥ

ＡＥ

２．二重天井内はケーブル工事とし、立上げ・引下げの壁内は適合電線管にて保護すること。

ＶＶＦ２.０－２Ｃ

ＶＶＦ２.０－３Ｃ

注　記

保護管

（ＰＦ２２）

１．特記なき配管配線は下記による。

（１Ｃはアース）

（ＰＦ２２）

（電灯コンセント設備）

ＩＶ２.０×２　Ｅ２.０ （ＰＦ１６）

天井付ＬＥＤ灯 照明器具姿図参照

埋込スイッチ　１Ｐ１５Ａ×１

Ｓ

Ｓ

熱線センサー付自動スイッチ　子器 パナソニック　WTK2910K　相当品

パナソニック　WTK24818　相当品

天井付ＬＥＤ灯 照明器具姿図参照

電灯動力盤

Ｓ
２Ｅ

ＨＤ 埋込コンセント　２Ｐ１５Ａ接地極付×２

埋込コンセント　２Ｐ１５Ａ接地極付×２

ハンドドライヤー用

自動水栓用

排気ファン

天井換気扇 換気設備工事

換気設備工事

３．動力二次側配線サイズは、動力盤リスト参照とする。

４．地中埋設管路はＧＬ－６００以上とし、ＧＬ－３００に埋設シート（ダブル）を布設すること。

熱線センサー付自動スイッチ　親器（フード付）

Ｏ ジョイントボックス（擬音装置用）

弱電機器系統図参照

弱電機器系統図参照

Ｂ

Ｆ 換気扇用スイッチ 換気設備工事



28電灯コンセント設備　用具倉庫①　平面図

1/50 1/100

図面番号

E -
区分

電気

2022年4月
年月日

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所

東京都知事登録 第 35509号

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所　九州支店

福岡県知事登録 第1-11482号

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

秋吉　賢一　 

山元　徹也 伊藤　翔治

伊藤　裕也

号

217159

272676

266089

号

鈴木　耕造号 号353942

号383653

担当 特記

管理番号

工事名 図面名

縮尺
A1: A3:

長浜　愛美

1LU122YD1

屋外型トレーニングセンター建設工事

Ｌ－用具倉庫①

Ｌ－用具倉庫①

男子トイレ

用具倉庫①

× ６ＢＬ２

女子トイレ

× １ＤＬ４

× ２ＤＬ７

× １ＤＬ４

× ２ＤＬ７

水飲み場･足洗い場

１×ＢＬ６

Ｓ
Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

１０１

３０１ ３０２

１０２

Ｗ

３０３

コンセント設備　用具倉庫①　平面図

電灯設備　用具倉庫①　平面図

ＥＦ

８

ＥＦ

８

ＥＥＴ

ＥＥＴ

Ｓ
２Ｅ

Ｓ
２Ｅ

ＷＰ

３０４

エアスプレー用

ＰＢ,ＷＰ
ＳＵＳ
２２２

以降強電配置図参照
（消火ポンプ室へ）

以降強電配置図参照
（消火ポンプ室へ）

３.５

３０５

１０３

Ｏ

Ｏ

ＥＦ

９

Ｅ

３

３.５

３

Ｆ

Ｂ

Ｆ

Ｆ

記　号 名　　　称 備　　　考

凡　例

電灯盤

埋込コンセント　２Ｐ１５Ａ×２

ＥＥＴ 埋込コンセント　２Ｐ１５Ａ接地極付×１接地端子付

Ｓ

天井付ＬＥＤ灯

天井付ＬＥＤ灯

熱線センサー付自動スイッチ　親器

照明器具姿図参照

照明器具姿図参照

パナソニック　WTK24818　相当品

露出ボックス

ＶＶＦ２.０－３Ｃ

注　記

保護管

１．特記なき配管配線は下記による。

（１Ｃはアース） （ＰＦ２２）

（電灯コンセント設備）

ＩＶ２.０×２

ＩＶ２.０×２　Ｅ２.０

ＩＶ２.０×３　Ｅ２.０

（Ｅ１９）

（Ｅ１９）

（Ｅ２５）

２．二重天井内はケーブル工事とし、立上げ・引下げの壁内は適合電線管にて保護すること。

パナソニック　WTK4431　相当品熱線センサー付自動スイッチ　親器　軒下用

埋込コンセント　２Ｐ１５Ａ接地極付×２Ｓ
２Ｅ 自動水栓用

天井換気扇 換気設備工事

ＷＰ 防水コンセント　２Ｐ１５Ａ接地極付×２接地端子付

プルボックス ＷＰは防水型ＳＵＳ製,サイズは平面図参照

３.５
ＣＶ３.５－３Ｃ （１Ｃはアース） （Ｅ２５）

Ｏ ジョイントボックス（擬音装置用）

埋込スイッチ　３Ｗ１５Ａ×１

ＩＶ２.０×３

ＩＶ２.０×４　Ｅ２.０

（Ｅ１９）

（Ｅ２５）

Ｓ

Ｅ

有圧換気扇

埋込コンセント　２Ｐ１５Ａ接地極付×１

換気設備工事

換気扇用スイッチＦ 換気設備工事

ＩＶ２.０×２　Ｅ２.０

ＩＶ２.０×２

Ｂ

（ファンスイッチ用）

（電源用）
（Ｅ２５）

Ｓ 熱線センサー付自動スイッチ　子器 パナソニック　WTK2910K　相当品

ＶＶＦ２.０－２Ｃ （ＰＦ２２）

３

Ｗ



29電灯コンセント設備　用具倉庫②　平面図

1/50 1/100

図面番号

E -
区分

電気

2022年4月
年月日

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所

東京都知事登録 第 35509号

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所　九州支店

福岡県知事登録 第1-11482号

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

秋吉　賢一　 

山元　徹也 伊藤　翔治

伊藤　裕也

号

217159

272676

266089

号

鈴木　耕造号 号353942

号383653

担当 特記

管理番号

工事名 図面名

縮尺
A1: A3:

長浜　愛美

1LU122YD1

屋外型トレーニングセンター建設工事

Ｌ－用具倉庫② Ｌ－用具倉庫②

用具倉庫②

× ６ＢＬ２

１０１
３０１

以降メンテナンス車両庫棟参照

１０２

以降メンテナンス車両庫棟参照

３０２

電灯設備　用具倉庫②平面図 コンセント設備　用具倉庫②平面図

３

Ｅ

ＥＦ

９

３Ｆ

Ｂ

埋込コンセント　２Ｐ１５Ａ×２

凡　例

記　号 名　　　称 備　　　考

電灯盤

天井付ＬＥＤ灯 照明器具姿図参照

露出ボックス

注　記

保護管

１．特記なき配管配線は下記による。

（電灯コンセント設備）

ＩＶ２.０×３

ＩＶ２.０×２　Ｅ２.０ （Ｅ１９）

（Ｅ１９）

埋込スイッチ　３Ｗ１５Ａ×１

ＩＶ２.０×４　Ｅ２.０ （Ｅ２５）

ＩＶ２.０×２ （Ｅ１９）

有圧換気扇 換気設備工事

Ｅ 埋込コンセント　２Ｐ１５Ａ接地極付×１

Ｆ 換気扇用スイッチ 換気設備工事

ＩＶ２.０×２　Ｅ２.０

ＩＶ２.０×２

Ｂ

（ファンスイッチ用）

（電源用）
（Ｅ２５）

ＩＶ２.０×３　Ｅ２.０ （Ｅ２５）

３



30電灯コンセント設備　メンテナンス車両庫　平面図

1/50 1/100

図面番号

E -
区分

電気

2022年4月
年月日

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所

東京都知事登録 第 35509号

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所　九州支店

福岡県知事登録 第1-11482号

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

秋吉　賢一　 

山元　徹也 伊藤　翔治

伊藤　裕也

号

217159

272676

266089

号

鈴木　耕造号 号353942

号383653

担当 特記

管理番号

工事名 図面名

縮尺
A1: A3:

長浜　愛美

1LU122YD1

屋外型トレーニングセンター建設工事

Ｌ－用具倉庫②

Ｌ－用具倉庫②

メンテナンス車両庫

× ８ＢＬ２

ＰＢ
２２２

１０２

３０２

ＣＶ３.５－３Ｃ（１ＣＥ）（ＦＥＰ３０）３０２

ＣＶ３.５－３Ｃ（１ＣＥ）（ＦＥＰ３０）１０２

電灯設備　メンテナンス車両庫平面図

コンセント設備　メンテナンス車両庫平面図

３

ＥＦ

９

Ｅ

３

Ｆ

Ｂ

凡　例

記　号 名　　　称 備　　　考

埋込コンセント　２Ｐ１５Ａ×２

天井付ＬＥＤ灯 照明器具姿図参照

露出ボックス

プルボックス ＷＰは防水型ＳＵＳ製,サイズは平面図参照

電灯盤

埋込スイッチ　３Ｗ１５Ａ×１

Ｅ

有圧換気扇

埋込コンセント　２Ｐ１５Ａ接地極付×１

換気設備工事

注　記

保護管

１．特記なき配管配線は下記による。

（電灯コンセント設備）

ＩＶ２.０×３

ＩＶ２.０×２　Ｅ２.０ （Ｅ１９）

（Ｅ１９）

ＩＶ２.０×４　Ｅ２.０ （Ｅ２５）

ＩＶ２.０×２ （Ｅ１９）

Ｆ 換気扇用スイッチ 換気設備工事

ＩＶ２.０×２　Ｅ２.０

ＩＶ２.０×２

Ｂ

（ファンスイッチ用）

（電源用）
（Ｅ２５）

ＩＶ２.０×３　Ｅ２.０ （Ｅ２５）

３



31電気設備　管理棟　平面図

1/50 1/100

図面番号

E -
区分

電気

2022年4月
年月日

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所

東京都知事登録 第 35509号

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所　九州支店

福岡県知事登録 第1-11482号

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

秋吉　賢一　 

山元　徹也 伊藤　翔治

伊藤　裕也

号

217159

272676

266089

号

鈴木　耕造号 号353942

号383653

担当 特記

管理番号

工事名 図面名

縮尺
A1: A3:

長浜　愛美

1LU122YD1

屋外型トレーニングセンター建設工事

Ｔ－管理ＬＭ－管理ＬＭ－管理

排水ポンプ制御盤

（ＤＰ－１）

警報盤

ＥＥＴ
Ｓ
２Ｅ

２Ｅ

Ｌ

２Ｅ

２Ｅ

２Ｅ

２ＥＥＴ

１９インチラック

冷蔵庫･電子レンジ用

ＷＰ

（８００Ｗ×１,１００Ｄ×２,０００Ｈ）

ＡＭＰ

側壁型マスト２ｍ（ＳＵＳ）

ＵＨＦ　２０ＥＬ

ＢＳ１１０℃Ｓ　６００φ

ＣＳ（Ｓｋｙ）　６００φ

ＣＳ（Ｐｅｒｆｅｃｔ）　６００φ

側壁型マスト２ｍ（ＳＵＳ）

ＴＣ

１９インチラック

ＴＣ

更衣スペース

× １ＢＬ５

休憩スペース

× ２ＢＬ５

便　所

× ２ＤＬ４

事務室

× ２ＢＬ４

受　付

× ３ＤＬ１

× １ＢＲ１

Ｓ

１０１

３０１

３０２

３０３

３０４

３０５

ＴＣ ＡＭＰ

Ｒ

ＡＭＰ

Ｔ

Ｌ

２

以降弱電配置図参照

ＦＣＰＥＶ１．２－３Ｐ×２

ＭＶＶＳ０.７５－２Ｃ×２

ＡＥ１.２－１０Ｐ

（ＦＥＰ３０）
ＦＣＰＥＶ１．２－３Ｐ

ＭＶＶＳ０.７５－２Ｃ

ＡＥ１.２－１０Ｐ（ＦＥＰ３０）

ＡＥ１.２－３Ｐ（ＦＥＰ３０）×４

（ＦＥＰ３０）
ＦＣＰＥＶ１．２－３Ｐ

ＭＶＶＳ０.７５－２Ｃ

ＰＢ,ＷＰ
ＳＵＳ
４４３

以降弱電配置図参照

ＡＥ１.２－３Ｃ

３
ハ

３０７

警 火３０６

ＥＤ
（ＴＥＬ）

ＡＥ１.２－２Ｃ

ＡＥ１.２－２Ｃ

クラブハウス棟

屋外トイレ①トイレ呼出

クラブハウス棟

屋外競技場１
（ラグビー･サッカー
　グラウンド）

屋外競技場２
（多目的グラウンド）

屋外競技場１･２

室内練習場

電灯･誘導灯設備　管理棟　平面図動力･コンセント設備　管理棟　平面図 弱電設備　管理棟　平面図 放送設備　管理棟　平面図

ＡＣ

ｅ

ｅ

ｅ

誘

Ｔ
ＡＥ１.２－３Ｐ×５

ＡＥ１.２－３Ｐ（ＦＥＰ３０）

ＡＣ

ＡＣ

ＰＢ,ＷＰ
ＳＵＳ
３３２

４０１３０８

３０９

１警４ ルームエアコン用

ルームエアコン用

ＨＥＸ

６

ＨＥＸ

５

イ

イ
～
ハ ロ

ＥＦ

８

ＥＦ

７

３１０

ｔ

イ

以降強電･外灯配置図参照

１Ｐ

ｔ

ＡＥ１.２－２Ｃ屋　外インターホン

ＡＥ

ＣＶ８－２Ｃ×２,Ｅ２.０（ＦＥＰ６５）

リモコン ＦＣＰＥＶ１.２－１Ｐ（ＦＥＰ３０）×３

ＣＶ８－２Ｃ×２,Ｅ２.０（ＦＥＰ６５）１０３ Ｒｘ２

１０２ Ｒｘ２

ＬＭ－ＷＣ北

ＬＭ－クラブハウス

ＬＭ－管理

ＬＭ－ＷＣ南

Ｌ－グランド①

Ｌ－グランド②

Ｌ－グランド③

Ｌ－グランド④

Ｒ１～４

Ｒ１６～２１

Ｒ１

Ｒ１

Ｒ１～６

盤面に外灯用リモコンスイッチ取付

４０Ｌ

屋外トイレ②

電気温水器用

５Ｃ

ＷＰＷＰ

混合器（屋外型･ＵＨＦ＋ＢＳ／ＣＳ用）

Ｅ５.５

混合器（屋外型･ＵＨＦ＋ＢＳ／ＣＳ用）

Ｒ１～６

Ｒ１～６

Ｒ１～６

Ｆ

ハ

３

ルームエアコン用

Ｆ

Ｐ

火災通報（１１９番）用

７Ｃ７Ｃ

一括（Ｒ１～Ｒ７）Ｌ－練習場

予備 ３点滅

ＵＨＦアンテナ　２０ＥＬ

ＢＳ／ＣＳアンテナ

テレビ直列ユニット

ＷＰ 防雨入線カバー

弱電端子盤 端子盤リスト参照

記　号 名　　　称 備　　　考

凡　例

電灯動力盤 埋込コンセント　２Ｐ１５Ａ×２

ＥＥＴ

２Ｅ

埋込コンセント　２Ｐ１５Ａ接地極付×１接地端子付

埋込コンセント　２Ｐ１５Ａ接地極付×２

プルボックス ＷＰは防水型ＳＵＳ製,サイズは平面図参照

ＬＡＮ用１９インチラック４２Ｕ

Ｌ 床埋込ＬＡＮコンセント Ｃａｔ６ ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ DU71175同等品

床埋込コンセント ６極４芯 ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ DU71164同等品

インターホン親機（４窓用） 弱電設備系統図参照

２ＥＥＴ 埋込コンセント　２Ｐ１５Ａ接地極付×２接地端子付

ＷＰ 防水コンセント　２Ｐ１５Ａ接地極付×２接地端子付

２Ｅ 床埋込コンセント　２Ｐ１５Ａ接地極付×２ ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ　DU7743　同等品 ４Ｋ･８Ｋ対応品

キー付

備　　　考名　　　称記　号

天井付ＬＥＤ灯 照明器具姿図参照

壁付ＬＥＤ灯 照明器具姿図参照

天井付ＬＥＤ灯 照明器具姿図参照

埋込スイッチ　１Ｐ１５Ａ×１

Ｓ 熱線センサー付自動スイッチ　親器（換気扇遅れＯＦＦ） パナソニック　WTK2604　相当品

ＶＶＦ２.０－２Ｃ

ＶＶＦ２.０－３Ｃ

注　記

保護管

（ＰＦ２２）

１．特記なき配管配線は下記による。

（１Ｃはアース）

（ＰＦ２２）

（動力･コンセント,電灯コンセント,誘導灯設備）

ＩＶ２.０×２　Ｅ２.０ （ＰＦ１６）

（電話設備）

ＩＣＴ０.５－２Ｐ （ＰＦ１６）

（ＬＡＮ設備）

ＵＴＰ０.５－４Ｐ（Ｃａｔ６）Ｌ
（ＰＦ１６）

（テレビ共聴設備）

５Ｃ

７Ｃ

Ｓ－５Ｃ－ＦＢ

Ｓ－７Ｃ－ＦＢ （ＰＦ２２）

（ＰＦ１６）

Ｔ

ＡＭＰ 業務用放送アンプ

天井埋込型スピーカー 放送機器姿図参照

アッテネーター　１～６Ｗ用

保護管

２．二重天井内はケーブル工事とし、立上げ・引下げの壁内は適合電線管にて保護すること。

（放送設備）

（ＰＦ１６）ＡＥ１.２－３Ｃ

ＶＶＦ２.０－３Ｃ （ＰＦ２２）

埋込スイッチ　３Ｗ１５Ａ×１

天井換気扇 換気設備工事

ジョイントボックス

警報盤

自火報受信機

警報設備電源用

自火報設備電源用

１端子型　端末用Ｒ

放送機器姿図参照

放送機器姿図参照

ＡＣ 埋込コンセント　２Ｐ１５Ａ／２０Ａ兼用接地極付×１接地端子付 ルームエアコン用

避難口誘導灯 照明器具姿図参照

埋込コンセント　２Ｐ２０Ａ接地極付×１接地端子付 （２５０Ｖ）ルームエアコン用ＡＣ

空配管　天井内突き出し （ＰＦ２２）

３．動力二次側配線サイズは、動力盤リスト参照とする。

Ｐ プルスイッチ

全熱交換機 換気設備工事

全熱交換器リモコンスイッチ 換気設備工事

備　　　考名　　　称記　号

露出コンセント　　２Ｐ１５Ａ接地極付×２ 端子盤内露出コンセント

（ＰＦ２２）ＦＣＰＥＶ１.２－１Ｐ１Ｐ

（インターホン設備）

ＡＥ１.２－２ＣＡＥ （ＰＦ１６）

Ｓ
２Ｅ 埋込コンセント　２Ｐ１５Ａ接地極付×２ 自動水栓用

ＴＣ トイレ呼出表示器

ｔ

各種制御盤 ＥＶ・衛生・空調他

ｎＬ フル２線式リモコンスイッチ ｎは回路数を示す

弱電設備系統図参照

Ｆ 換気扇用スイッチ 換気設備工事

４．弱電幹線サイズは、弱電設備系統図参照とする。

記　号 名　　　　称 記　号

警報リスト

警１

警２

警３

警４

警５

警６

警７

警８

警９

警１０

名　　　　称

自立型高圧開閉器盤

高圧キュービクル

一括警報

排水ポンプ制御盤（管理棟）

予　備

予　備

予　備排水ポンプ制御盤（クラブハウス）

排水ポンプ制御盤（トイレ①）

排水ポンプ制御盤（トイレ②）

自動給水装置盤一括警報

一括警報

一括警報

一括警報

一括警報

一括警報

３

Ｆ



＜管理棟＞

Ｔ－管理

Ｌ

Ｌ３ＳＷ

ＦＷ

Ｍ／Ｃ ｘ６

１９インチラック

ＨＨ ＨＨｘ２ ＨＨ ＨＨｘ２ ＨＨ

Ｍ／Ｃ

Ｔ－グランド①

ＳＰＤＳＰＤ

ＨＨ ＨＨ ＨＨ

Ｔ－練習場

ＡＰ ＡＰ

ＡＰ ｘ２

Ｍ／Ｃ

ＡＰ ｘ２

Ｌ

＜クラブハウス＞

Ｌ

ＡＰ

Ｌ

ＡＰ

Ｌ

ＡＰ ＡＰ

Ｍ／Ｃ

Ｔ－クラブハウス

ＡＰ ｘ２

光成端箱 ｘ６

光成端箱

ＰｏＥＳＷ

光成端箱

ＰｏＥＳＷ

光成端箱

ＰｏＥＳＷ

Ｗｉｆｉ･ＬＡＮ機器盤 Ｗｉｆｉ･ＬＡＮ機器盤

Ｌｘ６

Ｌ

Ｌ

Ｌ
Ｔ Ｔ

Ｌ ＬＬ

Ｌ

Ｌ

Ｌｘ２ Ｌｘ２

Ｌ

Ｌ

Ｌｘ５

Ｌ

Ｔ

ＳＭ

ＳＭ １０Ｐ

ＳＭ

Ｔ
Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌｘ２

Ｌｘ２

ＳＭ

ＳＭ
１０Ｐ

ＡＰ

Ｍ／Ｃ

Ｔ－グランド④

ＳＰＤＳＰＤ

ＡＰ

光成端箱

ＰｏＥＳＷ
Ｌ ＬＬ

Ｌ

ＳＭ

ＨＨｘ３ ＨＨｘ２

ＡＰ

Ｍ／Ｃ

Ｔ－グランド③

ＳＰＤＳＰＤ

ＡＰ

光成端箱

ＰｏＥＳＷ
Ｌ ＬＬ

Ｌ

ＳＭ

ＨＨ

ＡＰ

Ｍ／Ｃ

Ｔ－グランド②

ＳＰＤＳＰＤ

ＡＰ

光成端箱

ＰｏＥＳＷ
Ｌ ＬＬ

Ｌ

ＳＭ

ＨＨＨＨＨＨ

＜室内練習場＞

引込

電話･ＬＡＮ･Ｗｉｆｉ設備　系統図

火災通報（１１９番）用

ＥＤ
（ＴＥＬ）

Ｅ５.５

Ｌ

Ｌ

Ｌ Ｌ Ｌ

ＨＨｘ２

ＡＰ

Ｌ

Ｌ

ＨＨ

ＡＰ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

ＨＨ

Ｌ

ＡＰ

Ｌ

Ｌ

ＨＨｘ２

Ｌ

ＡＰ

Ｌ

ＨＨ

Ｌ ＬＬＬ

Ｌ

Ｌ

注）引込配管サイズ･地中配線配管サイズは外構配線リスト参照とする。

１,０００

ＣＲ（セパ付）
防水鋳鉄管

電話･ＬＡＮ･Ｗｉｆｉ設備　系統図

1/N.S 1/N.S

図面番号 区分

2022年4月
年月日

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所

東京都知事登録 第 35509号

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所　九州支店

福岡県知事登録 第1-11482号

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

秋吉　賢一　 

山元　徹也 伊藤　翔治

伊藤　裕也

号

217159

272676

266089

号

鈴木　耕造号 号353942

号383653

担当 特記

管理番号

工事名 図面名

縮尺
A1: A3:

長浜　愛美

1LU122YD1

屋外型トレーニングセンター建設工事
電気32E -

弱電端子盤 端子盤リスト参照

埋込電話コンセント ６極４芯

Ｌ 埋込ＬＡＮコンセント Ｃａｔ６

記　号 名　　　称 備　　　考

凡　例

無線アクセスポイント　屋内用　８０２.１１ａｘ（Ｗｉ－ｆｉ６）
ＡＰ

注　記

保護管

１．特記なき配管配線は下記による。

２．二重天井内はケーブル工事とし、立上げ・引下げの壁内は適合電線管にて保護すること。

（電話設備）

（ＰＦ１６）

（ＬＡＮ・Ｗｉｆｉ設備）

ＵＴＰ０.５－４Ｐ（Ｃａｔ６）Ｌ （ＰＦ１６）

ＩＣＴ０.５－２ＰＴ

光スプライスユニット　ＳＭＦ用プレ配線モジュール
光成端箱

Ｍ／Ｃ メディアコンバーター　２ＭＦ２心式

ＦＷ

Ｌ３ＳＷ １０００ＢＡＳＥ－Ｔ　２４ポート

ファイアウォール　ＡＰ２４台以上サポート Ｆｏｒｔｉｎｅｔ　ＦＧ－６０Ｆ－ＦＷ　相当品

住友電工　ＣＦＪＢ４０－Ｕ４ＣＭ

大電　ＤＮ１８００ＳＧ２Ｅ　相当品

Ｆｏｒｔｉｎｅｔ　ＦｏｒｔｉＳｗｉｔｃｈ　ＦＳ－１２４Ｆ　相当品

光ケーブル（ＳＭ／８Ｃ）ＳＭ （ＰＦ２２）

ＰｏＥＳＷ １０００ＢＡＳＥ－Ｔ　８ポート　１３９Ｗ

ＳＰＤ ＬＡＮ用ＳＰＤ

光成端箱 ｘ６
光スプライスユニット　ＳＭＦ用プレ配線モジュール 住友電工　Ｙ－ＯＰ４－ＰＣ４ＦＯ＜４８Ｃ＞

Ｆｏｒｔｉｎｅｔ　ＦｏｒｔｉＳｗｉｔｃｈ　１０８Ｆ－ＰＯＥ　相当品

サンコーシャ　ＬＡＮ－ＣａＴ５ｅ－Ｐｌｌ（Ｒ）　相当品

Ｆｏｒｔｉｎｅｔ　ＦｏｒｔｉＡＰ２３１Ｆ　相当品

無線アクセスポイント　屋外用　８０２.１１ａｘ（Ｗｉ－ｆｉ６） Ｆｏｒｔｉｎｅｔ　ＦｏｒｔｉＡＰ２３４Ｆ　相当品

ＴＫＥＶ０.５－１０Ｐ１０Ｐ
（ＰＦ２２）

プルボックス ＷＰは防水型ＳＵＳ製,サイズは平面図参照

床埋込コンセント ６極４芯 ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ DU71164　相当品

床埋込ＬＡＮコンセント Ｃａｔ６Ｌ ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ DU71175　相当品

（ＳＣコネクター８ポート）

（ＳＣコネクター４８ポート） ＜ＳＣ＞＜４８Ｃ＞＜ＳＭ＞（Ｓ）　相当品

＜８＞＜ＳＭ＞　相当品

盤　名　称 電　話 テレビ機器 備　　考ＬＡＮ･Ｗｉｆｉ機器 放　送

端子盤リスト

Ｔ－クラブハウス

Ｔ－練習場

Ｔ－管理

Ｔ－グランド①

Ｔ－グランド②

Ｔ－グランド③

Ｔ－グランド④

Ｔ－グランド⑤

１０Ｐ

１０Ｐ

３０Ｐ＋
保安器スペース１０Ｐ

－

－

－

－

－

系統図参照

系統図参照

－

－

－

－

－

－ －

１０Ｐ

３Ｐ

３Ｐ

３Ｐ

３Ｐ

３Ｐ

－

ＡＶ機器

－

－

－

－

－

ＰｏＥ　ＨＵＢ（８ポート）

系統図参照

系統図参照

系統図参照

系統図参照

系統図参照

系統図参照

系統図参照 系統図参照

系統図参照

－

屋内露出壁掛、木板付、２Ｐ１５Ａ２ＥＴ（抜止）×２収容

屋内露出壁掛、木板付、２Ｐ１５Ａ２ＥＴ（抜止）×１収容

屋内露出壁掛、木板付、２Ｐ１５Ａ２ＥＴ（抜止）×１収容

屋外防水壁掛、耐塩塗装、木板付、２Ｐ１５Ａ２ＥＴ（抜止）×１収容

屋外防水壁掛、耐塩塗装、木板付、２Ｐ１５Ａ２ＥＴ（抜止）×２収容

屋外防水壁掛、耐塩塗装、木板付、２Ｐ１５Ａ２ＥＴ（抜止）×１収容

屋外防水壁掛、耐塩塗装、木板付、２Ｐ１５Ａ２ＥＴ（抜止）×１収容

屋外防水壁掛、耐塩塗装、木板付、２Ｐ１５Ａ２ＥＴ（抜止）×２収容



＜管理棟＞

ＨＨ ＨＨｘ３

＜クラブハウス＞

ＨＨ

ＷＰ

ＷＰ

側壁型マスト２ｍ（ＳＵＳ）

ＵＨＦ　２０ＥＬ

ＢＳ１１０℃Ｓ　６００φ

ＣＳ（Ｓｋｙ）　６００φ

ＣＳ（Ｐｅｒｆｅｃｔ）　６００φ

側壁型マスト２ｍ（ＳＵＳ）

Ｕ／ＢＳ
１１０℃Ｓ

２ＥＴ
（露）

Ｄ２
ＡＣ１００Ｖ

Ｔ－クラブハウス

２ＥＴ
（露）

Ｄ２

Ｃ１
ＡＣ１００Ｖ

Ｔ－管理

Ｒ ＲＲ

５Ｃ ５Ｃ５Ｃ５Ｃ

７Ｃ ７Ｃ

テレビ共聴設備　系統図

＜管理棟＞

ＨＨ ＨＨｘ７ ＨＨ

Ｄｔ

７Ｃ ７Ｃ ７Ｃ

ＡＥ

ＡＥ ＡＥ ＡＥ

ＡＥ

インターホン設備　系統図

トイレ呼出設備　系統図

＜管理棟＞

ＨＨ ＨＨｘ３

＜クラブハウス＞

ＨＨ

Ｔ－クラブハウス

Ｎ Ｎ Ｎ

＜屋外トイレ①＞

ＨＨ

Ｎ

＜屋外トイレ②＞

ＨＨｘ５ ＨＨＨＨＨＨ

ＴＣ
ＡＥ１.２－３Ｃ

ＡＥ１.２－２Ｃ

ＡＥ１.２－２Ｃ

クラブハウス棟

ＡＥ１.２－３Ｃ（ＦＥＰ３０）

ＡＥ１.２－２Ｃ（ＦＥＰ３０）

ＡＥ１.２－２Ｃ（ＦＥＰ３０）

クラブハウス棟

ＡＥ１.２－２Ｃ（ＦＥＰ３０）

ＡＥ１.２－２Ｃ（ＦＥＰ３０）

屋外トイレ①

屋外トイレ②

ＡＥ

ＡＥ

ＡＥ

ＡＥ

ＡＥ

ＡＥ

ＡＥ

ＡＥ

ＡＥ
ＡＥ

ＡＥ
ＡＥ

ＡＥ

ＡＥ

ＡＥ

ＡＥ

ＡＥ

＜クラブハウス＞

ＡＶ設備　系統図

ＡＩ

Ｍ

ＡＩ

ＨＨＨＨＨＨＨＨ ＨＨ

７Ｃ

Ｔ－グランド⑤ Ｔ－グランド②
ＰｏＥ サージ

ＸＬＲ

Ｌｘ４ Ｌｘ４ Ｌｘ４ Ｌｘ４Ｌｘ４ Ｌｘ４

ＸＬＲ ＸＬＲ ＸＬＲＸＬＲ ＸＬＲ

ｘ４ ｘ４

屋外トイレ②

屋外トイレ①

屋外トイレ②

屋外トイレ①

※子機取付用ポールは建築工事

Ｂ Ｂ

混合器（屋外型･ＵＨＦ＋ＢＳ／ＣＳ用）

混合器（屋外型･ＵＨＦ＋ＢＳ／ＣＳ用）

Ｔ－クラブハウス

ＸＬＲ

ＣＲ（セパ付）
防水鋳鉄管

ＣＲ（セパ付）

防水鋳鉄管

Ｌｘ４

Ｌｘ４

防水鋳鉄管ＣＲ（セパ付）

テレビ共聴・インターホン･トイレ呼出・ＡＶ設備　系統図

1/N.S 1/N.S

図面番号 区分

2022年4月
年月日

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所

東京都知事登録 第 35509号

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所　九州支店

福岡県知事登録 第1-11482号

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

秋吉　賢一　 

山元　徹也 伊藤　翔治

伊藤　裕也

号

217159

272676

266089

号

鈴木　耕造号 号353942

号383653

担当 特記

管理番号

工事名 図面名

縮尺
A1: A3:

長浜　愛美

1LU122YD1

屋外型トレーニングセンター建設工事
電気33E -

弱電端子盤 端子盤リスト参照

記　号 名　　　称 備　　　考

凡　例

Ｎ トイレ呼出押ボタン（引きひも付）

廊下灯

復旧ボタン

４Ｋ･８Ｋ対応品テレビ直列ユニット １端子型　中間用

１端子型　端末用テレビ直列ユニットＲ

注　記

保護管

１．特記なき配管配線は下記による。

（テレビ共聴設備）

５Ｃ Ｓ－５Ｃ－ＦＢ （ＰＦ１６）

（インターホン･トイレ呼出設備）

ＡＥ１.２－２Ｃ

ＡＥ１.２－３Ｃ

（ＰＦ１６）

（ＰＦ１６）

２．二重天井内はケーブル工事とし、立上げ・引下げの壁内は適合電線管にて保護すること。

３．引込配管サイズ･地中配線配管サイズは外構配線リスト参照とする。

ＡＥ

ＡＥ

４Ｋ･８Ｋ対応品

ＡＩカメラ収納ボックス

ＡＩ

ＵＨＦアンテナ　２０ＥＬ

ＢＳ／ＣＳアンテナ

ＷＰ 防雨入線カバー

ｔ インターホン親機

アイホン　ＷＫ－ＤＡ　相当品インターホン子機Ｄ

ＴＣ トイレ呼出表示器（４窓用）

ＶＰＵ

オーディオミキサー

ＦＶＫ４０－５３０５Ｅ

ＨＰＺ６　Ｇ４　Ｗｏｒｋｓｔａｔｉｏｎ

Ｂｅｈｒｉｎｇｅｒ　ＵＭＳ２０２

マイク収納箱

マイクスタンド

外部マイク

ＳＰＮ２５２５－１２

Ｋ＆Ｍ　２３５５０

Ｂｅｈｒｉｎｇｅｒ　Ｃ－２

Ｍ

ＡＩカメラＡＩ Ｐｉｘｅllｏｔ　Ｓ１

７Ｃ Ｓ－７Ｃ－ＦＢ （ＰＦ２２）

（ＡＶ設備）

Ｌｘ４ ＵＴＰ０.５－４Ｐ（Ｃａｔ６）×４

ＸＬＲ ＸＬＲキャノンケーブル（ＣＡＮＡＲＥＭＲ２０２－２ＡＴ）

（ＦＥＰ３０）

（ＦＥＰ３０）

アイホン　ＷＫ－２ＭＥ－Ｔ　相当品

サージ

ＰｏＥ ＰｏｅＥｘｔｅｎｄｅｒ ＥＩＢ－ＵＧ０１－ＰＦ２

サージプロテクター Ｕｂｉｑｕｔｉ　ＥＴＨ－ＳＰ－Ｇ２

アイホン　ＣＮ－４Ａ５４／Ａ　相当品

アイホン　ＮＢＲ－７ＨＷＡ　相当品

アイホン　ＮＢＲ－２Ａ－Ｃ　相当品

アイホン　ＮＢＲ－４Ｂ　相当品

ブザー付表示灯 アイホン　ＮＲ－ＢＺＬＢ２７　相当品Ｂ

２分配器

１分岐器

ブースター



34弱電設備　クラブハウス　１階平面図

1/100 1/200

図面番号

E -
区分

電気

2022年4月
年月日

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所

東京都知事登録 第 35509号

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所　九州支店

福岡県知事登録 第1-11482号

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

秋吉　賢一　 

山元　徹也 伊藤　翔治

伊藤　裕也

号

217159

272676

266089

号

鈴木　耕造号 号353942

号383653

担当 特記

管理番号

工事名 図面名

縮尺
A1: A3:

長浜　愛美

1LU122YD1

屋外型トレーニングセンター建設工事

Ｔ－クラブハウス

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｎ
Ｎ

ＡＥ

ＡＥ

Ｌ Ｌ

Ｌｘ２

テレビ共聴 Ｓ－７Ｃ－ＦＢ（ＦＥＰ３０）

電　話 ＴＫＥＶ０.５－１０Ｐ（ＦＥＰ３０）

ＡＥ１.２－３Ｃ（ＦＥＰ３０）トイレ呼出

Ｗｉｆｉ 光ケーブル（ＳＭ／８Ｃ）（ＦＥＰ３０）

Ｌｘ７

Ｒ

Ｒ
Ｔ

ＳＭ

ＡＥ

以降弱電配置図参照

Ｌ

ＡＥ

ＡＰ ＡＰ

ＡＰ ＡＰ

ＬＬ

①

②

③

光成端箱

Ｍ／Ｃ

ＰｏＥ　ＳＷ

№ 機器名称

※ＥＰＳ内　　　　　は下記とする。

ＡＩ

ＸＬＲキャノンケーブル

以降弱電配置図参照

ＡＥ

Ａ　Ｖ
ＵＴＰ０.５－４Ｐ（Ｃａｔ６）×４（ＦＥＰ３０）

ＵＴＰ０.５－４Ｐ（Ｃａｔ６）×４

防水鋳鉄管
（貫通スリーブ）

ＸＬＲキャノンケーブル（ＦＥＰ３０）

Ｌ

Ｌ

５Ｃ

５Ｃ

５Ｃ

Ａ　Ｖ

ＡＥ

弱電端子盤 端子盤リスト参照

埋込電話コンセント ６極４芯

Ｌ 埋込ＬＡＮコンセント Ｃａｔ６

記　号 名　　　称 備　　　考

凡　例

無線アクセスポイント

Ｎ トイレ呼出押ボタン（引きひも付） 弱電設備系統図参照

廊下灯

復旧ボタン

ＡＰ

４Ｋ･８Ｋ対応品テレビ直列ユニット １端子型　中間用

１端子型　端末用テレビ直列ユニットＲ

注　記

保護管

１．特記なき配管配線は下記による。

（テレビ共聴設備）

５Ｃ Ｓ－５Ｃ－ＦＢ （ＰＦ１６）

（トイレ呼出設備）

ＡＥ１.２－２Ｃ

ＡＥ１.２－３Ｃ

（ＰＦ１６）

（ＰＦ１６）

２．二重天井内はケーブル工事とし、立上げ・引下げの壁内は適合電線管にて保護すること。

（電話設備）

（ＰＦ１６）

ＡＥ

ＡＥ

（ＬＡＮ・Ｗｉｆｉ設備）

ＵＴＰ０.５－４Ｐ（Ｃａｔ６）Ｌ （ＰＦ１６）

４Ｋ･８Ｋ対応品

ＩＣＴ０.５－２Ｐ

ＡＩカメラ収納ボックスＡＩ

Ｔ

光ケーブル（ＳＭ／８Ｃ）ＳＭ （Ｅ３１）

Ｗｉｆｉ･ＬＡＮ機器収納盤 弱電設備系統図参照

弱電設備系統図参照

弱電設備系統図参照

弱電設備系統図参照

弱電設備系統図参照

ＣＲ（セパ付）
（ピット内）



35

1/100 1/200

弱電設備　クラブハウス　２階平面図
図面番号

E -
区分

電気

2022年4月
年月日

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所

東京都知事登録 第 35509号

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所　九州支店

福岡県知事登録 第1-11482号

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

秋吉　賢一　 

山元　徹也 伊藤　翔治

伊藤　裕也

号

217159

272676

266089

号

鈴木　耕造号 号353942

号383653

担当 特記

管理番号

工事名 図面名

縮尺
A1: A3:

長浜　愛美

1LU122YD1

屋外型トレーニングセンター建設工事

ＡＰ

ＡＰ

Ｌｘ２
ＰＢ
２２１

Ｌ

Ｌ



36弱電設備　室内練習場　平面図

1/100 1/200

図面番号

E -
区分

電気

2022年4月
年月日

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所

東京都知事登録 第 35509号

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所　九州支店

福岡県知事登録 第1-11482号

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

秋吉　賢一　 

山元　徹也 伊藤　翔治

伊藤　裕也

号

217159

272676

266089

号

鈴木　耕造号 号353942

号383653

担当 特記

管理番号

工事名 図面名

縮尺
A1: A3:

長浜　愛美

1LU122YD1

屋外型トレーニングセンター建設工事

Ｔ－練習場

Ｌ

ＡＰ

ＡＰ

ＡＰ

ＡＰ

ＬＬ

Ｌ Ｌｘ５

以降弱電配置図参照

Ｔ Ｌ

Ｌ

Ｌ

ＰＢ
２２２ Ｌ

ＳＭ

Ｌ

Ｌ

記　号 名　　　称 備　　　考

凡　例

埋込電話コンセント ６極４芯

無線アクセスポイントＡＰ

弱電端子盤 端子盤リスト参照

Ｌ 埋込ＬＡＮコンセント Ｃａｔ６

露出ボックス

注　記

１．特記なき配管配線は下記による。

（電話設備）

ＩＣＴ０.５－２Ｐ （Ｅ１９）

（ＬＡＮ設備）

Ｌ

Ｌ

Ｌ

ＵＴＰ０.５－４Ｐ（Ｃａｔ６）

ＵＴＰ０.５－４Ｐ（Ｃａｔ６）×２

ＵＴＰ０.５－４Ｐ（Ｃａｔ６）×３

（Ｅ１９）

（Ｅ２５）

（Ｅ２５）

Ｔ

Ｌｘ５ ＵＴＰ０.５－４Ｐ（Ｃａｔ６）×５

プルボックス ＷＰは防水型ＳＵＳ製,サイズは平面図参照

（Ｅ２５）

Ｗｉｆｉ･ＬＡＮ機器収納盤 弱電設備系統図参照

弱電設備系統図参照

ＳＭ 光ケーブル（ＳＭ／８Ｃ） （Ｅ２５）



業務放送設備  システムブロック図

凡例

ＡＥ１．２－３Ｃ

ＡＥ１．２－２Ｃ

ＤＣ

電源制御ユニット

Ｍ

ＡＣ１００Ｖ

ＡＣ

（１／２）

入
出
力
制
御
ユ
ニ
ッ
ト

チャイム

ミキサーユニット
（ＡＭ／ＦＭチューナー）

（ページングより）

（１０局＋一斉）

ミキサー

ページング
ライン３

ＢＧＭ

システムコントローラー

チャイム
緊急放送入力

コールサイン

増設音源

Ｉ
／
Ｏ

マイク入力

音源起動

チャイム音源他

ＣＤ／ＳＤ

レコーダー
プログラムミュージック

業　務　放　送　架 〈管理棟１Ｆ　事務室〉

業務放送架

ミキサーユニット

プログラムミュージックレコーダー

電源制御ユニット

ＣＤ／ＳＤ／ＵＳＢプレーヤー

システムコントローラー

デジタルアンプ（２４０Ｗ）

収納架

総合定格

電　源

定格出力

局　数

回線数

ＡＣ１００Ｖ　５０／６０Ｈｚ

４８０Ｗ

１０局

２０回線

入出力制御ユニット

６

８

７

番号

３

５

４

２

１

〈構成〉

名　　　　称 員数

２

備　　考

１

１

１

１

１

１

１

ＢＰ：ブランクパネル

システムコントローラー（タイマー機能付）３

ミキサーユニット

入力回路

出力回路

マイク×２　ライン×６

ライン×２　録音×１

４

その他 ＡＭ／ＦＭチューナ内蔵

ＷＵ－ＰＤ１２２

ＷＫ－ＫＣ６００

ＷＵ－Ｍ６０Ａ，ＷＵ－Ｔ６０Ｂ

ＷＵ－Ｌ６２

ＷＵ－ＫＲ６００

ＷＵ－ＲＬ８５

ＷＺ－ＰＴ３４０

ＷＵ－Ｍ６０Ａ，ＷＵ－Ｔ６０Ｂ

ＷＫ－ＫＣ６００

Ｂ　Ｐ

Ｂ　Ｐ

Ｂ　Ｐ

Ｂ　Ｐ

Ｂ　Ｐ

Ｂ　Ｐ

Ｂ　Ｐ

Ｂ　Ｐ

１

３

４

５

７

８

１０

６

ＣＤ－４００Ｕ

ＡＭＰ

緊急起動（前面パネル）

選局制御他

緊急・業務内蔵音源

音量調整（前面パネル）

コールサイン

液晶表示

タイマー機能

その他

４系統（本体マイク、ＢＧＭ、ライン１、ライン２）

上り４音／下り４音（オリジナルコールサインへ変更可）

放送状態、異常表示（通信、回線短絡、蓄電池）他

年間タイマー：１６個（週間プログラム／特定日）、今日プログラム×１

運用支援ソフト

２０系統（内蔵音源及び放送先制御用）　プログラム起動

ＲＳ－２３２Ｃ

増設可能音源

チャイム（ウェストミンスターの鐘）省エネ放送、緊急地震速報他

１５個迄　合計で１５分以内

親時計、ＦＭ音声、無電圧接点（電波時計）

　内蔵時計精度

　時刻補正入力

週差±０．７秒以内（平均温度２５℃）

緊急放送スイッチ×３（内蔵音源起動又はマイク放送用）

１０局+優先及び一般一斉放送

ライン

ページング

ＰＣ接続Ｉ／Ｆ

音声出力 ０ｄＢＶ　６００Ω以上　平衡

－２２ｄＢＶ　１０ｋΩ　平衡

－２ｄＢＶ　１０ｋΩ　平衡

〈定格〉

入 

力 

マ 

ト 

リ 

ク 

ス 

ユ 

ニ 

ッ 

ト

１２０Ｗ

（１０回線）

入
　
出
　
力
　
制
　
御
　
ユ
　
ニ
　
ッ
　
ト

出
　
力
　
制
　
御
　
ユ
　
ニ
　
ッ
　
ト

（ＥＭＧ２４Ｖブレイク入力）

Ａ

１２０Ｗ

（１０回線）

（２／２）

１２０Ｗ

１２０Ｗ

Ａ：室内練習場

Ｂ：クラブハウス・管理棟

Ｃ：屋外競技場１（ラグビー･サッカーグラウンド）

Ｄ：屋外競技場２（多目的グラウンド）

Ｂ

Ｃ

Ｄ

起動ＳＷ

屋外レピータ盤

マイク

ＡＣ１００Ｖ

ＲＰ

ＲＰ ＭＶＶＳ０．７５－２Ｃ

ＣＰＥＶ１．２－３Ｐ

ＳＵＳ３０４　ｔ＝１．５ｍｍ　ヘアライン仕上げ

使用コネクター

材　質

ＡＣ１００Ｖ

最大１５Ａまで

全　館

単　独

レピーター盤

屋外レピータ盤ＲＰ

トグルスイッチ ×１（起動スイッチ）

ＷＮ１１６１ ×１（電源）

防滴マイク
マイク

ミキサー
×１

ＣＤ／ＳＤ／
ＵＳＢプレーヤー

電源制御
ユニット

ＡＣ１００Ｖ

各機器へ

（８×４）

デジタルアンプ（２４０Ｗ）

定格出力

周波数特性

異常制御出力

２４０Ｗ（１２０Ｗ＋１２０Ｗ並列接続時）

５０Ｈｚ～１５ｋＨｚ

２端子（内部並列）

１ ＷＵ－ＰＤ１２２

入力マトリクスユニット２ ＷＵ―ＭＸ５４４

最大１６台（入力３２×出力８、入力８×出力３２構成）まで増設可能

４回路　０ｄＢ　６００Ω（平衡）

４回路　０ｄＢ／－２０ｄＢ　５ｋΩ電子バランス

その他

出力回路

入力回路

入力マトリクスユニット ２ ＷＵ―ＭＸ５４４

出力制御ユニット（１０回線） １ ＷＵ－ＥＲ５５１

１０

９

Ｂ　Ｐ

９

ショックマウントケース

ＸＬＲ３－３１Ｆ７７ ×１（マイク）

クリアホーン（１０Ｗ）

パナソニック：ＷＴ－７０３０　相当品

３０Ｗ（３３０Ω）、２０Ｗ（５００Ω）、定格入力

１０Ｗ（１ｋΩ）

１０１ｄＢ（１Ｗ／１ｍ）出力音圧レベル

１８０Ｈｚ～１５ｋＨｚ周波数特性

本体：ＡＢＳ樹脂、取付金具：ステンレス仕上げ

ＩＰＸ４（ＪＩＳ　Ｃ　０９２０）保護等級

Ｌ級

クリアホーン（６Ｗ）

１０Ｗ

※ポール取付想定

パナソニック：ＷＲ－ＭＸ１６０　相当品

マイクミキサー

録音出力 １系統　０ｄＢ

－５０ｄＢ／－２０ｄＢ／０ｄＢ　入力感度切換可

ミキシング出力 １系統

ＡＣ１００Ｖ　５０／６０Ｈｚ

周波数特性 ５０Ｈｚ～２０ｋＨｚ

入　力 ７系統（うち１系統は増設用入力）

－６２ｄＢ／－２２ｄＢ／－２ｄＢ　入力感度切換可

電　源

※ショックマウントケース収納

ＣＤ／ＳＤ／ＵＳＢプレーヤー

電　源

ＵＳＢメモリー（５１２ＭＢｔｏ６４ＧＢ）

ＳＤカード（５１２ＭＢｔｏ２ＧＢ）、ＳＤＨＣカード（４ＧＢｔｏ３２ＧＢ）

ＣＤ、ＣＤ－Ｒ、ＣＤ－ＲＷ（ｏｎｌｙＣＤ－ＤＡｆｏｒｍａｔ）対応メディア

ＡＣ１００Ｖ－２４０Ｖ、５０／６０Ｈｚ

バージョン：４．２、出力クラス：Ｃｌａｓｓ２Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ

ＦＭ：７６．０Ｍ～１０８．０ＭＨｚ、ＡＭ：５２２ｋ～１，６２９ｋＨｚチューナー

２０～２０ｋＨｚ、＋／－１ｄＢ（ＣＤ再生時、Ｆｓ：４４．１／４８ｋＨｚ、ＪＥＩＴＡ）周波数特性

ＡＮＴＥＮＮＡ（ＦＭ端子、ＡＭ端子　×各１）、ＴＵＮＥＲ　ＯＵＴ（ＲＣＡ　×１）、接続端子

ＡＮＡＬＯＧ　ＯＵＴ（ＲＣＡ、ＸＬＲ　×各１）、Ｐｈｏｎｅｓ　×１

ＲＳ－２３２Ｃ端子　×１、オプションスロット　×１

タスカム：ＣＤ－４００Ｕ　相当品

〈８ｃｍ〉

パナソニック：ＷＳ－ＴＮ８３０（ＷＳ－ＴＮ８３５）＋ＷＳ－ＴＰ８２０－Ｗ　相当品

パネル ネット：アルミパンチング　白色

仕上げ 本体：ＡＢＳ樹脂

３Ｗ（３．３ｋΩ）、１Ｗ（１０ｋΩ）

出力音圧レベル ９２ｄＢ（１Ｗ／１ｍ）

周波数特性 １５０Ｈｚ～２０ｋＨｚ（－２０ｄＢ）

使用スピーカー ８ｃｍコーンスピーカー

定格入力

４段階（ＡＴＴ付）

枠：ＡＢＳ樹脂　白色

音量調節

Ｌ級

天井埋込スピーカー

天井埋込スピーカー（ＡＴＴ付）

パナソニック：ＷＵ―Ｌ６１　相当品

電源制御ユニット

増設用制御出力端子×１接点

非常用放送設備端子×１回路

外部電源制御入力端子×１回路

全コンセント合計最大１４．８Ａ以下

ＡＣ１００Ｖ　５０／６０Ｈｚ

電源コンセント

端子接続

ＡＣ電源容量

電　源　　　

１１（連動×９、非連動×２）

ＤＭ－２２００　相当品

防滴マイク

単一指向性指向特性

６００Ω（不平衡）定格インピーダンス

－５９ｄＢ

１００Ｈｚ～１２０００Ｈｚ

ムービングコイルマイク

周波数特性

感　度

形　式

１０ｍ２芯シールド線、マイクホルダー共その他

<屋外競技場１>

<屋外競技場２>

同上
ＲＰ

×２

２

パナソニック：ＷＴ－７００６　相当品

Ｌ級

６Ｗ（１．７ｋΩ）、３Ｗ（３．３ｋΩ）、定格入力

１Ｗ（１０ｋΩ）

９６ｄＢ（１ｍ／１Ｗ）出力音圧レベル

１５０Ｈｚ～１３ｋＨｚ周波数特性

本体：ＡＢＳ樹脂、取付金具：ステンレス仕上げ

ＩＰＸ４（ＪＩＳ　Ｃ　０９２０）保護等級

アルモア：ＲＡＣＫ　ＣＡＳＥ　９Ｕ（Ｄ３６０）　相当品

板材質・色 ＦＲＰ

キャスター φ７５×４

ショックマウントケース

※ショックマウントケース収納

※ショックマウントケース収納

２本

Ｂ：クラブハウス（ジムエリア）

Ｂ　Ｐ

Ｂ　Ｐ

ＣＤ／ＳＤ／ＵＳＢプレーヤー ＣＤ－４００Ｕ５

ＵＳＢメモリー（５１２ＭＢｔｏ６４ＧＢ）

ＳＤカード（５１２ＭＢｔｏ２ＧＢ）、ＳＤＨＣカード（４ＧＢｔｏ３２ＧＢ）

ＣＤ、ＣＤ－Ｒ、ＣＤ－ＲＷ（ｏｎｌｙＣＤ－ＤＡｆｏｒｍａｔ）対応メディア

バージョン：４．２、出力クラス：Ｃｌａｓｓ２Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ

ＦＭ：７６．０Ｍ～１０８．０ＭＨｚ、ＡＭ：５２２ｋ～１，６２９ｋＨｚチューナー

２０～２０ｋＨｚ、＋／－１ｄＢ（ＣＤ再生時、Ｆｓ：４４．１／４８ｋＨｚ、ＪＥＩＴＡ）周波数特性

ＡＮＴＥＮＮＡ（ＦＭ端子、ＡＭ端子　×各１）、ＴＵＮＥＲ　ＯＵＴ（ＲＣＡ　×１）、接続端子

ＡＮＡＬＯＧ　ＯＵＴ（ＲＣＡ、ＸＬＲ　×各１）、Ｐｈｏｎｅｓ　×１

ＲＳ－２３２Ｃ端子　×１、オプションスロット　×１

Ｂ　Ｐ 電源制御ユニット

電　源

コンセント

ＤＣ電源出力

ＡＣ１００Ｖ　３８Ａ（Ａ及びＢ系統合計）

非常用×２　ＡＣコンセント×８

ＤＣ２４Ｖ　最大３．６Ａ

入出力制御ユニット

７

８

ＷＵ－Ｌ６２

ＷＵ－ＫＲ６００

入出力制御

スピーカー端子

ＰＡ入力

汎用出力

緊急制御信号

ＢＧＭ、ページング、チャイム、停電起動、非常放送優先入力

リモコンマイク×６、マルチリモコン×８、外部制御×１０

１０回線（２００Ｗ／回路）　

２入力まで（４８０Ｗ／入力）

ＥＭＧ２４Ｖブレイク信号　１系統

１０（接点×５、オープンコレクタ×５）

出力制御ユニット（１０回線）９ ＷＵ－ＥＲ５５１

２

スピーカー－端子

自火報起動入力

ＰＡ入力

非常制御信号

１０回線（２００Ｗ／回路）

１０

２系統（ＥＭＧ２４Ｖブレイク信号）

６ ＷＺ－ＰＴ３４０

その他（付加機能） ライン入力（内蔵・ＳＤ音源ミキシング機能付き）

制御出力 タイマー制御出力×１０、動作中出力×１

制御入力 内蔵音源再生／ＳＤ音源再生×８

ＮＴＰサーバー、親時計、時報音声、接点

音源録音・再生メディア ＳＤ／ＳＤＨＣメモリーカード　

音源ファイル・記録時間 ２５５ファイル、最長１０５時間

内蔵音源 ８曲固定（ウエストミンスターの鐘、コールサイン他）

時刻補正入力

時刻精度 週差±０．７秒以内（２５℃）

プログラムタイマー 週間／年間スケジュール設定可能

プログラムミュージックレコーダー

／ＵＳＢプレーヤー

20
00

564 478

120

150200

25
0

天井埋込スピーカー（防滴型）

φ180 107

パナソニック：ＷＳ－５８０１　相当品

ＷＰ

出力音圧レベル

パネル

周波数特性

定格入力

仕上げ

使用スピーカー

アルミパンチング

ＡＢＳ樹脂

１５０Ｈｚ～２０ｋＨｚ（－２０ｄＢ）

８ｃｍコーンスピーカー

８９ｄＢ（１Ｗ／１ｍ）

３Ｗ（３．３ｋΩ）

保護等級 ＩＰＸ２（ＪＩＳ　Ｃ　０９２０）

Ｌ級

4970

12
0

５段階

新金属パネル

音量調整

入力容量

適合ボックス

入力インピーダンス ２０ｋΩ～１．６７ｋΩ

ＪＩＳ１個口用スイッチボックス

０．５Ｗ～６Ｗ

アッテネーター

パナソニック：ＷＺ－ＶＣ１０６／Ｆ　相当品

4
OFF

1
2

3

20
2

300 300

270

43

420

44

273.8482.3

80
46

18
9

φ
11

2

480

44

300

195220

16
5

56
646

6
10

0

97535 36097

198

φ
55

29

Ｌ級

定格入力

１２ｃｍコーンスピーカー使用スピーカー

１８０Ｈｚ～１５ｋＨｚ（－２０ｄＢ）周波数特性

９２ｄＢ（１Ｗ／１ｍ）出力音圧レベル

３Ｗ（３．３ｋΩ）、１Ｗ（１０ｋΩ）

ハイインパクトポリスチレン樹脂仕上げ

78φ250

パナソニック：ＷＳ－４４３０Ａ　相当品

天井露出型スピーカー

放送設備　システムブロック図･機器姿図

1/N.S 1/N.S

図面番号 区分

2022年4月
年月日

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所

東京都知事登録 第 35509号

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所　九州支店

福岡県知事登録 第1-11482号

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

秋吉　賢一　 

山元　徹也 伊藤　翔治

伊藤　裕也

号

217159

272676

266089

号

鈴木　耕造号 号353942

号383653

担当 特記

管理番号

工事名 図面名

縮尺
A1: A3:

長浜　愛美

1LU122YD1

屋外型トレーニングセンター建設工事
電気37E -



＜管理棟＞

＜室内練習場＞

＜クラブハウス＞

Ｔ－練習場

ＨＨ

ＡＭＰ

ｘ２

ｘ２

ＨＨｘ３ ＨＨ

ｘ４

ｘ３

ｘ３

ＷＰ
ｘ２

ｘ２

ｘ２

ｘ２

Ｔ－クラブハウス

ｘ２

ｘ４

ＨＨ ＨＨｘ２ ＨＨ

Ｔ－グランド①

ＨＨｘ４

ｘ２

ＨＨ

Ｔ－グランド②

ＲＰ

ＨＨｘ２ ＨＨ

Ｔ－グランド③

ＲＰ

ＨＨｘ２

ｘ２ ｘ２

ＨＨｘ３ ＨＨ

Ｔ－グランド④

ｘ２

ＨＨｘ４

３Ｐ３Ｐ

３Ｐ

ＲＰ（Ｇ）

３Ｐ
３Ｐ

３Ｐ･ＲＰ

ＲＰ（Ｇ）

３Ｐ

３Ｐｘ２･ＲＰｘ２

３Ｐ

３Ｐ １０Ｐ

３Ｐｘ４･１０Ｐ
･ＲＰｘ２

１

２ ２ ３

４

５ ５ ５ ５ ６ ６ ６ ６

ＭＶＶＳ０.７５－２Ｃ×２

ＡＥ１.２－１０Ｐ

ＡＥ１.２－３Ｐ×４

ＦＣＰＥＶ１．２－３Ｐ×２

（ＦＥＰ３０）
ＦＣＰＥＶ１．２－３Ｐ

ＭＶＶＳ０.７５－２Ｃ

ＡＥ１.２－１０Ｐ（ＦＥＰ３０）

ＡＥ１.２－３Ｐ（ＦＥＰ３０）×４

（ＦＥＰ３０）
ＦＣＰＥＶ１．２－３Ｐ

ＭＶＶＳ０.７５－２Ｃ

クラブハウス棟

屋外競技場１
（ラグビー･サッカー
　グラウンド）

屋外競技場２
（多目的グラウンド）

屋外競技場１･２

室内練習場 ＡＥ１.２－３Ｐ（ＦＥＰ３０）

ＷＰ

放送設備　系統図

１０Ｗ

１０Ｗ６Ｗ

○

○

○

○

○

１２０

６０

６

Ｄ

○

Ｃ：屋外競技場１

Ｄ：屋外競技場２

１２０ １２０ １２０実装アンプ（Ｗ）

合計（Ｗ）

合計（台）

１２０

１２

１１

１１

６

２

２４

４

４

４

６

６

４

ＷＰ

４

２

２５ ４

３Ｗ１Ｗ １Ｗ

６０

６

Ａ：屋内練習場

Ｂ：クラブハウス・管理棟

２１

１７

ＣＢＡ

マトリクス

～

１０ 予備

７ 予備

６０Ｗ６ 多目的グラウンド

６０Ｗ５ ラグビー･サッカーグラウンド

４Ｗ４ ジムエリア

２Ｗ３ ミーティングルーム

１５Ｗ

１Ｆ

２ 管理棟・クラブハウス共用

合計

《放送系統表》

系統名称

階回線番号
業務系統

名称（放送エリア）

３３台

２４Ｗ１Ｆ１ 室内練習場

２４

４

３Ｐ

＜グランド屋外＞

注）引込配管サイズ･地中配線配管サイズは外構配線リスト参照とする。

１０Ｗ １０Ｗ １０Ｗ １０Ｗ１０Ｗ １０Ｗ １０Ｗ １０Ｗ

Ｇ

Ｇ Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ Ｇ

Ｇ

３Ｐｘ３･ＲＰｘ２防水鋳鉄管

ＣＲ（セパ付）

放送設備　系統図

1/N.S 1/N.S

図面番号 区分

2022年4月
年月日

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所

東京都知事登録 第 35509号

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所　九州支店

福岡県知事登録 第1-11482号

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

秋吉　賢一　 

山元　徹也 伊藤　翔治

伊藤　裕也

号

217159

272676

266089

号

鈴木　耕造号 号353942

号383653

担当 特記

管理番号

工事名 図面名

縮尺
A1: A3:

長浜　愛美

1LU122YD1

屋外型トレーニングセンター建設工事
電気38E -

ＷＰ 天井埋込スピーカー（防滴型）

アッテネーター

弱電端子盤

天井埋込スピーカー

天井埋込スピーカー（ＡＴＴ付）

《機器凡例》

記　号 名　称 備　考

《配管・配線》

３．立上げ・立下げは適合するＰＦ管にて保護の事。

１．図中、特記なき配管・配線は下記とする。

ＡＥ１.２－２Ｃ （ＰＦ１６）

ＡＥ１.２－３Ｃ （ＰＦ１６）

２．二重天井内は、ころがし配線とする。

業務放送系統ＮｏＮｏ

放送機器姿図参照

放送機器姿図参照

放送機器姿図参照

放送機器姿図参照

ＡＭＰ 業務用放送アンプ 放送機器姿図参照

ＡＥ１.２－３Ｐ （ＰＦ２２）３Ｐ

ＡＥ１.２－１０Ｐ （ＰＦ２８）１０Ｐ

ＭＶＶＳ０.７５－２Ｃ
（ＰＦ２８）（Ｇ２８）ＲＰ

ＦＣＰＥＶ１．２－３Ｐ

屋外レピータ盤 放送機器姿図参照ＲＰ

クリアホーン（６Ｗ）

クリアホーン（１０Ｗ）１０Ｗ 放送機器姿図参照

放送機器姿図参照

ＡＥ１.２－２Ｃ （Ｇ１６）Ｇ

天井露出型スピーカー 放送機器姿図参照



放送設備　クラブハウス　１階平面図

1/100 1/200

図面番号 区分

2022年4月
年月日

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所

東京都知事登録 第 35509号

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所　九州支店

福岡県知事登録 第1-11482号

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

秋吉　賢一　 

山元　徹也 伊藤　翔治

伊藤　裕也

号

217159

272676

266089

号

鈴木　耕造号 号353942

号383653

担当 特記

管理番号

工事名 図面名

縮尺
A1: A3:

長浜　愛美

1LU122YD1

屋外型トレーニングセンター建設工事
電気39E -

Ｔ－クラブハウス

ＷＰＷＰ

２

４

３

ＡＥ１.２－１０Ｐ（ＦＥＰ３０）

(管理棟業務放送架へ)

以降弱電配置図参照

ＡＥ１．２－３Ｃ（ＰＦ１６）

ＡＥ１．２－３Ｃ（ＰＦ１６）

ＡＥ１．２－３Ｃ（ＰＦ１６）

防水鋳鉄管
（貫通スリーブ）

ＷＰ 天井埋込スピーカー（防滴型）

アッテネーター

弱電端子盤

天井埋込スピーカー

天井埋込スピーカー（ＡＴＴ付）

《機器凡例》

記　号 名　称 備　考

《配管・配線》

３．立上げ・立下げは適合するＰＦ管にて保護の事。

１．図中、特記なき配管・配線は下記とする。

ＡＥ１.２－２Ｃ （ＰＦ１６）

ＡＥ１.２－３Ｃ （ＰＦ１６）

２．二重天井内は、ころがし配線とする。

業務放送系統ＮｏＮｏ

放送機器姿図参照

放送機器姿図参照

放送機器姿図参照

放送機器姿図参照

ＣＲ（セパ付）
（ピット内）



40

1/100 1/200

放送設備　クラブハウス　２階平面図
図面番号

E -
区分

電気

2022年4月
年月日

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所

東京都知事登録 第 35509号

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所　九州支店

福岡県知事登録 第1-11482号

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

秋吉　賢一　 

山元　徹也 伊藤　翔治

伊藤　裕也

号

217159

272676

266089

号

鈴木　耕造号 号353942

号383653

担当 特記

管理番号

工事名 図面名

縮尺
A1: A3:

長浜　愛美

1LU122YD1

屋外型トレーニングセンター建設工事

４

ＡＥ１．２－３Ｃ（ＰＦ１６）

ＡＥ１．２－３Ｃ（ＰＦ１６）

ＡＥ１．２－３Ｃ（ＰＦ１６）



41放送設備　室内練習場　平面図

1/100 1/200

図面番号

E -
区分

電気

2022年4月
年月日

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所

東京都知事登録 第 35509号

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所　九州支店

福岡県知事登録 第1-11482号

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

秋吉　賢一　 

山元　徹也 伊藤　翔治

伊藤　裕也

号

217159

272676

266089

号

鈴木　耕造号 号353942

号383653

担当 特記

管理番号

工事名 図面名

縮尺
A1: A3:

長浜　愛美

1LU122YD1

屋外型トレーニングセンター建設工事

Ｔ－練習場

１

以降弱電配置図参照

《機器凡例》

記　号

クリアホーン（６Ｗ）

業務放送系統ＮｏＮｏ

《配管・配線》

１．図中、特記なき配管・配線は下記とする。

ＡＥ１.２－２Ｃ （Ｅ１９）

備　考名　称

露出ボックス

弱電端子盤



ＩＴＶワゴン架

１８.５型・ＴＮ（アンチグレア）・ＬＥＤ

１３６６×７６８（約１６：９）、ＦＨＤ縮小表示対応（全入力端子）

パネルサイズ・種類・バックライト

推奨解像度

３００ｃｄ／㎡（標準値）・１０００：１（標準値）

ＤＶＩ－Ｄ２４ピン×１（ＨＤＣＰ対応）、Ｄ－Ｓｕｂ１５ピン（ミニ）×１、

輝度・コントラスト比

映像入力端子

ＤｉｓｐｌａｙＰｏｒｔ×１（ＨＤＣＰ対応）、ＨＤＭＩ×１（ＨＤＣＰ対応）

ヘッドホン端子×１・１Ｗ＋１Ｗ（ステレオ）音声出力端子・スピーカー

Ｕｐ　Ｖｉｅｗ（黒浮き補正）、操作ロック、２４時間連続使用機　能

440

36
2

49

＜室内練習場１Ｆ＞

ＩＴＶワゴン

ディスクレコーダー

ネットワーク

１８.５型

液晶モニター

マウス

室内練習場
ＵＴＰ

室内練習場

１Ｆ
ＵＴＰ

ＡＣ１００Ｖ

ＡＣ１００Ｖ

凡例

ＵＴＰＣａｔ５ｅＵＴＰ

ＩＴＶ

ＩＴＶ設備　システムブロック図 屋内フルＨＤネットワークカメラ（ＰＴＺ）

カラー／白黒切換、画揺れ補正、ＶＭＤ、ＳＤメモリーカードスロット

機　能 インテリジェントオート、スーパーダイナミック、逆光／強光補正、

セキュリティ ユーザー認証／ホスト認証／ＨＴＴＰＳ／動画ファイルの改ざん検出

プリセットポジション数：２５６か所、オートモード

デジタルズーム：１６倍（最大６４０倍）

画　角 【１６：９】水平：１.９°～６６°／垂直：１.１°～３９°

【４：３】水平：１.４°～５１°／垂直：１.１°～３９°

回転台部 水平：３６０°エンドレス旋回／垂直：－２５°～２０５°（水平～真下～水平）

６０倍　ＨＤ ＥＸ光学ズーム（解像度　１２８０×７２０時）

レンズ部 ｆ＝４.２５ｍｍ～１７０ｍｍ（４０倍、電動ズーム／電動フォーカス）

スマートコーディング 顔スマートコーディング、ＧＯＰ制御

画像圧縮方式 Ｈ.２６５・Ｈ.２６４、ＪＰＥＧ　※独立に４ストリーム分の配信設定可能

３Ｍ【４：３】（Ｈ）２０４８／１２８０／８００／６４０／４００／３２０（３０ｆｐｓ）

画像解像度 ２Ｍ【１６：９】（Ｈ）１９２０／１２８０／６４０／３２０（３０／６０ｆｐｓ）

ＤＣ１２Ｖ、ＰｏＥ（ＩＥＥＥ８０２.３ａｆ準拠）

撮像素子・有効画素数・走査方式 約１／２.８型　ＭＯＳセンサー・約２１０万画素・プログレッシブ

最低照度 カラー：０.０１５ｌｘ、白黒：０.００６ｌｘ　（Ｆ１.６）

ネットワーク １０ＢＡＳＥ－Ｔ／１００ＢＡＳＥ－ＴＸ、ＲＪ４５コネクター

電　源

165

(2
56

.9
)

217.5

14
0

パナソニック：ＷＶ－Ｓ６１３１＋ＷＶ－Ｑ１１９　相当品

ＲＢＳＳ認定

その他 壁取付金具共

500600

69
5

化粧合板

強化ガラス　カギ付

熱対策用大型プラスチック通気孔付（背面板）

本　体

扉

通気孔

ＶＭＤ時短再生（ＶＭＤ搭載カメラのみ）、高精細映像監視

顔照合・統計処理（拡張キット（別売）登録時）、画像回転、

セキュア通信（拡張キット（別売）登録時）、ＭＰ４ダウンロード、

特長（機能） ＰｏＥ給電機能、簡単操作・簡単設定、外付ＨＤＤ・ＵＳＢメモリーにコピ－可能、

マウス接続ポート：１ ※マウス１個 付属、コピーポート：１（ＵＳＢ３.０）、

アラーム／コントロール端子：１（端子台プラグ）、

カメラポート：４（ＲＪ－４５）、ＰＣポート：１（ＲＪ－４５）

モニター端子　解像度（最大） ３８４０×２１６０（４Ｋ）　ｐ／３０Ｈｚ

入出力 映像出力端子：１、モニター端子：１（ＨＤＭＩ）、

ＨＤＤ ５００ＧＢ（５００ＧＢ×１）

録画圧縮方式 Ｈ.２６５、Ｈ.２６４、ＪＰＥＧ

カメラ接続台数 ４台

電　源 ＤＣ４８Ｖ　１.７Ａ（ＡＣアダプター付属）

マウス

（５００ＧＢ）

員数番号 名　　　　称 備　　考

１ １

１

１

１８.５型液晶モニター ＦＤＷＸ１９０５Ｗ

ネットワークディスクレコーダー ＷＪ－ＮＸ１００／０５２

３ 収納ワゴン ＶＢ－７００

１

２

３

１８.５型液晶モニター

収納ワゴン

ネットワークディスクレコーダー

ＩＴＶ設備　システムブロック図･機器姿図

1/N.S 1/N.S

図面番号 区分

2022年4月
年月日

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所

東京都知事登録 第 35509号

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所　九州支店

福岡県知事登録 第1-11482号

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

秋吉　賢一　 

山元　徹也 伊藤　翔治

伊藤　裕也

号

217159

272676

266089

号

鈴木　耕造号 号353942

号383653

担当 特記

管理番号

工事名 図面名

縮尺
A1: A3:

長浜　愛美

1LU122YD1

屋外型トレーニングセンター建設工事
電気42E -



43ＩＴＶ設備　室内練習場　平面図

1/100 1/200

図面番号

E -
区分

電気

2022年4月
年月日

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所

東京都知事登録 第 35509号

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所　九州支店

福岡県知事登録 第1-11482号

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

秋吉　賢一　 

山元　徹也 伊藤　翔治

伊藤　裕也

号

217159

272676

266089

号

鈴木　耕造号 号353942

号383653

担当 特記

管理番号

工事名 図面名

縮尺
A1: A3:

長浜　愛美

1LU122YD1

屋外型トレーニングセンター建設工事

ＩＴＶ

ＡＣ１００Ｖ

ＩＴＶワゴン架

記　号

ＩＴＶ

《機器凡例》

名　称 備　考

屋内フルＨＤネットワークカメラ（ＰＴＺ）

《配管・配線》

１．図中、特記なき配管・配線は下記とする。

ＵＴＰ ＵＴＰ０.５－４Ｐ（Ｃａｔ５ｅ） （Ｅ１９）

ＵＴＰ

ＵＴＰ ＵＴＰ０.５－４Ｐ（Ｃａｔ５ｅ）×２ （Ｅ２５）

ＵＴＰ

ＵＴＰ

露出ボックス

ＵＴＰ

ＵＴＰ

ＵＴＰ



ク　ラ　ブ　ハ　ウ　ス　凡　例

機　　器　　仕　　様

屋　内　練　習　場　凡　例

機　　器　　姿　　図管　理　棟　凡　例

特　　記　　事　　項

ク　ラ　ブ　ハ　ウ　ス室　内　練　習　場管　理　棟

Ｈ１５Ｐ

記　号 名　　　　称 備　　　　　　考

　　　　　イベント履歴：１０，０００件　　自動試験結果履歴：１３，０００件

　　（４）履歴管理機能（履歴情報の確認・取り出し等が可能）

　　（３）操作ガイダンス機能付（液晶表示ガイド・音声ガイド）

　　　　　　　設置場所名称を登録可能（７文字：英字・カナ）

　　　　　　※設定用ツールをインストールしたパソコンを用いて、アドレス表示に替えて感知器

　　　　　自動試験機能付感知器のアドレス表示／部屋番号表示

　　　　・警報代表出力　４点（警報種別マルチ設定機能対応）

　　　　　　※区分：フロア、階段、エレベータ　（増設スピーカ接続可）

　　　　・諸警報専用回線［小窓］　　　　　　　　　　４回線

　　　　　　※諸警報（兼用回線）は自己保持の有無を選択できること。

　　　　　　※兼用回線は自火報、諸警報、スプリンクラーの種別から回線毎に設定可能なこと。

　　　　・自火報兼用回線　　　　　　　　　　　　　２０回線

　　（１）Ｐ型１級 壁掛型 蓄積式 自動試験機能付 　２０回線（アドバンスＰ－１受信機） 

　　・受信機の仕様は下記の通りとする。

　　（２）液晶表示機能付　※機器姿図参照

　　　　・フリースイッチ　４点（起動／移報停止）

　　　　　諸警報のメッセージ表示可

　　　　・主音響：発報階音声鳴動対応　

　　（５）非常放送の音声警報連動端子付とする。

　　　　　　　部屋番号表示の拡大表示機能付（４倍角モード）

　　（６）表示内訳は下記の通りとする

自火報
火災表示（クラブハウス）

回　線　数項　　　　　目

実　　装　　合　　計 １４

予　　　　　　　　備 ６

諸警報

消火栓ポンプ　起動

消火栓ポンプ　故障

消火栓ポンプ呼水槽　減水

消火水槽　満水・減水

１

１

１

２

９
火災表示（屋内練習場）

５

４

５

受信機　Ｐ型１級　２０回線 発信機　Ｐ型１級　リング型表示灯付

　　　※消火設備にリング型表示灯を内蔵する場合（フラット施工：突出部０ｍｍ）、

　　　　取り付け用加工（スタット加工）は衛生工事とする。

（正面図）発信機組込み例 （側面図）

発信機

表示灯（リング型）

＜斜線部は発光範囲＞

　　　※前面からの取り付け設置可能とする。（簡単施工：突出部５mm）

　　　　＜消火設備側スタット加工不要＞

φ126

φ
11

8.
5

5 26

予備電源

常用電源 ＡＣ１００Ｖ ５０／６０Ｈｚ

ＤＣ２４Ｖ　６００ｍＡｈ　ニッケルカドミウム蓄電池

警戒時最大：１５ＶＡ　警報時最大：４７ＶＡ消費電力

受第２０１９～２号国家検定型式番号

液晶表示機能

　　　　・自動試験機能付感知器のアドレス表示／部屋番号表示

　　　　・諸警報のメッセージ表示

　　　　※設定用ツールをインストールしたパソコンを用いて、アドレス表示に替えて感知器

　　　　　設置場所名称を登録可能（７文字：英字・カナ）

　　　　　部屋番号表示の拡大表示機能付（４倍角モード）

（表示例）

ソウコ　　　　　　　カサイ　ハッセイ

カクニンコ゛　オンキョウテイシ

80

50
0

9

8

7

6

5

4

3

2

1

監視状態に

もどす

ベル

（地区音響）

受信機音響

音を止める

解除一時停止

復旧

停止

火災でない時

119番・初期消火

避難誘導
ガイド

火災の時

実行戻る

電話

消火栓

警戒中

非常放送中

地区音響強制停止

音響強制停止

スイッチ注意

トラブル

交流電源

発信機

現場確認
火　災

火災受信機

11

10

12

13

14

15

16

17

18

19

20

370

ＡＣ１００Ｖ

記　号 名　　　　称 備　　　　　　考

　４．煙感知器は光学系の汚れや電子部品の経年劣化に対して自動的にレベル補正を行い、感度を一定に

　　　保つ感度補償機能を搭載したものとする。また、煙が流入する開口部には、□０．３ｍｍ防虫網を

　　　採用し、防虫網の細密化で火災警報の信頼性を向上させるものとする。

　２．本工事に使用する機器収容箱内に各々必要対数の接続端子を設けること。

　３．自動試験機能付感知器は１回線当り最大６３個接続可能とする。（アドレスブースタ使用時）

　６．特記無き配管配線は下記の通りとする。

　１．ベルの鳴動方式は、一斉鳴動（逐次鳴動対応）とする。

　５．消火栓位置表示灯の電源は、消火栓始動リレーよりＡＣ２４Ｖで供給される。

記　号 配　線 配　管

・二重天井内はケーブルコロガシ配線とし、ケーブルの立上り及び直天井は適合する電線管で保護する。

備　考

・本設備中の立上げ、引下げは系統図参照とする。

機器名 用  途 信号内容 信号種別 点  数

　　（７）移信リストは下記の通りとする

誘導灯信号装置（屋内練習場） 火災移報用 火災回線別 無電圧ａ接点 ４

誘導灯信号装置（クラブハウス） 火災移報用 無電圧ａ接点 ５火災回線別

　　・各棟で火災発報が確認できるよう、各誘導灯信号装置へ自火報回線別移報を行うこととする。

　　　（回線別移信端末より出力すること）

Ｈ１０Ｐ

Ｈ１０Ｐ

Ｈ１５Ｐ

Ｈ１０Ｐ
Ｈ１５Ｐ

４３２１

３

１

５

２

４

Ｈ１０Ｐ
Ｈ１０Ｐ

ＡＥ ０．９－ ２ Ｃ ＰＦ１６

ＡＥ ０．９ ４ Ｃ－ ＰＦ１６

ＨＰ １．２ ２ Ｃ ＰＦ１６－Ｈ

ＨＰ １．２ １０ Ｐ ＰＦ２８－Ｈ１０Ｐ

ＨＰ １．２ ５ Ｐ ＰＦ２２－Ｈ５Ｐ

ＨＰ １．２ １５ Ｐ ＰＦ２８－Ｈ１５Ｐ

発 機信 Ｐ型１級（アドレス付）リング型表示灯（ＡＣ２４Ｖ，ＬＥＤ）付 機器仕様参照

終 器抵端 抗 １０ＫΩ

光 器ッ電 式 ス ポ ト 型 感 知 ２種 自動試験機能付

自 線火 報 警 戒 区 域

ケ 線ー ブ ル こ ろ が し 配 二重天井内又はケーブルラック内

線配管配 素通し・立上げ・引下げ

自 号戒火 報 警 区 域 番 平面区画ＮＯ

差 器ッ動 式 ス ポ ト 型 感 知 ２種　防水型 自動試験機能付

光 器ッ電 式 ス ポ ト 型 感 知 ２種　天井裏 自動試験機能付

露出線配管配

自 号戒火 報 警 区 域 番 天井裏ＮＯ

発 機信 Ｐ型１級（アドレス付）リング型表示灯（ＡＣ２４Ｖ，ＬＥＤ）付 屋外型

地中埋設線配管配

消 ー火 栓 始 動 リ レ

ＤＣ２４Ｖ　１０ｍＡルベ 導通試験機能付

容収 屋外埋込縦型

容収

専 器終用 端 ベル用

発 機信 Ｐ型１級（アドレス付）リング型表示灯（ＡＣ２４Ｖ，ＬＥＤ）付 機器姿図参照

ＤＣ２４Ｖ　１０ｍＡルベ 導通試験機能付

終 器抵端 抗 １０ＫΩ

専 器終用 端 ベル用

光 器ッ電 式 ス ポ ト 型 感 知 ２種 自動試験機能付

自 線火 報 警 戒 区 域

自 号戒火 報 警 区 域 番 平面区画ＮＯ

記　号 名　　　　称 備　　　　　　考

露出線配管配

地中埋設線配管配

床隠ぺい又はスラブ打込み線配管配

機 箱収器 容 容収 （易操作性１号消火栓） 函体は別途設備工事

リ チミ ッ ト ス イ ッ 易操作性１号消火栓内蔵 別途衛生設備工事

スプ ル ボ ッ ク 屋外型：

屋内消火栓用消 盤ン火 栓 ポ プ 制 御 衛生設備工事

別途工事

別途工事

機器仕様参照自動試験機能付Ｐ型　１級　機信受

ＨＰ１．２－１０Ｐ（ＦＥＰ３０）
ＨＰ１．２－１５Ｐ（ＦＥＰ３０） ＨＰ１．２－１０Ｐ（ＦＥＰ３０）

誘

誘

誘 導 灯 信 号 装 置

誘 導 灯 信 号 装 置

誘

Ｈ１５Ｐ

誘

総 盤合

総 盤合

Ｐ Ｂ

Ｐ Ｂ

Ｐ Ｂ Ｐ Ｂ

Ｐ Ｂ

屋内埋込縦型

消火ポンプ室

ＣＲ（セパ付）

防水鋳鉄管

自動火災報知設備　凡例･系統図

1/N.S 1/N.S

図面番号 区分

2022年4月
年月日

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所

東京都知事登録 第 35509号

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所　九州支店

福岡県知事登録 第1-11482号

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

秋吉　賢一　 

山元　徹也 伊藤　翔治

伊藤　裕也

号

217159

272676

266089

号

鈴木　耕造号 号353942

号383653

担当 特記

管理番号

工事名 図面名

縮尺
A1: A3:

長浜　愛美

1LU122YD1

屋外型トレーニングセンター建設工事
電気44E -



自動火災報知設備　クラブハウス　１階平面図

1/100 1/200

図面番号 区分

2022年4月
年月日

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所

東京都知事登録 第 35509号

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所　九州支店

福岡県知事登録 第1-11482号

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

秋吉　賢一　 

山元　徹也 伊藤　翔治

伊藤　裕也

号

217159

272676

266089

号

鈴木　耕造号 号353942

号383653

担当 特記

管理番号

工事名 図面名

縮尺
A1: A3:

長浜　愛美

1LU122YD1

屋外型トレーニングセンター建設工事
電気45E -

ＣＲ（セパ付）
（ピット内）

ＨＰ１．２－１０Ｐ（ＦＥＰ３０）
ＨＰ１．２－１５Ｐ（ＦＥＰ３０）

Ｈ１５Ｐ

３１

２ ４

以降弱電配置図参照
（至る管理棟受信機へ）

誘

ＨＰ１．２－１０Ｐ（ＦＥＰ３０）ＨＰ１．２－１５Ｐ（ＦＥＰ３０）

Ｈ１５Ｐ
Ｐ Ｂ

Ｐ

Ｂ

防水鋳鉄管
（貫通スリーブ）



46

1/100 1/200

自動火災報知設備　クラブハウス　２階平面図
図面番号

E -
区分

電気

2022年4月
年月日

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所

東京都知事登録 第 35509号

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所　九州支店

福岡県知事登録 第1-11482号

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

秋吉　賢一　 

山元　徹也 伊藤　翔治

伊藤　裕也

号

217159

272676

266089

号

鈴木　耕造号 号353942

号383653

担当 特記

管理番号

工事名 図面名

縮尺
A1: A3:

長浜　愛美

1LU122YD1

屋外型トレーニングセンター建設工事

Ｈ１０Ｐ

２ ４

５

１階 １階

Ｐ

Ｂ



47自動火災報知設備　室内練習場　平面図

1/100 1/200

図面番号

E -
区分

電気

2022年4月
年月日

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所

東京都知事登録 第 35509号

株式会社ＮＴＴファシリティーズ

一級建築士事務所　九州支店

福岡県知事登録 第1-11482号

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

一級建築士登録　　第

秋吉　賢一　 

山元　徹也 伊藤　翔治

伊藤　裕也

号

217159

272676

266089

号

鈴木　耕造号 号353942

号383653

担当 特記

管理番号

工事名 図面名

縮尺
A1: A3:

長浜　愛美

1LU122YD1

屋外型トレーニングセンター建設工事

ＨＰ１．２－１５Ｐ（ＦＥＰ３０）

※配管配線の距離が３０ｍを超える場合は、状況に応じて適宜プルボックスを設けること。

Ｈ１０Ｐ

Ｈ１５Ｐ

１ ２ ３ ４

以降弱電配置図参照
（至る管理棟受信機へ）

誘

Ｈ１５Ｐ

Ｈ１０Ｐ

ＨＰ１．２－１０Ｐ（ＦＥＰ３０）

Ｈ１０Ｐ
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